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「あんた、いつも一人ぼっちよね？」



　魔ま法ほう実技の合同授業中。

　いきなり俺おれにきつい一言をかましてきたのは、優等生のマルティナだった。

　俺とは別のクラスの彼女がなぜ声をかけてきたのかはわからないが、まず思ったのは、やけに距離が近いってこと。

　まるで俺を観察してるかのように、ぐいぐいと寄ってくる。

　こうして間近で見てみると、マルティナは思ったよりも小柄だった。俺の視線の高さに、彼女のつむじがある。おかげで、俺の顔を近くで見ようと背伸びをしている。

　甘い果実の香りを漂ただよわせるようなストロベリーブロンドの長い髪は、耳の上あたりで二つに分けて結んである。

　光の加減で金色にも見える瞳ひとみには、どこにも陰りが見られない。初対面のはずなのに、まったく物もの怖おじすることなく、大きな目でこちらを真まっ直すぐに見上げていた。

「……疲れた」

「なに？」

「見上げるの疲れたから、ちょっと顔をこっちに下げてよ」

「どうして俺がそんなことをしなきゃならないんだよ」

















「なっ……せっかく、一人ぼっちのあんたに話しかけてあげてるんだから、そのくらい協力的でもいいんじゃないの？」

　あっさり断られたのが心外だったのか、マルティナは顔を赤らめ、口をとがらせながら文句を言っている。

　そんな彼女のことは、噂うわさ話ばなしとかいったものには疎うとい俺おれでも聞いている。なんでも、メイジの名門出身で、しかも成績も優秀という、非の打ち所のないお嬢じよう様さまだそうな。

　マルティナの一いち門もんに比べれば、吹けば飛ぶような弱小メイジ一門に属している俺は、これまで一度も話をしたことはなかった。もっとも、それはほかのクラスメイトたちも同じであり、高たか嶺ねの花であるが故に、彼女には近寄りがたい雰ふん囲い気きがあった。

「別に話しかけてくれなくてもいいんだけどな。俺は一人でやるのが好きなんだ」

　そんな名門のお嬢様を相手にするのはなんだか面倒そうな気がしたので、俺は素っ気なく返事をする。

　だいたい、俺が一人で実技をしている理由は、進んで話したくなるようなものではない。

「あら、ビンス。良かったわね。一緒に実験をしてくれる人ができて」

　そんなとき、この実技授業の講師である、プロント先生が声をかけてきた。

「先生、心配だったのよ。ビンスはいつも一人だったから」

　ひどい。

　いろいろとひどい。

　プロント先生は美人で優しく、主に男子に大人気。いまのも決して悪気があってのことではないだろう。だが、このタイミングでそれはやめてもらいたかった。

「マルティナ、ビンスと実験する時は結界内の混沌濃度の変化には気をつけなさいね」

「はい、プロント先生」

　マルティナは華やかな声音で、ほがらかに返事をした。

　そして、こちらに向き直って、どや顔でにんまりと微笑ほほえむ。

「先生も、あんたが一人で心配だって」

「ぐぬぬ……」

　うまい切り返しが思いつかない。

　この場のアドバンテージをマルティナに奪われた感じだ。

「……それで、用事はなんなんだよ？」

「えっ、だから、一緒に実技をしようって──」

「そんなの初耳だが」

「あれっ、あれっ、私、さっき言わなかったっけ？」

　マルティナは真顔で首をかしげている。優等生のくせに、案外と抜けたところがある。

「言ってないよ」

「ねえ、ホントに言ってなかった？」

「言ってないってば、しつこいな」

　ちょっと冷たくあしらい過ぎただろうか。

　案の定、マルティナはむくれた顔でこちらをにらんでいた。

「うぬっ！」

　まあ、たいした迫力ではないのだが、なんだか女の子をいじめているような気がして良心が痛んできた。名門のお嬢じよう様さまだからって、過か剰じように敬けい遠えんしてしまったかもしれない。

「……わかったよ。一緒にやってもいいよ」

　そこで俺おれのほうから折れてやることにする。

「えっ、いいの？　そうそう、そうこなくちゃ！」

　マルティナは一瞬で機き嫌げんを直してくれた。なんてちょろい。意外と単純なやつなのかも。

　すぐにマルティナは実験机に身を乗り出して、俺が扱っている魔法具アーテイフアクトの内部を見つめる。

　この魔法具は、混沌カオスの影響を外部に漏らさないための簡易的な実験用の結界を作り出すものだ。いま実験結界の内部では、黒い煙のようなものが揺らめいている。

「ねえ、もっと混沌濃度を高められる？」

　マルティナが結界内を見つめたまま尋たずねる。

　この黒い煙の正体は混沌──俺たちメイジの使う魔ま法ほうの源みなもととなるもの。

　どこにでも自然に存在するものだが、こいつの濃度が高いほど、引き起こされる魔法も強力なものになる。

　メイジには、三つの力が要求される。



　ひとつ、混沌濃度を見極める力。

　ふたつ、混沌濃度を変化させる力。

　みっつ、濃度に応じて混沌にアレンジを加えて、自分の望む超常現象を引き起こす力。



　この授業で、俺たちは混沌濃度を高めるという実技に挑戦していた。

　混沌は透明な球状の実験結界内に封じ込められ、さらに保護魔法が付与エンチヤントされた実技用制服も着用しているため、俺たちのような半人前の学生でも安全に魔法を試すことができる。

　これはもうじき行われる実技試験に向けたものだった。

　かなり広い実技教室では、学生たちがそれぞれの実験机で結界内を真剣に見つめていた。そのほとんどが二人組でやっているのは、今度の実技試験もパートナーと組んで、二人で受けるものだから。つまり、いまから予行練習をしているというわけ。

　しかも、その試験で成績優秀だった学生は、近々開催される豪ごう華かな晩ばん餐さん会かいに招待されるというので、みんないつもよりも真剣だ。

「ねえ、もっと高くできないの？」

　マルティナがしつこく尋たずねてくる。

「ちょっと静かにしろよ。精神集中が大切な──うわぁっ!?」

　実験結界内に集中していたら、なぜか俺おれの鼻のすぐ下に、マルティナのつむじがあった。いつの間にかマルティナが、俺と実験机の間にちょこんと割り込んできていたのだ。

　ふわふわしたストロベリーブロンドから、なんとも言えぬ甘い香りが漂ただよってくる。

「あんたのほうがよっぽどうるさい」

「そんなとこで、なにしてんだよ!?」

「あっちからだと見えづらいのよ」

　俺の文句を軽く聞き流して、マルティナは実験結界内を凝ぎよう視ししている。その表情は真剣そのもので、俺をからかっているとか、ふざけているとかじゃないことはわかった。

　たぶん、このお嬢じよう様さまのやけに接近してくるところは、天然なんだろう。

「ぬ～ぅ、混沌濃度が高くなってきたわね。やるじゃない」

　さすがは優等生。濃度の見極めくらいは当然できるらしい──と、感心している場合ではない。

　俺も結界内の混沌濃度の高まりには気づいていたが、正直、ちょっと焦あせっていた。

　優等生のマルティナも褒ほめてくれているが、俺は混沌濃度を高めるのだけは得意中の得意である。

　ただし、問題はその加減ができないということ。濃度を高くすることはできても、低くすることができない。

　しかも、それは精神集中が乱れるとよけいひどくなる。

　つまり、マルティナにこうも近くで、そのふわふわした髪で鼻をくすぐられたりしては、とても集中していられないわけで……

「ねえ、ビンス。ちょっとこれ高過ぎない？」

　いままで明るかったマルティナの声が、少し不安めいたものに変化していた。

　混沌カオスは授業で学生に許されている濃度を超えそうになっている。このままでは、最悪、実験結界の安全許容値を超えて、外に被害が出るかもしれない。

「おいっ、マルティナ。離れろ！」

　こうなったら格好つけている場合ではない。

　マルティナの肩をつかんで、俺の後ろへ引っ張る。

「あんたも離れなきゃ！」

「いや、なんとか制御してみる」

　危険な状況であることを察したマルティナが、俺の袖そでを引っ張ったが、そう簡単にあきらめるわけにはいかない。

　別のクラスのマルティナは知らないだろうが、俺おれが混沌濃度を高め過ぎてしまうのはこれで二度目。以前は、そのせいで高価な魔法具アーテイフアクトを壊してしまった。

　だから、そのことを知っている学生は、俺とは一緒に実技をしたがらないのだ。

　もう、同じ失敗を繰り返したくはない。マルティナの髪で鼻をくすぐられたくらいで失敗するようでは、メイジになることなんてとても無理だ。

「落ち着け……落ち着け……」

　俺は集中して混沌濃度を下げようとするが、実験結界内の煙の色は濃くなるばかり。

　やがて、煙は渦うずを巻き始める。

「まずいぞ……」

　これは混沌カオスが収しゆう束そくしつつある予よ兆ちようだった。

　いよいよ、混沌によってこの世界の法則を無視した超自然現象が起きようとしている。

　だが、メイジによって制御されないものは「魔ま法ほう」とは呼べない。

　それは「混沌災害」という、忌いむべき現象。

　その恐ろしさは、俺自身、身に染みてわかっている。



　──俺の故こ郷きようは、その混沌災害のせいで滅びたのだから。



　最悪の記憶が甦よみがえり、俺の額ひたいにぶわっと汗がにじむ。

「くそっ……！」

　もちろん、俺が高めた程度の混沌濃度で起きるのは、村を襲った混沌災害とは比べものにならない。せいぜい魔法具ごと、机を吹き飛ばすぐらいなものだろう。

　だが、それでもこんなに近くにいれば怪け我がではすまないかも。

　垂れた汗が目に入りそうになり、俺はいらだたしくそれをぬぐった。

　そして、もう一度、目をこらそうとしたとき、ひょこっと視界にあのストロベリーブロンドが入ってきた。

「マルティナ、なんで離れていないんだ!?」

「あんたが逃げないのに、私が逃げられると思うの」

「いや、これは俺のせいだから──」

「そうかもしれないけど、それをどうにかするのは、力あるものの義務よ」

　偉そうなことを言っているが、後ろから顔をのぞいてみると、マルティナの表情に余裕は微み塵じんも感じられない。まばたきすることなく、その金色の瞳ひとみで混沌の闇やみをとらえ続けていた。

「混沌を制御する気なのか……？」

　真剣なマルティナを横目で見て、俺はこのお嬢じよう様さまがただの優等生ではないと気づいた。普通の優等生なら、こんなやっかいごとに自分から首を突っ込まないはず。

　やがて、実験結界内の混沌カオスの渦うずが小さくまとまっていった。

　混沌の収しゆう束そくだ。

　しかし、それはさきほどの無む秩ちつ序じよな渦ではない。鉱こう石せきの結けつ晶しようにも似た姿を形成しつつ小さく内側に収しゆう縮しゆくしていき、やがて闇やみが小さな点と化した。

「混沌核カオスコアだっ！」

　俺おれは思わず感かん嘆たんの声を上げた。

　混沌がこの世界に超自然現象を引き起こす中心。それが混沌核。

　ただし、これはマルティナの制御によって形成された、無秩序の中の秩序とも言える混沌核だった。

　やがて、闇の中から光が生まれる。

　光は闇を糧かてにするかのように大きくなり、青く輝く炎となった。

「これは鬼おに火びか？」

　俺が思わず実験結界内の鬼火に手をかざすと、炎が揺らめいているのに、まったく熱を感じない。光だけを放出する、熱を持たない炎。自然界にはあり得ない存在である。

「すげえ……」

　あの禍まが々まがしかった混沌の渦が、飼い慣らされた犬のように、安定した炎となっている。

　マルティナは混沌濃度を制御するどころか、一いつ足そく飛とびでアレンジを加えて、魔ま法ほうに昇しよう華かしてしまった。

　そのことに、俺は不覚にも感動していた。

　講師による実演ならば何度も見たことはあるが、これは同じ学年のマルティナの手による魔法だったからだ。

　ところが、そんなマルティナは、なぜか自分の成果である鬼火を無視して、俺のほうを振り向いた。

「お、おい……？」

「あんた、すごいわね。感動しちゃった！」

「はぁ？」

　それは俺の台詞せりふのはず。

　マルティナのあべこべな言葉に俺は戸と惑まどう。

「一年生でこれだけ混沌濃度を高められる人なんて見たことない！」

「いや、そんな……って、ちょっと待てぇ！」

「なによ？」

「後ろっ！　後ろを見ろっ！」

　俺はニコニコ顔のマルティナの後ろを指さす。

「なんなのよ、まったく──ってぇぇ!?」

　マルティナが目を離した隙すきに、実験結界内では鬼おに火びがパンパンに膨ふくれあがっていた。

　それを見たマルティナは、くるっと俺おれのほうへ向き直ると、引きつった笑みを浮かべてこう言った。

「ごめんね」

　その直後、実験結界が破は裂れつした。

「うわぁっ!?」

　俺とマルティナは一瞬で結界からあふれ出した青い炎に包まれ、その勢いで床に吹き飛ばされた。

「げほっ、げほっ！」

　幸い、鬼火は熱を持たない炎だったので火傷やけどするようなことはなかった。猛もう烈れつな勢いで煙を浴びせかけられたようなものだ。

　炎の噴ふん出しゆつが終わり、ようやく目を開けると、吹き飛ばされたマルティナが俺の腹の上にまたがっていた。せっかくのストロベリーブロンドもボサボサだ。

「あはは、ちょ～っと詰めが甘かったかな？」

　俺にまたがったままマルティナが苦笑いを浮かべたとき、パサリと上着が脱げ落ちる。

「にゃっ!?」

　その瞬しゆん間かん、マルティナが抱きついてきた。

「なにしてんだよ!?」

　マルティナの胸の膨らみが、温ぬくもりが、ダイレクトに伝わってくる。

　俺はマルティナを引き離そうとしたが、向こうも必死でしがみついてきた。

「にゃあ～っ、駄だ目めっ、見えちゃう！」

　熱を持たない鬼火だったが、制服の形状を維持していた保護魔ま法ほうのほうは消滅させてしまったらしい。マルティナの制服は乾いた枯れ葉のようにもろく崩れて、もはや服としての役割を果たしていない。

　なめらかな白い背中は丸見え。胸のほうは俺にしっかり抱きつくことで、なんとか隠せているようだが──この状況を、教室のみんなに見られることはマルティナ的にはどうなんだ？

　さっきの爆発のせいで、教室中の視線が俺たちに集まっている。

「また、あのビンスよ。前にも結界を暴発させた……」

「よりによって、今度はマルティナ嬢じようを巻き込んだのか？」

「なんてうらやま──いやっ、とんでもないやつ！」

　みんなのヒソヒソ声が心に突き刺さる。

　けれど、この状況では、とても弁明できる気がしない。

「ビンス！　マルティナ！　あなたたち、なにをしているんですかっ!?」

　プロント先生の悲鳴に近い声を聞いて、絶望的な気分になっていた俺おれに、マルティナが抱きついたまま耳元で囁ささやいた。

「ビンス、男子なら誰もが夢見る、おいしい話を聞かせてあげようか」

「なんだそりゃあ」

　この状況でよくそんな話をする気になるなと呆あきれたが、マルティナは俺の顔を真正面から見み据すえて、小悪魔的な笑みを浮かべて言った。



「あなたに美少女を助ける権利をあげましょう」



　いやいや、いま助けてもらいたいのは俺のほうなんだけどな……

















「当然、助けさせてあげる美少女とは、この私のことよ」

　あのひどい目にあった実技授業を終えて帰宅途中、マルティナは俺おれにつきまといながら、あのときの言葉の補足説明を丁てい寧ねいにしてくれていた。

「はいはい、美少女だな。びしょーじょ、びしょーじょ」

　魔ま法ほうの才能だけなら尊敬に値するというのに、このいろいろ空気の読めてない性格にはがっかりだ。

「えっ、なんで。なんでテンション下がってるの？　嬉うれしいでしょ？　嬉しいはずよ!?」

　マルティナが助けて欲しいという内容は、今度の魔法実技試験のパートナーになってくれというものだった。

　今日の実技のように、俺が混沌濃度を高めて、マルティナがアレンジするというわけ。

「けど、おまえだったら、一人でも魔法を完成させられるだろ。俺の助けなんていらないんじゃないのか？」

　正直、優等生のマルティナのパートナーとなるのは荷が重い。

　本番でまた今日のようなことがあって、試験が大失敗に終わったら申し訳ない。他人の足を引っ張るのはまっぴらだ。

「そりゃあ、低い混沌濃度でもできる簡単な魔法ならね」

「いや、今日の魔法だって、学生にしては十分高度だろ」

　ちゃんと最後まで成功させていれば、成績トップも狙えるはずだ。

　すると、マルティナは顔をうつむかせて、なにか言った。

「…………にょよ」

「にょよ？」

「私は……なにょ」

「なんだって？」

　ごにょごにょとはっきりしない。

　俺は耳に手を当てて、マルティナのほうに首をかしげた。

「私は混沌濃度を高くするのが苦手なのっ！」

「えっ、そうなのか？」

「そうなのよ！」

　混沌濃度を高めるのは、基礎と応用の中間ぐらいの難易度で、ちょっと出来る学生なら問題なくこなしている。それだけに、優等生としては恥ずかしい告白だったらしい。

「ふーん、意外だったな」

「なんで意外なのよ。混沌濃度を高めるのって、すごく難しいじゃない」

「いや、俺は自然とできたから」

「いつくらいから？」

「さあ……ずいぶん前からだと思うけど」

「あーら、そうですか。優秀なかたは言うことが違うわね」

「そんなつもりじゃないけど」

　優等生に優秀とか言われるのは嬉うれしいが、俺おれが混沌濃度の制御ができないってことが、ますます言い出しづらくなってきた。

「あんたが実技授業で魔ま法ほう結界を吹き飛ばしたって噂うわさを聞いてから、ただ者じゃないなってわかっていたのよ」

「あっ、あれは……」

　急に嫌な汗が出てきた。

「結界強度を超えて、限界に挑戦するなんて、普通の学生にはなかなかできないわ。ナイスチャレンジ！」

「ま、まあな。能力の限界に……挑んでいることには違いないかな」

　その能力の限界を、どのレベルに置くかは自由だよな。

　俺の場合は、混沌濃度の制御という、メイジの基本にそれを置いているだけで。

「けど、混沌カオスのアレンジは苦手のようね」

「ん、んん……そう、そう、そうなんだよ」

　というか、俺はまだそのレベルに届いてもいない。

「だから、私たち二人が組めば、最強のコンビになれると思うのよ。どう、悪い話じゃないでしょう？」

　美少女うんぬんは差し置いて、そのように説明を受けてみるとマルティナの申し出は俺にとっても魅み力りよく的だった。互いの苦手を補おぎなうということでは、彼女は最良のパートナーと言えるかもしれない。

　彼女の実力は、今日の授業で見せてもらった。最後の詰めは甘かったようだが、さすがは優等生と呼ばれるだけある。

　けれど、この申し出を受けるには、ひとつ大きな問題があった。

「誘ってくれるのは嬉しいんだけど、俺、もう一緒に試験を受ける約束をしちゃってる相手がいるから──」

「嘘うそばっか」

「いきなり否定かよ！」

「強がらなくていいのよ？」

「いや、ホントだから！」

「だって、あんた友達いないじゃない。先生も心配してたわよ？」

「そんな母親みたいな、優しい目で俺を見るなっ！」

　なんだか切なくなってしまった。

「美少女の前で格好つけたい気持ちはわかるけど、素直に現実を認める勇気！　それも大切よ」

　マルティナはぎゅっと拳こぶしを握にぎって力説してくる。

「自分のことを美少女と言い張るというのも、たいした勇気だよな」

「だって、いままで可愛かわいいとしか言われたことないし。それ以外の可能性は考えたことないし」

　こいつ……しれっと言いやがって。

　まあ、俺おれ自身もマルティナの容姿だけを見れば可愛いとは思うが、ここで素直に認めてしまうのはなんか癪しやくだった。

「はいはい、びしょーじょ、びしょーじょ」

　俺にパートナーがいるといったとき、即否定してくれたことに対するささやかな仕返しとして、適当にあしらっていると、マルティナはトトトッと前に回ってきた。

「なによぉ、私が可愛くないって言うの？」

　口をとがらせ、すねた顔をして尋たずねてくる。

「そ、そうとは言ってないだろう」

　はっきり否定できないところが、また悔しい。

　特に、いまのすねた顔はいままでの表情で一番可愛かった。

「でしょ～う？」

　あっ、もう一番可愛い顔から、小憎らしい顔に変化してしまった。

「この前、クレッセン卿きように会ったときだって──」

　その言葉の途中で、マルティナはハッとして口を閉ざした。

　小憎らしい顔が、今度は少し思い詰めたような表情に変化している。

「どうかしたのか？」

「なんでもない」

　マルティナは俺から顔をそらす。

　いまの空気を誤ご魔ま化かそうとしているのは見え見えだったが、マルティナがそうしたいというのなら、俺も詮せん索さくするのはやめる。

　クレッセン卿という名前は、俺も聞いたことがあった。

　この世界には三つの勢力がある。

　俺たちが学ぶ魔ま法ほう大学を含めて、すべてのメイジを統とう括かつする、アカデミー。

　そして、大陸各地を統とう治ちするロードたちによって構成される、二つの大きな勢力。

　そのひとつが、幻想詩連合フアンタジア・ユニオン。

　もうひとつが、大工房同盟フアクトリー・アライアンス。

　クレッセン卿は、大工房同盟に所属する伯はく爵しやくの名だ。

　伯はく爵しやくともなれば、国ひとつを統とう治ちするほどの強い権力を持つロードだ。今度、開催される晩ばん餐さん会かいの主催も、確かそのクレッセン卿きようだったはず。

　マルティナはそんな大人物とも面識があるのだろうか。さすがはメイジの名門出身だな──などと、ぼんやり考えていると、マルティナが途中で足を止めた。

「ちょっと、どこに行くの？」

「どこって寮りように帰るんだけど」

「けど、寮に戻るのと道が違うじゃない」

「俺おれの寮はあっちなんだよ」

　俺たちの暮らす魔ま法ほう都市エーラムは、ほかの都市や国と違い、ロードではなくアカデミーによって統治されている。

　それは、都市の大通りからならば、どこからでも見上げることのできる、アカデミーの象徴ともいえる「大講堂」を見るたびに実感させられる。優ゆう美びな竪たて琴ごとを、その繊せん細さいさを残したまま、天に届くほどに大きくさせたような、この世のものとは思えぬ荘そう厳ごんな建造物。

　そして、そんな大講堂のまわりには、子供たちのメイジの才能を見極めるための魔法学校。俺やマルティナが通っている、メイジの才能を磨みがくための魔法大学。連合や同盟の大使館といった公的施し設せつが建ち並ぶ。

　ここは人が暮らすことだけを目的に造られた都市ではない。

　もちろん、不毛な領地争いを続けるロードたちの砦とりででもない。

　この『混沌カオスの時代』に、秩ちつ序じよを取り戻すための英知が集結する場所。連合にも同盟にも属さない、完全中立の都市。

　俺の生まれた田舎いなかの貧しい村と比べるまでもなく、ほかの大きな都市国家にも比ひ肩けんするもののない美しい町並み。市民の生活レベルも高く、飢うえた子供が街がい路ろに座り込んでいる姿もほとんど見かけることはない。

　ただし、あくまでそれは、メイジやそれに関係する上流階級の人間の目につく表通りに限っての話だった。

「でも、そっちは陰かげ町まちじゃないの」

「…………」

　マルティナの言葉が俺の胸にひっかかる。

　彼女の言った陰町とは、大講堂の姿が大通りに面した建物の陰となってしまうような地区の蔑べつ称しようだ。

　窓を開けて大講堂が見えるなら、そこは一等地。見えなければ陰町。わかりやすい区分だった。

　そんな陰町のさらに奥に行けば、そこにはさほどエーラム以外の都市と変わりのない、貧ひん困こんという腐ふ臭しゆうの混ざった空気が漂ただよっている。いや、それでもここはだいぶマシなほうだろうが……

　当然、エーラムを統とう治ちするアカデミーの一員であり、英知の体たい現げん者しやであるメイジは、そのような地区に立ち入ることはない。

　その見習いである魔ま法ほう大学の学生であっても同様だ。だから、マルティナも戸と惑まどっているのだろう。

「まさか……私があんまり美少女だからって、人ひと気けのないところに連れ込んで、いけないことをしようと思っているんじゃあ……？」

「人気がない？」

　疑いの眼めをこちらに向けるマルティナと俺おれの間を、わんぱくそうな子供たちが、賑にぎやかに笑いながら通り過ぎていった。

　しばしの沈黙。

「ひ、人はいるみたいだけど……」

　マルティナは決まりの悪そうな顔で呟つぶやく。

　当たり前だ。

　人がいなかったら、この路地に立ち並ぶ建物には、誰が住んでいるというんだ。むしろ、人が多くて、建物が密集しているから、こんなふうにごちゃごちゃした路地になるんだ。

「け、けどっ、こんなところに学生寮りようがあるはずないじゃない」

「こんなところとか言うなっ！」

「……っ！」

　俺の言葉にマルティナはビクッと身をすくめた。

　そんな彼女を見て、俺は少し大きな声を出し過ぎたと気づく。

「なによ……そんなに怒らなくてもいいじゃない」

　おそるおそる俺との間合いを計るように、マルティナは文句を言ってくる。

　確かに、普通ならば怒るようなことではない。

　ただ、一言だけ伝えたかった。

「……おまえが『こんなところ』という場所にも住んでいる人はいるんだ」

「まさか、本当にあんたの寮があるっていうの？」

　俺はマルティナの問いかけに答えず、ただ歩き慣れた路地を先に進んだ。

「ちょっ、待ってよ……！」

　そんな俺をマルティナが追いかけてくる。

　てっきり、路地の入口で尻込みするかと思っていたが、意外だった。お嬢じよう様さまのくせに、思ったよりも肝きもが据すわっているのかもしれない。

「本当にこんな──じゃなくて、この地区にあんたの寮があるの？」

「あったらどうだっていうんだよ。ほら、もう着いたぞ」

「え……いや……さすがに、あれは嘘うそでしょう？」

　マルティナは俺おれが指さした建物を見て、顔を引きつらせている。

　路地の突き当たりが、ほんの少し広がっており、そこに俺が生活している学生寮りようの正面玄関があった。

　外壁のレンガは風ふう雨うにさらされボロボロで、まるで一刻も早く母なる大地に帰りたがっているかのよう。正面に四つある窓のうち、三つには乱らん暴ぼうに板が打ち付けられ、みすぼらしさを素す敵てきに演出。窓枠を補強していた鉄てつ釘くぎの赤あか錆さびが雨に流され、レンガの壁にまるで血涙のような戦せん慄りつのデコレーションを施ほどこしている。

「そんなに……ひどいかなぁ？」

　すっかり慣れてしまっていたが、こうして改めてみると、お世せ辞じにも快適な我が家とは言いづらい。良くて幽ゆう霊れい屋敷。一歩間違えれば廃はい墟きよと思われかねない……かも？

「やっぱり言わせてもらうわ。なんで魔ま法ほう大学の学生が、こんなところに住んでいるのよ!?」

　確かに、陰かげ町まちと言われる地区の建物の中でも、俺の学生寮の荒こう廃はいっぷりは群を抜いている。

　カラスや黒猫でさえ、このオンボロ寮に近づこうとはしないくらい。

「でも、中はもうちょいマシだぞ。俺もいろいろ手入れはしたんだけど、素人しろうとじゃあ壁の修理までは無理だったから」

「なんで、魔法大学の学生が寮の手入れなんてことまでしているのよ。誰かにやらせればいいでしょ？」

　マルティナの口調は、俺を責めるかのようだった。

　しかし、それはもっともな話でもある。

　将来、メイジを目指す人材として、自身の才能を磨みがくこと以外に時間を浪ろう費ひするのは罪とも言える。

　なぜならメイジとは混沌カオスに対抗できる、秩ちつ序じよの世界を取り戻すための貴重な存在。

　メイジは個人ではなく、この世界にとっての自分の価値を理解すべきである。そして、メイジ以外の人間にも、メイジの価値を理解させることがアカデミーの目標であった。

「魔法大学の学生が大工仕事だなんて……管理人に文句を言ってやらないと！」

　マルティナは、それを理解しているからこそ憤慨しているのだろう。

　とはいえ、現実問題としてそれは無理な話だ。なぜなら──

「いや、この寮、管理人いないから」

「はえっ、なんで？」

「みんな逃げた」

「逃げたぁ？」

「鬼おに火びが出るって噂うわさが広まったからな」

　マルティナが制御した魔ま法ほうとしてではなく、混沌濃度の高い場所には、鬼火のような超自然現象が発生する。

　そして、そんな場所には、混沌災害も起きやすい。

　俺おれも授業で教わっただけだが、大陸のどこかには「魔ま境きよう」と呼ばれるほど混沌濃度が高い場所があり、そこは別世界を起源とする数多あまたの魔物──混沌投影体カオスプロジエクシヨンが歩き回るほどの危険地帯なのだそうな。

「……そう言えば、確かにちょっとだけ混沌濃度が高いようね」

　さすがは優等生。すぐに気づいたようだ。

　もちろん、ここの混沌濃度は「魔境」ほど高いわけではないが、それでもちょくちょく混沌カオスの影響で妙なことが起きる。

　そもそも、この魔法都市エーラムは、ほかの都市に比べると混沌濃度の高い土地にあった。

　普通、みんなできるだけ混沌濃度の低い土地に住みたがる。高い爵しやく位いのロードが城を構えるような都市なら、なおさらのこと。

　ところが、メイジにとってはそうとは限らない。魔法には混沌が利用されるため、メイジが研究をするには、適度な混沌濃度があったほうが便利なのだ。

　だからこそ、大陸有数の都市であるエーラムが、ほかの都市に比べて混沌濃度の高い土地にあるのである。

「このオンボロ寮りようは、エーラムの中でもとりわけ混沌濃度が高いホットスポットみたいなんだ。そのせいで、いろいろトラブルが起きて……俺が入にゆう寮りようしたとき、一緒に管理人のおばさんが派遣されて来たけど、二週間ももたなかったな」

「でも、トラブルっていっても、この程度の混沌濃度ならたいしたことは起きないはずよ。せいぜい鬼火くらいなものでしょう？」

「魔法を知らない人からすれば、鬼火だって十分怖いだろう」

　鬼火はただの発光現象で、ほとんど無害なものだ。

「ただ怖いからってだけで、学生を置き去りにして職場放ほう棄きするなんて……このくらいの混沌濃度なら平気だって教えてやらなかったの？」

「説明はしたんだけどな」

「まったく、これだから無知な一般人は……」

　マルティナは呆あきれながらも、納得したような顔をしている。

　もちろん、この寮を恐れる人たちを「無知だから」と、それでおしまいにすることはたやすいが、俺は決してそんなことは思わない。

「事実を伝えられなかった、俺が悪いんだよ。正しい混沌の知識を伝えて、みんなの不安を取り除くのだってメイジの仕事だろ？」

「……それはどうかしら。混沌カオスのことを理解できるのはメイジだけよ。だいたい、私はそんなことに貴重な時間を使いたくないわ。アカデミーの研究職を目指しているんだから」

「なるほど、そりゃあ志こころざしが高いな」

　プロント先生のようにエーラムに残って、アカデミーで職に就つくにはかなりの才能が必要だ。マルティナがいくら優等生だといっても、研究職への道は険けわしいはず。

　エーラムに残れなかった魔ま法ほう大学の卒業生は、各地のロードと契約を結び、混沌に対抗するための戦いに赴おもむくことになる──といっても、そうそうメイジが戦うようなことはない。それどころか、爵しやく位いの高いロードと契約できれば、庶しよ民みんには想像もつかない優ゆう雅がな暮らしが待っているだろう。そんな気楽な生活を求めるメイジもいることにはいる。

　けれど、マルティナはそれでは満足しないのだろう。

　良い意味での自信とプライド。そして、メイジの高い理想を持っている。

　アカデミーの理想としているメイジとは、彼女のような者を指すのかもしれない。

　目指す道は少し違うが、そんな彼女を俺おれは少し好きになってきていた。

「どうしたの、そんなにじっと見つめて。あっ、ようやく、私が美少女だって気づいたのかしら？」

　マルティナがニンマリした顔を近づけてきたので、俺は反射的に顔をそらした。

　いや、さっきのは女の子としてではなく、メイジを目指す同じ学生として好感が持てると思っただけ。そのはずだ。

「おまえが美少女かどうかはともかく、試験のことは、先約のある俺のパートナーと話し合ってくれよ。たぶん、寮りようにいると思うから」

　そう言って、俺はオンボロ寮の玄関の戸に手をかけた。

「もっ、この期ごに及んで、まだパートナーがいるって見み栄えを張るわけ？」

「疑うならその目で確かめろ！」

「しかも、こんな幽ゆう霊れい屋敷にあんた以外の学生が住んでいるなんて、とても信じられないわ。そいつ、魔物かなにかなんじゃないの？　それか、あんたの妄もう想そうが生み出した心の中だけのお友達とか……」

「れっきとした人間だ！」

　玄関先で延々と言い争っていてもらちがあかない。

　ちっとも信じてくれないマルティナに腹を立てながら俺が戸を開けると、すぐそこにいま話題に上っていたパートナーがいた。

　文字通り、すぐそこに。

　扉を開けた目の前に、俺たちを待ち構えていたかのように立っていたのだ。

「よ、よお……メノウ、ただいま。こっちは俺と同じプロント先生の授業を受けている、マルティナ──」

　後ろにいるマルティナを紹介しようとした瞬しゆん間かん、メノウは俺おれのネクタイをつかんでぐいっと引き寄せた。

「おいっ、なにを!?」

　そして、空いたほうの手で玄関の戸を素早く閉める。

「え～っと？」

　これはどういうことなんだ？

　俺は驚きで言葉を失い、メノウも沈黙したままだ。

　もっとも、彼女の口数が少ないのはいつものこと。ひどいときには三日くらい喋しやべらないことさえある。別に機き嫌げんが悪いとかではなく、それがメノウの日常態たい度どだった。

　そして、今日のメノウは、いつもと変わりない部屋着代わりの大学の制服姿。自分好みに華やかなアレンジをしているマルティナとは異なり、俺と同様に素のデザインのまま着ている。

　こうして見ると、背はマルティナよりほんのちょっと低め。同世代の女子の中でも、小さいほうだろう。

　凍こおり付くような銀髪は珍しい色だったが、これはメノウの部族の特とく徴ちようらしい。昔のことはあまり話してくれないが、なんでもかなり寒い地方の出身らしく、ちょっと信じられないが冬になると太陽がほとんど空に昇らない日もあるという。そのせいか、メノウの肌の色は透き通るように白い。

















　瞳ひとみは宝ほう玉ぎよくのような、深みのあるブルー。メノウはなにか言いたげな顔をしながら、その神秘的な輝きを秘めた目で、俺おれのことをじっと見上げていた。

　けれども、いくら待ってもメノウから口を開くことはなく──外の大声だけが聞こえてくる。

「ちょっと、なんで閉めるのよ！　開けてよ！」

　マルティナがお嬢じよう様さまとは思えない大声を張り上げながら、扉をバンバン叩たたいている。

　しかし、メノウはその返答だとばかりに、無表情のまま扉の錠じようを下ろした。

「いや、メノウ……外の声、聞こえてる？」

「さっきから聞こえていた。だから閉めた」

　うん、メノウ。その言葉、まったく意味がわからない。

　錠が下りた音に気づいたのか、その直後、マルティナの声がぴたりと止やんだ。

　怒ったか、あきらめたか、それとも……と、思った瞬しゆん間かん、さっきよりもずっと大きな声でマルティナが騒ぎ始めた。

「開けて！　ねぇ、開けてってばぁ!!」

　だんだんその声は切ないものになっていく。

　そりゃあ、この流れで閉め出されたら悲しくもなるだろう。俺はマルティナに同情した。

「おなかすいた。ごはん」

　ところが、メノウはマルティナの声など聞こえていないかのように、俺に食事の準備を催さい促そくしてきた。

　すごい。あの声を聞いても、まったくブレることがない。

　髪の色と同じく、心まで凍こおり付いているのか。

「いやいや、メノウ。一応、あれはお客さんみたいなものだから」

「お客とごはん、どっちが大事？」

「お客だろう」

「お客とメノウは？」

「……そういうことを聞く子は、きらいだ」

　そう言われた途と端たん、メノウは玄関の扉の錠を開ける。

「よし、素直でいい子だ」

「うん、いい子」

　すると、メノウは静から動への急展開を見せて、扉をそれはもう勢いよく開けた。

　家の中から扉は押して開くようになっているわけで、そんなふうにいきなり開けたら──

「ふぎゃっ！」

　扉をバンバン叩たたいて抗こう議ぎしていたマルティナに直撃するのは自明の理。

「これはわざとじゃない」

　メノウは両手を挙げて、首をぷるぷると横に振った。

「おい、マルティナ、大丈夫か？」

「らいよ～ふやないわよ！」

　鼻を押さえて涙目のマルティナ。

　なにを言っているかわからないが、その顔を見れば、大丈夫じゃないと言っているのはすごく伝わってきた。それはもう痛いほど。

「ほら、手をどけてみろ。血は出てないか？」

　俺おれはマルティナの頬ほおに手を当てて、ぶつけたところを診みてやろうとした。

「べ、別にいいふぁよ。だ、大丈夫だから！」

「さっきは大丈夫じゃないって言ってたろ。それに顔も赤いぞ」

「違う……それは……その……」

　よほど盛大にぶつけたのか、真っ赤になっているマルティナの顔をじっとのぞき込んでいたところ、突然、後頭部が強打された。

　その反動で、俺とマルティナの額ひたいがぶつかる。

「うわっ!?」

　あと少しで、マルティナとキスしてしまいそうだった……いや、もしかしたら、ちょっと触れてしまったかも？

　だが、そんなことマルティナに確認するわけにもいかない。

　俺は照れくささを吹き飛ばすため、俺の頭を強打した犯人を怒ど鳴なりつける。

「メノウ!!」

　さっきのはメノウが扉を勢いよく閉めたせいで、俺の頭に当たったのだ。

「これはわざと。けれど、そのあとのことは予定外」

　悪びれる様子もなく、メノウは青い瞳ひとみで俺を見上げている。

　痛む頭を押さえながら、じっとその目をにらみ返してやったが……すぐに俺は根負けしてしまう。

「……わかった。すぐにごはんにするから」

　メノウと一緒にいると、ひな鳥を育てている気分になる。

　これでも俺と同じ魔ま法ほう大学の学生のはずだが、いつも寮りようでごろごろしている引きこもり少女。

　俺は何度も授業に出るように言っているのだが、それはすべて徒と労ろうに終わっている。

　しかも、どういうわけだか、大学側もそんなメノウのぐうたらな生活態たい度どを許可しているらしい。なんでも、特別に在宅授業が組まれているとかなんとか──

　それはさておき、俺おれは胸を張ってマルティナにメノウのことを紹介する。

「マルティナ、このメノウが俺の試験のパートナーだ」

「この子が……？」

　さすがのマルティナもぐうの音ねも出ないようだ。

「どうだ、ちゃんと実在していただろう。なにが魔物だ。なにが妄もう想そうの産物だ」

　俺も思わず、ふんすと鼻息が荒くなってしまう。

「いや、そんなことじゃなくて……この子が、あのメノウなの？」

　マルティナは物珍しそうに、メノウをしげしげと見つめている。

「メノウのこと知ってるのか？」

「ええ、話にだけは聞いたことがある──幻の優等生よ。キャンパスで見たことがないから、てっきりただの噂うわさだと思ってたけど」

「ほら、メノウ。引きこもってるから、こんなことを言われるんだぞ……って、こいつが優等生だって？」

　いったいマルティナはなにを言っているんだ？

「混沌カオスの発散にかけては、もう一人前のメイジレベルの腕だって聞いたことがあるけど、なんでこんなオンボロ寮りように……ああ、そうか。なるほどね。わざと混沌濃度の高いところに暮らして、実地練習をしているというわけね」

「一人で盛り上がってるところ悪いが、話が見えないんだけど。こいつは、ずっと授業にも出ないで引きこもっているだけだぞ？」

「彼女が授業が免めん除じよされるほど優秀ってことよ」

「そんな学生がいるはずないだろ！」

「だから、幻だって言われてるのよ。まさかこんなところにいたとはね……驚いたわ」

　これまでとは違う表情を見せるマルティナ。

　自信満々だったり、情けない顔をしたりと、いろいろ多た彩さいな顔を見せる彼女だったが、メノウを見つめる真剣な目は、それとはまた別人のよう。

　同じ優等生として、メノウにライバル心を燃やしているのか？

「それに、さすがは幻の優等生。私よりも先に、ビンスの才能に気づいていたとは……ぼんやりした顔で、したたかなところもあるじゃない。でも、そうやってあらゆる手を尽くすのは嫌いじゃないわ。それだけ本気だってことですものね」

　おう、なんか語り始めたぞ。

　しかし、マルティナ。よく相手を見てみろ。

「ねえ、ビンス。ごはん」

　メノウはマルティナのことなど眼がん中ちゆうにない。

　そのあまりのスルーっぷりに、マルティナも怒るより戸と惑まどっていた。

「ねえ……ホントにあんた、メノウなのよね？」

「ビンス、ごはん」

　メノウはブレることなく、マルティナを無視している。ある意味、すごいな。

　なんだか、俺おれのほうがいたたまれなくなってきた。

　そして、無視された当人のマルティナは……うわっ、なんか目が潤うるんでる。

「……うう～っ」

　こらっ、そんな助けを求めるような顔で俺を見ないでくれ。

　さっきまでのライバル心を燃やしていた目はどこ行った？

　同情はするが、メノウはいつもこんな感じのマイペースなんだ。決して、おまえを無視しているとか、ライバルとして眼がん中ちゆうにないとかではないんだと思うぞ。

　だが、あまりにマルティナがかわいそうだったので、俺は精一杯の気き遣づかいで声をかけてやる。

「良かったら、おまえも食べていくか？」

「う、うん……食べる」

　こくりと小さくうなずくマルティナ。

　なんだか世話が焼ける子供が、二人になった気分だった。



　　　　◆◇◆



「まさかとは思ったけど、料理まで自分で作ってるなんて」

　これについては、マルティナが驚くのも無理はなかった。

　エーラムでは、料理を作るコックは技術職のひとつだ。

　もちろん、多くの市民は自じ炊すいをしているが、かなり簡単な食事に限られる。せいぜい、パンになにかを挟むとか、乾かん物ぶつを戻した塩スープくらいが関の山。

　本当に料理と呼べるものは、コックに任されるものだ。

「学生がそんなことするなんて時間の無駄よ。メイジの才能の浪ろう費ひよ」

　オンボロ寮りようのキッチンで料理をする俺の後ろに、マルティナはずっとつきっきりだった。

　さっき泣きそうな顔をしていたのを誤ご魔ま化かすかのように、やたらとやいやい言ってくる。

「これは俺の趣しゆ味みみたいなものなんだよ」

「料理が趣味なんて聞いたこともない。だいたい、メイジが趣味とか、好きこのんで時間を無駄にするなんておかしいわよ」

「いや、それは言い過ぎだろ。魔ま法ほう大学でも身体を鍛きたえることはいいことだって、スポーツ同好会がいくつもあるだろ」

「ふん、身体を鍛きたえたり、剣技を習ったりなんて、あんなのはロードと契約するしか将来のないような二流のメイジのすることよ。研究職を目指している私からすれば無駄としか思えないわね」

「料理するのは無駄じゃないぞ。こうして毎日、役立ってる」

「屁へ理り屈くつばっかり。だいたい、料理なんて誰から教わったのよ。そんなことをしてるメイジなんか見たことない」

「ほとんど、こいつで独どく学がくだな」

　俺おれは煙に燻いぶされないように、密閉された戸棚にしまわれた一冊の本を取り出して、マルティナに渡した。

「なにこれ……薬かなにかの調合法？」

「著者が大陸の各地を巡って、その土地の料理レシピを収集した本だよ。珍しいだろ」

「呆あきれた。そんな本があるだなんて」

　マルティナはぺらりぺらりとページをめくって、そこに記されているレシピを読んでいる。

「でも、それって魔ま法ほう大学図書館の蔵ぞう書しよだぞ」

「ええっ？」

「学生への貸し出しはなかなか許可が下りなくて大変だったんだけどな」

「まあ、こんな本を借りる人はいないでしょうから、審査も甘いのかもね。それにしても、アカデミーはいったいなにを思ってこんな変な本を図書館の蔵書に加えたのかしら？」

「おい、本の価値を決められるのは、読んだ人だけだぞ」

「そ、それは正論だけど、あんたはこの本に価値があるというの？」

「その本があれば、誰でもどこでもこの大陸各地の料理が再現できる。場所も時間も離れた人に、英知を伝える……それこそが、本の役目だろ」

「料理レシピに英知なんて言葉を使って欲しくないわね。英知というのは、メイジが研けん鑽さんする混沌カオスや魔法に関する知識のことをいうのよ」

「魔法もレシピも同じだよ」

「全然違うわよ」

「両方とも人を幸せにするためのものじゃないか」

「うっ……そんなのは詭き弁べんよ。だいたい、料理なんて誰にでもできるじゃな──」



「ビンスの邪じや魔まをしないで」



　俺とマルティナが論争を繰り広げていると、そこにメノウが割って入ってきた。文字通り、ぐいぐいっと二人の間に割り込んできたのだ。

「じゃ、邪じや魔まなんかしてないわよ」

「邪魔してる。ビンスに話しかけてる」

　さっきまでマルティナを無視し続けていたメノウだったが、今度はやけにつっかかる。

「悪かったわね。そんなにおなかが減ってるなら自分で作ったら？」

「私には無理。あなたにも無理」

「はんっ、私は料理くらい──」

「きっと無理。かなり無理。絶対無理」

　相変わらず表情からは感情が読めないが、もしかするとメノウは怒っているのか？

　よく見ると、ほんの少しだけ頬ほおが膨ふくれているような。いつもマイペースで無表情のメノウにしては、かなり珍しい……というか、初めて見た。

　けれど、普段の仏ぶつ頂ちよう面づらよりも、こっちのほうがなんだか可愛かわいい気がする。

「なに、ビンス？」

「あ、いや……別に……」

　あまりメノウのことをしげしげと見つめ過ぎた。

　俺おれは誤ご魔ま化かすように目をそらす。

「なに、なに？　ビンス？」

　ところが、メノウは俺を見上げながらぐいぐいと顔を寄せて、何度も尋たずねてくる。

「こら、そんなに近づくな。でないと──」

　胸が当たってるじゃないか。

「でないと、なに？」

　いつもは置物みたいに静かなのに、今日のメノウはやけにしつこい。

　一方、マルティナのほうは口をへの字にして、険けわしい顔つきでレシピ本を読んでいる。

　俺はメノウの追つい及きゆうをかわすため、マルティナのほうに話を振った。

「なにやってるんだ、マルティナ？」

「…………なによこんなの。基礎教養で習った薬の調合と同じじゃない」

　俺の問いかけを無視して、マルティナは本を片手にブツブツと呟つぶやきながら、脇に置かれていた食材を吟ぎん味みし始めた。

　まさか、メノウに挑ちよう発はつされたからって、本当に料理を始めるつもりなのか。

　なんて負けず嫌いなやつ。

「えーと、この料理なら材料も揃そろっているし、作り方もだいたいわかるわ……」

　ただ、最初は俺もハラハラして見ていたが、意外とマルティナの調理する姿はさまになってる。

「料理は初めてなんだよな？」

「実家でコックたちの仕事を見た記憶があるから」

「記憶だけでできちゃうのか」

「真ま似ねするくらい簡単でしょ。あとは、この本の説明どおりにやっていけばいいだけ。図解が贅ぜい沢たくに使われているから助かるわね」

　マルティナはレシピ本の解説に従って正確に作業を進めている。もっとも、その姿は調理というよりは、授業の実験をしているかのよう。

　しばらく様子を見ていたが、俺おれはちょっと思うところがあって、メインを作るマルティナの隣に立ってスープの調理を始める。

「なによ、邪じや魔まねぇ」

「ここは俺のキッチンだぞ」

「あらそう。だったら、バターを取ってもらえる？」

「はいはい」

　俺は紙に包まれたバターを手渡す。

「ありがと。あ、その包丁、こっちに吊つるしておこうか。もう使わないでしょう？」

「おお、悪いな」

　さほど広くないキッチンなので、二人で調理するのは動きづらくもあるが、こうして協力し合うのは、なんだか悪くない気分だった。

　授業での実技は共同作業でも、結局は自分の成績のため。

　だが、料理は相手に喜んでもらうため。互いにそう思っているからこそ、授業とは違って距離が近くなるような気がした。

　すると、これまで手持ち無ぶ沙さ汰たにウロウロしていたメノウが話しかけてきた。

「ビンス、私も手伝う」

「いや、手は足りてるから。メノウは楽しみに待ってな」

「う……うん」

　メノウは未み練れんがありそうにモジモジとしていたが、やがて俺から離れると、キッチンにある食卓の定位置について、じっと俺たちのほうを見つめ続けている。

　なんだか、背中に感じるメノウの視線が痛い。

　そんなに腹が減っているのか？



　　　　◆◇◆



「さあ、ご覧なさい。これでも私に料理が無理だというのかしら？」

　意気揚々とマルティナが焼き窯がまから運んできたのは、熱々になった土鍋である。

　中には野菜と挽ひき肉にく。一番上にはピューレにしたイモが敷しき詰められ、それを鍋ごと焼いたものだ。

「うちのコックが作っていた、キャセロールという料理よ」

　表面のイモがこんがりきつね色に焼け、その隙すき間まからじゅくじゅくと中の挽ひき肉にくの肉汁があふれ出している。ほどよく焦げた香ばしさと、イモの甘みのある香りが渾こん然ぜんとなり、熱々の見た目と相まって食欲をそそる。

「これはお見事……」

「正しい材料を使い、決められた分量を守り、そして指定された調理をするだけで、誰だってこのくらいできるわよ」

　いや、普通はできないだろう。

　俺おれだって自じ炊すいに慣れるまでにはかなり苦労させられたのだ。

「大切なのは味」

　メノウは少しも遠えん慮りよすることなく、木のスプーンをキャセロールに大胆に刺すと、ざくざく切り分け、自分の皿にこんもり盛った。

「こんな簡単な調合、私が間違うはずないでしょ？」

　自信満々のマルティナが見ている前で、メノウが一口食べる。

「どうかしら？」

「まずい」

　スプーンをくわえたまま、メノウは無表情で呟つぶやく。

「そ、そんなはずないでしょう。うちのコックの自慢料理で、私の好物なのよ」

「じゃあ、調理が悪い」

「それはもっとあり得ないから！」

　マルティナはムキになって否定する。

「俺もいただこうか」

　自分のスプーンでメノウの皿から一口取って、食べてみた。

「う、う～ん」

　なんとも微妙な味だ。肉のうまみ、野菜の甘みの中に、ほんのりと漂ただようヨーグルトのような酸味がすべてを台無しにしている。

「なによ、あんたたち味覚がおかしいんじゃないの？」

　そう言ってマルティナも味見をしてみるのだが、すぐに顔をしかめた。

「どうして、こんな……」

「やっぱり無理だった」

　メノウはスプーンを皿に置く。

「違うわ。これは材料が悪かったのよ！」

「いや、そうじゃないな」

「じゃあ、なに？　私が失敗したっていうの!?」

「そうとも言えるけど、これはしかたないかもしれない」

「どういうことよ？」

「たぶん、これは混沌カオスの影響だよ。料理の組そ成せいが変化してしまったんだ」

「ええっ、まさかっ!?」

　マルティナは驚いているが、これはコックの間では割と知られていることだと、愛読書のレシピ本には書いてあった。

　味というのは、様々な要素が複雑に絡み合う繊せん細さいな現象だ。

　混沌がわずかに影響を与えても、このように微妙な味の変化を生む。おそらく、食材のどれかが発はつ酵こうしてしまったのだろう。

　混沌濃度の低い土地なら問題にならないだろうが、ここは混沌濃度の高いエーラム。しかも、そんな土地でもとりわけ混沌濃度の高いオンボロ寮りようのキッチンである。

　細心の注意を払わないと、混沌がどんなイタズラをするかわかったものではない。

「だから、俺おれはなるべく頻ひん繁ぱんに味見のできる料理を作るようにしてる。窯かまで長時間焼くキャセロールは、完成まで味見できないから難しいんだよ」

「こんな形での混沌災害もあるなんて……うちのコックも気を遣っていたのかしら」

「だから、コックは技術職なんだ。最悪、混沌のせいで料理の組成が有毒に変化することさえあるんだから、そんな料理を主人に出せないだろ？」

　これで少しはコックという仕事に敬意を払うようになってくれただろうか。

　確かにメイジは偉大な存在だ。だが、メイジ以外にも、混沌と戦っている人たちもいるのだ。

　そんなわけで、この料理の失敗は完全に不運な事故だった。

　落ち込んだ顔をしているマルティナの顔を見ていると、俺も事前に注意しておいてやれば良かったと反省させられる。

「まあ、災害というほどひどい味じゃないさ」

　俺がマルティナを慰なぐさめていると、そんな空気を読まないメノウがせっついてくる。

「ビンスの料理が食べたい」

「わかった、わかった」

　俺の料理は、根こん菜さいの簡単なスープ。

　ちょっと変わっているのは、ビーツと呼ばれる赤い根菜を使用しているところ。寒冷地で栽さい培ばいされている根菜で、このあたりではちょっと珍しい。大陸中の人間と商材が集まるエーラムだからこそ手に入る代物だった。

「……これ、食べられるの？」

　目の前に置かれたスープ皿を見て、マルティナは顔をしかめている。

　だが、俺はマルティナの感想に気を悪くするようなことはなかった。

「まあ、見た目はインパクトあるよな」

　実は、俺おれも初めて見たときは、マルティナと同じ感想だった。

　このビーツという根こん菜さいは、とにかく赤いのだ。皮だけでなく、中身まで真っ赤っか。

　その色はスープにまで移り、毒々しいと表現したくなるほど真っ赤に染めている。

「ビンス、おいしい」

　メノウは規則正しい動作で、スープを口に運んでいる。

　そんな姿を見て、マルティナもおそるおそるといった表情で真っ赤なスープをスプーンですくい取り、一口飲んだ。

　その途と端たん、驚いたようにぱっと目を見開く。

「あれっ、おいしい！」

「おっ、そうか？」

　自分の作った料理が褒ほめられると、思わず顔がほころんでしまう。

「見た目より味は濃くないのね。すごい優しい味。気に入ったわ」

　マルティナもメノウのように、続けてスプーンを口に運ぶ。

　すると、メノウは食事の手を止めて、じっとマルティナを見つめて手を伸ばした。

「えっ、なに？」

「おかわりは？」

「あ、ありがとう。でも、まだ残ってるから」

　メノウからの意外な言葉に、マルティナは戸と惑まどった顔をしている。

「そう」

　メノウは伸ばした手を戻すが、それからもじっとマルティナの食事の様子を見つめている。

「ねえ……なんで、あんなに見ているのかしら？」

　たまらずマルティナは俺にこっそり尋たずねてきた。

「その料理、メノウが住んでいた地方の料理なんだよ。だから、それをおまえがおいしいって言ってくれて、喜んでいるんじゃないのかな」

　まあ、俺にもメノウの表情は読めないのだが、たぶんそうだろう。自分の料理や、自国の料理が褒められて、うれしくないはずがない。

「へえ、このスープ、メノウの地元の料理なんだ」

「レシピは本に載っていたんだけど、その赤い根菜がなかなか手に入らなくて苦労させられたよ。食用じゃなくて、染料として使われていたのをたまたま見つけて、わけてもらえるようになったんだ」

「でも、なんでわざわざそんな苦労までして作ろうとしたの？　そりゃあ、おいしいことはおいしいけど」

「メノウが好きなんじゃないかと思ってさ」

　俺おれとメノウが初めて会った頃、彼女はいま以上に無感情で無口だった。

　嫌われているのかとも思ったが、なんとかそんなメノウを喜ばせたくて、俺は彼女の出身地の料理を作ってやろうと思ったのだった。

「ふ～ん、あの子のためねぇ」

　マルティナはなにか言いたげな顔をしながら、俺を横目で見た。

「このスープのおかげで、メノウとは仲良くなれたと思っているよ。これだって、おまえが馬鹿にしたレシピ本のおかげさ。少なくとも、俺とメノウにとっては、あの本の知識は価値があったってわけだ」

「だ～か～ら、あの本のことを悪く言ったのは謝るわよ。あんたの料理の趣しゆ味みも認めるわ」

　マルティナはむくれた顔でスープを口に運ぶ。

「おかわりは？」

　すかさずメノウが手を伸ばした。

「だから、ちょっと待ってってば！」

　まだマルティナは半分も食べ終わっていない。

「うん、待つ」

　メノウは手を戻して、また待機の姿し勢せいに戻った。

　おそらく、マルティナはメノウに気に入られたのだろう。

　その証しよう拠こに食卓の空気から、さっきまでの刺とげ々とげしさがなくなっていた。

　いまは野菜たっぷりの甘いスープの香りに満たされた、穏やかで柔らかな空気。

　たとえ交わされる言葉は少なくとも、一緒に食事をするだけで、互いの距離を近づけてくれる。そんな優しい時間だった。

「おかわりは？」

「もうちょっと待ってて！」

　もっとも、メノウに見つめられ、おかわりのプレッシャーをかけられているマルティナのほうは大変そうだったが……



　　　　◆◇◆



　メノウはマルティナが三杯目のスープを飲み干したところで、ようやくおかわりを勧すすめるのを一段落させた。そして、今度は自分の食事に忙しい。規則正しい動きで、音をさせることなく、スープを口に運んでいる。

　すっかり満腹になった様子のマルティナが、そんなメノウに尋たずねる。

「あんた、ビンスをパートナーに選んだっていうのは本当なの？」

「本当」

　メノウは無心にスープを飲みながら、こくりとうなずく。

　そういえばマルティナがオンボロ寮りように来たのは、実技試験のパートナー選びのためだった。すっかり忘れていた。

　それにしても、どうしてマルティナは、そこまで今度の試験にこだわるんだ？

　研究職を目指すのなら、成績優秀であるのにこしたことはないが……それにしても焦あせり過ぎのような。

　そんなことを考えている間にも、マルティナとメノウの会話は続いていた。

「やっぱりビンスの才能を見抜いたから？」

「ううん、ビンスが好きだから」

「ええっ!?」

　メノウの言葉にマルティナは顔を赤らめた。

　そして、俺おれとメノウを見比べる。

「えっ、ええっ、まさか一緒に暮らしているって、そういう関係だったからなの？」

　見ていて面白いほどに取り乱しているが、俺とメノウの間に、マルティナが想像しているようなことはない。

「『好き』っていっても、おまえの思っているような意味じゃないぞ。ひな鳥が親鳥を好きだってのと変わりないから」

　俺はマルティナに説明してやる。

「まあ、いわゆる餌え付づけというやつだな」

　でなければ、あんなに「好きだ」とか、あっけらかんと言うはずがない。

「ビンス、好き。本当に、好き」

　そう言いながらも、メノウはスープをすくう手を止めないので、説得力はゼロだった。

「はいはい、ありがとう」

「なんだ、そういう『好き』ね。びっくりしちゃった」

「変な想像するなよ」

　マルティナの誤解を解いたところに、メノウが爆弾を投げ込んできた。

「……でも、ビンスはほかに好きな人がいる」

「馬鹿っ、その話は！」

　俺はあわててメノウの口を押さえようとしたが、もう遅かった。

「へえっ、誰っ、誰なのっ？」

　メノウの爆弾を受け取ったマルティナは、目をキラキラ輝かせてこちらを見ている。

　なんで女子というのは、こういう話が大好きなのか。

「でも、あんたが女子と接点あるわけないし……」

「さらっと失礼なことを言うな」

　そして、残ざん酷こくな真実を言うな。

「わかった。プロント先生でしょう」

「どうしてそうなる」

　確かにプロント先生は好きだが、それは敬愛するという意味での好きである。もちろん、美人だと思っているけどな。

「プロント先生、胸が大きいものねぇ～」

「なぜ、先生のたくさんある美点から、それにしぼる！」

　俺おれの品性が疑われる。

「胸、大きいものね～」

　俺の抗こう議ぎを無視して、マルティナはもう一度、同じ言葉を独り言のように繰り返す。

　なんかスプーンを握にぎる手にやたらと力が入って、目線はどこか虚こ空くうを向いている。なにかよからぬスイッチが入ってしまったかのようだ。

　ふと見ると、マルティナの胸は……ああ、なるほど。そういうことか。

「なに納得した顔をしてるのよ！」

　たったいままでトリップしていたくせに、獣のような勘かんの鋭さ。

　いや、別に真っ平らだとか思ってたりはしてないぞ。

　心でそう思いながら、俺は両手をあげて首を左右に振る。

「それで誰なのよ……好きな人って？」

　マルティナの目は殺気に満ちていた。それは、世界すべてを敵に回しているかのような目つき。

　俺は蛇へびににらまれたカエルのように、目をそらすことができない。

　不用意にも、再びその真っ平らな胸に視線を移せば、即座に殺されそうな勢いだ。

「メノウが言ってるのは、俺が小さい頃の話だよ。顔も覚えていないけど、俺が危ないときに助けてくれた恩人の女性がいたんだ──」

「ビンスはいまでもその人が好き」

　メノウが口を挟む。

「いや、好きというか……まあ、憧れはしているよ。すごい格好良かったし」

「ふ～ん」

　せっかく俺が照れくさい初恋の話をしてやっているのに、マルティナのほうはメノウのほうをじっと見つめていた。

　そして、ふと思いついたように言った。

「ねえ、だったらさぁ、もしもビンスが私のことを好きになったりしたら、パートナーはあきらめてくれるの？」

　その問いかけに、メノウは目をパチパチとさせてから答えた。

「ビンスがそうしたいのなら」

「なるほどね」

　マルティナはメノウの返事に満足げにうなずく。

「ちょっ、待て。それって、どういう意味──」

「どういう意味もなにも、そういう意味よ。んふっ」

　横目でこちらを見ながら、マルティナはにんまりと笑う。

　そんなマルティナの表情を見て、俺おれは嫌な予感しかしなかった。

















「うにゃ」

「うみゅ」



　えーと、我が学生寮りように、猫より怠たい惰だな生き物が二人住み着くようになった。

　信じられないことに、それは名高きエーラム魔ま法ほう大学、赤の教養学部にて優等生と呼ばれる種類の生き物である。

「なーんか目が覚めないわー。あつーいお茶飲みたいわー」

　朝、寮で二番目に広い部屋であるリビングの大きなソファーで、マルティナとメノウの二人がぐんにょりとしている。いくら大きいとはいえ、二人で寝転がろうとすれば窮きゆう屈くつそう。それなのに、なぜか二人はソファーから離れず、狭いカゴの中で昼寝を満まん喫きつする猫たちのように器用な姿し勢せいで絡み合っている。

　マルティナのパジャマは、髪の色に合わせたピンク色。レースの飾りがついて、いかにも女の子っぽいのだが……いまのマルティナの姿勢では裾すそが無む防ぼう備びにめくれあがり、へそが丸出しだ。

　メノウはシーツに穴を開けて、そのまま頭に通したかのようなシンプルなパジャマ。マルティナと絡み合っているうちに、こちらも裾がめくれて、太ももまで露あらわになりかなりきわどい状態になっていた。

















「どきどきする？」

　俺おれの視線に気づいたメノウが、上目遣いに問いかける。

「しないよ」

　しかし、俺は素っ気なく返事をするだけ。

　これは照れ隠しではなく、本当のこと。

　いや、最初はドキドキしたよ。正直な話。

　だが、毎朝、この調子では嫌でも慣れてくるし、新鮮味もなくなってくる。

　だいたいアレだろう。

　マルティナが初めてオンボロ寮りようにやってきたときに言い残していった、意味深な言葉。



『もしもビンスが私のことを好きになったりしたら』



　あれを聞いたら、てっきりマルティナが俺のことを誘ゆう惑わくするような展開になると予想するだろうが。

　それなのに、なんでいま俺は寝起きの悪い娘の世話をする主しゆ夫ふのようなことをやっているのやら。

「おい、また自分の寮に帰らなかったのか？」

「寮には実家に戻ってるって言ってあるから、だいじょーぶ」

「別におまえのことを心配しているんじゃなくて、嫌いや味みで言ったんだよ」

　と言いつつ、マルティナの要望を予想して、すでに熱いお茶のカップを持っている、俺。

　しかもこのカップは、いつの間にかキッチンに置かれていたマルティナ専用のマイカップだ。

「だって、ここ落ち着くんだものー」

　当然のような顔をして、マルティナは俺の手からカップを受け取る。

　カップを口に運ぼうとするマルティナの邪じや魔まにならないように、メノウがもぞもぞと移動する。意地でも立ち上がらないぞといった信念でもあるのか、ソファーにうつぶせになったまま床に手を伸ばして、無む理り矢や理り、マルティナとの位置を変えようとするものだから──

「メノウ、見えてるぞ！」

　あんなダボダボのパジャマでアクロバティックな姿し勢せいをするから、いろいろ丸見えである。主に尻が。

「どきどきする？」

「しないよ」

　ソファーから床に手をついた姿勢でメノウが問いかけるが、俺は同じ返事をした。

　いまメノウの中で、この台詞せりふがマイブームらしい。

　元々、これはマルティナの台詞で、メノウはそれを真ま似ねしているだけだ。

　最初の頃、マルティナもいろいろ俺おれにちょっかいを出してきた。

　髪を下ろして、普段とは違う雰ふん囲い気きを演出してみたり。

　無む防ぼう備びなパジャマ姿を披ひ露ろうして、教室での優等生な自分とのギャップを狙ってみたり。

　後ろから近づいて耳に息を吹きかけ、不意に物理的距離を詰めてみたり……

　いや、確かに誘ゆう惑わく方法としては正しいかもしれない。

　けど、マルティナは自分のしている誘惑のコンセプトをいちいち説明してから、そのたびに「どきどきする？」と俺に尋たずねてくるのである。

　それでは、ジョークのオチを説明されているようなもので、ちっともどきどきなんてしない。

　そんなふうに俺の反応が悪いせいで、そのうちマルティナはちょっかいを出すのをやめてしまった。



　そう──マルティナは飽きてしまったのだ。



　当初は俺をパートナーにするため、このオンボロ寮りように通っていたはずなのに、いつの間にかマルティナはくつろぐことが目的で、ここに居着くようになってしまっていた。

　まあ、それは別にいい。部屋だって余っている。

　だが、おかげでメノウが悪い影響を受けて、妙なことを言い出すようになるのは困りものだ。

「おまえさ、俺が言うのも変だけど、俺を誘惑するとかそんなつもりで来てるんじゃないのか？」

「なーに、誘惑されたいわけ。このすけべ」

「そうじゃないっ！」

「私がいろいろ研究して、実践してみたのに、あんたがちっとも誘惑されないのがいけないんじゃない」

「研究って、授業の実験じゃないんだぞ？」

「だって、人に好きになってもらう方法ってよくわからないんだもの。いままで、好きになってもらったことは何度もあったけど、それは向こうが勝手にそう思ってるだけで、私からなにかしたつもりはないのよね」

「おーおー、すごい上から目線だな」

　確かに家いえ柄がら良し、成績良し、容姿も良しのマルティナだったら、これまで男子に告白されるくらいの経験はあるだろう。俺だって、ああもあからさまに「誘惑する」的な発言をされなければ心動かされたかもしれない。

　だが、このネタバレされた状態では、いくらなんだって冷めてしまう。

「ねえ、メノウ。私にビンスを譲ゆずってよ～」

　マルティナはすっかりだらけきった態たい度どで、メノウのむき出しの背中を指でクリクリといじっている。

「だめ。ビンスは、マルティナにどきどきしてない」

　相変わらずの無表情でメノウは返す。生活態度はマルティナに毒されつつあるが、感情を表に出さないのはあまり変わらない。

「きびしーわねー」

「あと、そこさわらないで」

「さびしーわねー」

　そう言われても、マルティナはメノウをいじるのをやめない。

　その姿は猫の毛づくろいでもしているかのよう。

「すっかりだらけてるけど、おまえ試験でいい成績を取りたいんじゃなかったのかよ」

　初対面の印象は、もっとメイジの理想に貪どん欲よくな感じだったが、どうしたのやら。

　すると、マルティナはメノウをいじる手を止めて、少しだけトーンを落とした口調で答えた。

「もちろんよ。私はアカデミーの研究職を目指してるんだから。誰がロードと契約なんて……」

　マルティナがロードを嫌う理由は、彼らの中に『混沌カオスの時代』を終わらせるという大たい義ぎを見失い、領地での勢力争いに明け暮れるものも少なからずいるからだろう。そんなロードたちは、メイジを戦争の道具としか見ていない。

　もちろん、メイジは砦とりでひとつにも匹敵する貴重で高価な道具であり、大切にはされるだろう。平民出身のメイジにとっては、夢のような貴き族ぞくの生活が待っているはずだ。

　だが、混沌に抗あらがうという崇すう高こうな目的にすべてを捧ささげようとしたメイジにとって、そこは本当の居場所と言えるのだろうか？

「もしかして、おまえが研究職にこだわるのって、ロードと契約したくないからなのか？」

「ええ、そうよ」

「でも、ロードだっていろいろいるだろう」

「そう、いろいろいるのよ。悪い意味でね！」

　マルティナの口ぶりには、誰か特定のロードを指しているようなニュアンスがあった。

「なんか名門のお嬢じよう様さまは、いろいろ大変そうだな」

　彼女ほどの優等生となれば、学生のうちからでもロードから注目されているのだろう。今度、エーラムで開かれるクレッセン卿きようが主催する晩ばん餐さん会かいも、そういった注目の学生と交流を深める意味合いが大きい。

　優秀なメイジとの契約は、ロード同士の勢力図を塗り替えることにもつながる。

　ロードがわざわざエーラムにまで足を運ぶ価値は十分にあるわけだ。

　メイジのほうだって、どうせ契約するのなら、条件の良いい、爵しやく位いの高いロードのほうが将来安あん泰たいだ。晩ばん餐さん会かいというのは、そんな互いを値踏みしあうような場でもあるわけだ。

「そーだ、ビンス。私がここにいちゃ駄だ目めっていうのなら『私が寮りように帰るからパートナーになれ』っていうのはどうかな？」

　マルティナはカップに口を当てて、顔をうつむかせたまま問いかけた。

　結んでいない長い髪がはらりと落ちて、その横顔を隠す。

「駄目だな」

「駄目って……」

　小さな間を置いて、マルティナは言葉を続ける。

「どっちの……意味？」

「おまえがここにいたいのなら、別にいたっていいよ。だから、その取引も駄目ってことだ」

　当たり前のことじゃないか。

　俺おれは心の中でそう付け加える。

「ん……そう。そっか。それならいいのよ。うん、いいの」

　マルティナはしばらくカップの中を見つめていたかと思うと、急にそれを俺に押しつけ、今度は両手でメノウの髪をいじり始めた。

「ぬ～、髪もだめ……」

「いいじゃない。メノウの髪、銀色できれいなんだもん」

「私は普通の色が好き」

「そんなことないって。こっちのほうが素す敵てきだよ」

「だめ、さわらないで」

「ん～、さらさらだぁ～」

　身もだえするメノウを両足で挟んで、マルティナはその髪にほおずりをしている。

　まあ、悪影響もあるようだが、メノウに新しい友達ができたことはいいことだろう。

　口では嫌がっているのに、メノウが頑がんとしてソファーから動こうとしないのを見れば、彼女がマルティナを嫌っていないのはすぐにわかる。

「じゃあ、俺は朝飯を作るから、マルティナもメノウいじりはほどほどにしておけよ」

　料理は二人分作るのも、三人分作るのも同じこと。

　だが、三人で囲む食卓は、二人だけよりもずっと美お味いしく感じられるものだ。
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「ビンス、どこにいるの～？」

「ここだ、ここ」

　廊ろう下かからマルティナの声が聞こえてきたので返事をしてやる。

「なにしてるの、こんなところで」

　マルティナが部屋の入口からのぞき込んで、怪け訝げんそうな顔をしている。

　中に入ってこないのは、もうもうと部屋に立ちこめるホコリのせいだろう。

「いまようやく窓の板を外したところだ。すぐ換気できると思う」

　俺おれは窓を全開にして、外気を取り入れる。

　気持ちの良いい風が入ってきて、よどんでいた空気と入れ替わるのが感じられた。

「そうじゃなくて……この部屋、なんなの？」

「昔の食堂だよ。この寮りように学生がいっぱいいたときは、この部屋で食事をしていたみたいだ。いまは俺たちだけだから、キッチンのテーブルで間に合っているけど」

　朝、マルティナとメノウがいつもぐんにょりしているリビングよりも広い部屋なのだが、しばらく使われていなかったせいでホコリが積もって、ひどい有あり様さまである。

「どうしていきなり掃除なんかしてるわけ？」

「どうしてって、大学が休みだから……」

「だから、どうしてせっかくの休日なのに、こんなことしているか聞いているの」

「丸一日あれば、なんとかここを使えるようにできるだろ」

　ホコリはすごいが、部屋自体はそこまで荒れていない。食事用の大きなテーブルもがたついてはいるが、ちょっと補修すれば十分に使えそうだ。

「こんな広い部屋、なにに使うっていうの？」

「そんなに広くないよ。むしろ、ここが狭いと思うくらい集まってくれるといいんだけどな」

「集まる……？」

　ホコリを嫌ってか、ハンカチで口元を押さえながらマルティナが部屋に入って来ると、床に置かれた木箱に注目した。

「ん……これなに？」

「それは古くなった石せき盤ばん。魔ま法ほう学校から分けてもらったんだ」

　木箱には石盤が十枚ほど入っている。

「あー、懐なつかしいわね。小さい頃、書き取りで使ってたっけ」

　石盤とは、黒い石の板で、そこに蝋ろう石せきで文字を書くという勉強道具だ。

　蝋石で書いた文字は、布で何度でも消せるため、書き方を学ぶ授業で使われていた。

　ただ、ここにあるのはかなり使い込まれて、細かな傷だらけになっていたり、ひびが入ってしまっているものだ。こうなると書いた文字が消しづらくなってしまうため、魔ま法ほう学校では処分してしまうのだ。

　だが、字は消しづらいが、それさえ我が慢まんすればまだまだ使えるもの。

「こんなもの集めてどうするつもり？」

「ここで読み書きを教える教室を開けないかなってさ」

「どういうこと？」

「このへんに住んでる人たちは、子供たちに学校へ通わせるような余裕がないんだ。だったら、せっかく部屋も余っているし、こうして古い道具も分けてもらえたんだから、ここにただで読み書きを学べる教室を開くんだ」

「呆あきれた……まさか、それもあんたの趣しゆ味みだっていうつもりなの」

「趣味といえば趣味……野望への第一歩といえば、その一歩」

「なによそれ？」

「けど、こんなオンボロ寮りように子供が来てくれるかが問題なんだよなぁ～」

「それで休日だっていうのに、掃除なんかしてたわけ」

「まあね」

　マルティナは退屈そうに話しかけてきていたが、俺おれは適当に返事をして、部屋の掃除を続けた。しばらく使われていなかった割には、案外と痛みは少なかった。

　オンボロとはいえ魔法大学の学生寮だ。床板は良い材料を使っているし、造りもしっかりとしている。これなら大工仕事をすることなく、掃除だけでなんとかなりそう。

　だいたい、俺の故こ郷きようでは、家の床は土間だったので、床板があるだけでも十分贅ぜい沢たくだ。寒い時季、足下からの冷え込みがまったく違う。

　桶おけに入れた水を運び、そんな有あり難がたい床板をブラシで磨みがく。

「ねえねえ、まだ終わらないの？」

　マルティナは両手を股またに挟んでイスに座り、身体を前後に揺すりながら、足をぶらぶらさせている。お嬢じよう様さまとは思えない行ぎよう儀ぎの悪さだ。

「暇ひまだったら掃除を手伝ってくれてもいいんだぞ？」

「ご冗談を」

　こういった高こう慢まんさはお嬢様のままである。

「なら、邪じや魔まだから、朝みたいにメノウとじゃれてろ」

「それが、メノウは出かけたみたいなのよ」

「へえ、珍しい……こともないか」

　そういえば、授業のある日は寮に引きこもっているメノウだが、大学の休日になると寮を留守にすることが多い。どこに行っていたのか聞いたことはあるが、あまりメノウは言いたくないようだった。

「外に行くなら、私も誘ってくれればいいのに……」

「おまえも出かければいいだろ。たまには嘘うそじゃなくて、本当に実家に顔を出したらどうだ？」

「実家は……お父様と、喧けん嘩かしてるから帰りづらいにょよ……」

　マルティナは身体を揺するのをやめて、むにょむにょ小声で呟つぶやく。

　言いづらいことになると、語尾がむにょむにょするのが彼女の癖くせだ。

「喧嘩？」

「ちょっと……将来のことでね」

　この前、初めて知ったことだが、マルティナは一いち門もんの養子ではなく、当主の実の娘なのだという。

　普通、魔ま法ほうの才能は、血で受け継つがれない。

　どこの赤子が、どうして魔法の才能を得て生まれるのか、それは誰にもわからない。

　だから、アカデミーでは大陸中から才能のある子たちを探し出し、メイジの養子にさせる。そうして、メイジの一門は続いていくのだ。

　マルティナのようにメイジの実の子供が魔法の才能を持つというのは、とても珍しいことで、それだけに当主からの期待と寵ちよう愛あいを一身に受けてきたはず。

　そんなマルティナが父親と喧嘩しているというのは、ちょっと意外だった。

　もしかすると、お嬢じよう様さまにはお嬢様の悩みがあるのかもしれない。

「…………」

　実家の話をしたあと、マルティナは急に静かになった。

　なにか嫌なことを思い出させてしまったのだろうか。

　落ち込んでいるわけでもなさそうだが、なにか思い悩んでいるといった顔つきをしている。いろいろ話しかけられるよりも、そうして黙り込まれるほうがよほど気になった。

「ええい、わかったよ！」

　俺おれはブラシを桶おけに投げ入れた。

「ど、どうしたの？」

「どっか出かけよう！」

「えっ、いきなりどうして」

「どうして……って」

　ここで、どうしてとか聞いてくるかぁ？

　おまえが元気ないからなんて、そんなこと照れくさくてとても俺には言えない。

「どうして……どうして……そうだ、子供たちを勧かん誘ゆうしに行くんだよ。俺の読み書き教室にみんなが来てくれるように！」

「こっちは教えてあげるっていうのに、その上、教室に来てくれって頭を下げに行くわけ？」

　普通だったらあべこべだ。

　学びたい者が、師のところに頭を下げに行く。それが師し弟てい関係というもの。

「でも、どうせ教えるのだって、俺おれみたいな魔ま法ほう大学の学生風ふ情ぜいなんだ。だったら、そんな妙な教室があってもいいじゃないか」

「なにそれ。教師がそんなこと言っていいわけ？」

「堅苦しくやるつもりはないんだ。楽しんで学んでもらえれば……」

「楽しく、学ぶ？」

　マルティナは呆あきれた顔をしたが、すぐに「ぷふっ」と吹き出した。

「あはははっ、ほんと、あんたっておかしな人ね」

「そんなにおかしいかよ？」

「そりゃあ、おかしいわよ。おかしいけど、でも、あんたらしいわね。あはははっ」

　どこがそんなにツボに入ったのか、マルティナはコロコロと笑い続ける。

　だいたい、おかしいのと俺らしいというのがイコールになっているのは、どういうことだ？

「ほら、どうするんだ。一緒に行くのか、行かないのか？」

「行きますとも。ご一緒させてくださいな、ビンス先生。このアカデミーのお膝ひざ元もとに、そんな変な教室がひとつくらいあってもいいかもね」



　　　　◆◇◆



　俺とマルティナは、とりあえず陰かげ町まちの広場にやってきた。

　陰とはいっても、広場となれば路地のように薄暗くはなく、太陽は表通りと同じく照らしてくれている。

　特に今日は良い天気で、暖かい日差しを求めてか、広場にいる人も多めだった。

　広場に面しているのは、すべて商売人や職人たちの店。野菜や布などの露店も開かれている。

　ここは都市中心の行政区画にある、計画的にデザインされた荘そう厳ごんな中央広場とは違う。

　広場があるから人が集まったのではなく、人が集まったから広場ができたという不格好なところ。

　けれど、俺は美しい敷しき石いしで幾き何か学がく的てき模も様ようが描かれた塵ちりひとつない中央広場よりも、風が吹けば土つち煙けむりがあがり、中央におなさけ程度の小さな噴ふん水すいがあるだけの、ここのほうが好きだった。

「こんなにたくさんの商品が並んでいるなんて、見たことない」

　マルティナは、広場の店先や露店の品々を物珍しそうに見物している。

　この反応はちょっと意外だった。

「お嬢じよう様さまなんだから、買い物なんていくらでもできるだろうに」

「普通は、商人が家に商品を持ってくるものでしょう？」

「違うっ！　普通はこうやって買いに来るものなんだ」

　なるほど。名門ともなれば、店のほうから来てくれるというわけか。

　だから、こうして商品が並んでいるのを見るのが珍しいらしい。

「へえ、そうなんだ。面倒だけど……うん、こっちのほうが楽しいわね」

　欲しいものを持ってきてくれるのは便利で楽だろうが、たぶん俺おれだったら、それでは物足りなく感じるだろう。こうしていろいろなものが、雑多に並んでいるのを眺めて、自分で欲しいものを選ぶのは楽しいものだ。

　珍しい食材。異国の布。変わった道具。怪しげな薬。

　どんなものも、欲しい人がいるから売っている。

　ここを歩いているだけで、世の中にはいろいろな人がいるのだということがわかる。

　この広場で多くの人たちがつながっている。

　活気があり、賑にぎやかで、なにより居心地が良いい場所。

　だから、俺はこの広場が好きなんだ。



　　　　◆◇◆



　ひとしきり広場の見学を終えたマルティナは、噴ふん水すいの縁へりに腰を下ろして、さっき露店で買った、薄焼きのパンに肉と野菜を挟んだものを昼食代わりにぱくついている。

「外で食事なんかして、本当にいいのかしら？」

　そう言いながら、マルティナはまたぱくつく。

「知っている人に見られたら大変だわ」

　そんな文句を言いながらも、結局、瞬またたく間まにひとつ食べ終えてしまった。

「うん、これおいしかったわ。今度、ビンスも作ってよ」

「気軽に言ってくれるけど、同じ味にはならないぞ」

「そうなの？」

　俺もこのパンは好きなので、以前、自分でも作ってみようと挑戦したのだが、なんかちょっと違う感じにしかできないのだ。

「たぶん、隠し味があるんだろうけど」

「だったら、味付けを教えてもらってきてよ」

「店の味ってのは、秘ひ伝でんと決まってるもんだ」

「ふ～ん、なるほど。それもそうね」

　あっさり納得すると、伸びをして広場を見渡した。

「それで、どうやって子供たちを集めるの？」

　そういえば、ここには子供たちを俺おれの教室に勧かん誘ゆうするために来たのだった。

　ただ俺自身、単なる思いつきで言いだしたことなので、まったくのノープランである。

「そりゃあ、子供たちひとりひとりに話しかけるとか……」

「あんたみたいなひねた顔をした男が話しかけたりしても、ただの不審者にしか見えないわ。人さらいと間違われるのがオチね」

「ひでぇこと言うなぁ」

　とはいえ、マルティナの言葉にも一理ある。俺だって、自分が子供受けするような愛あい嬌きようのある顔だとは思っていない。

「まあ、ビンスがどうしてもというのなら考えてあげないでもないけど」

「はあ？」

「だから、どうしてもってお願いするのなら──」

「なにをお願いするって？」

「私とここに来たのは、子供集めを手伝って欲しいからなんでしょう。まさか、二人でデートをしに来たってわけにゃにゃいにゃ!?」

　途中でマルティナは顔が真っ赤になって、むにょり始めた。

「すまん。人間の言葉で話してくれ」

「だっ、だから、デートしに来たわけじゃないんでしょって！」

「ああ、あれはそんなこと言ってたのか」

「も、もしも、あんたがそういうつもりだったとしたら、私としてにゃにゃ……」

「じゃあ、お願いしようか」

「にゃ？」

「だから、マルティナに子供集めをお願いするって……そういう話じゃなかったのか？」

「そ、そうよ。そういう話よ。まさか私とデートしているつもりだったとか、そんなこと思ってたりしないでしょうね」

「大丈夫。そんなことは思ってな──ってぇぇ！」

　急に立ち上がったマルティナが、俺の足を思い切り踏みつけた。

「私だって、そんなことは思ってないんだからっ！」

「だったら、なぜ俺の足を踏む……」

「勢いよ。偶然よ。なんとなくよっ！　どれでも好きな理由を選びなさい」

「……じゃあ、偶然ということにしておくよ」

　なぜだか急に怒り出したマルティナの勢いに圧倒されて、俺おれは思わず理不尽な選択を受け入れてしまった。

　さて、こちらは「偶然」ということで穏おん便びんにすましたのだから、マルティナのお手並みを拝見させてもらおうじゃないか。いったいどのようにして子供を集めるというのやら。

　すると、マルティナはふんすと鼻息荒く、噴ふん水すいの縁へりの上に登った。

　そして、大声で呼びかける。

「子供たち、こっちに来なさい!!」

　強いな。心臓が。

　初めて来た場所で、ここまで偉そうに大声を張れる度ど胸きようは、ひとつの才能だ。

　俺は素直に感心していた。

　ただ、残念ながら、人間は心臓が強過ぎると、逆に退化する器官がある。

　それは空気を読む嗅きゆう覚かくだ。

　マルティナの目もく論ろ見みどおり、広場に集まっていた人たちの注目は集まっている。

　しかし、その表情は戸と惑まどいと警戒がない交まぜとなったものだ。

「……あれって、魔ま法ほう大学の生徒じゃないの？」

「なにをするつもりだろう」

「わからんが、アカデミーの仕事というわけでもなさそうだ」

「ほら、じろじろ見てないの。行くわよ！」

　みんなマルティナを遠巻きに観察したあと、関わりにならないようにと目をそらす。

　マルティナは噴水の縁でぽつんと立ち尽くし、首をかしげている。

「私がお願いしているのに、どうしてみんな集まらないわけ？」

「いまのはお願いだったのか。命令にしか聞こえなかったぞ」

「でも、私の実家では、これで使用人たちは集まってくるわよ」

「おまえ、頭はいいのに、ところどころ常識が抜けてるよな」

　アカデミーが統とう治ちするエーラムにおいて、メイジの地位は当然高いものだ。

　さっきの呼びかけも、マルティナがメイジであったならば、みんな子供を連れて集まってきたことだろう。よほどのことでなければ、あえてメイジに逆らおうとは思わないはず。

　ただし、それは喜んで従っているわけじゃない。

　みんなメイジに対する敬意は持っているだろうが、同時に恐れも感じている。集まってきたのが、そのどちらの理由であっても「喜んで」という感情ではないのは確かだ。

　そして、俺たちは学生であり、メイジの見習い。

　メイジでもなく、かといって一般市民でもない曖あい昧まいな存在。

　そんな俺たちに陰かげ町まちの人たちが向ける感情もまた曖昧なものだ。将来のメイジとして一応の敬意は払うし、俺たちを教育する魔法大学──ひいてはアカデミーに対して恐れも感じている。

　かといって、それは俺おれたちに向けてではなく、学生という立場に対してのこと。

　いまの俺たちは、メイジの威いを借かる子供で、なるべく関わらないほうがいい。

　陰かげ町まちに暮らしていると、たまにそうした微妙な距離を実感させられることがある。

　魔ま法ほう大学の学生たちが、比較的、校内だけでコミュニティを完結させてしまうのも、そうした理由があるのだろう。もちろん、メイジの才能を持った者としてのエリート意識から、身内で集まるというのもあるだろうが。

　いやいや、狭いコミュニティに閉じ籠こもるから、エリート意識が生まれるのか？

　うーん、なんだかニワトリと卵みたいな話になってきた。

　さて、そんな学生の中でも、家名も才能もエリートとして約束されたマルティナに、どうやってこのことを説明すればいいのやら。──などという、俺のしょうもない考えは、まったくの無駄だった。



　すがすがしいまでに。

　良い意味で。



「ほぉら、子供たち。こっちを見なさい！」

　まわりの微妙な反応にめげることなく、マルティナは噴ふん水すいの縁へりから、もう一度呼びかけた。

　そして、両手を広げ、小さくリズミカルに指先を動かす。

　そんなマルティナを中心として、広場にこれまでとは別種のざわつきが波は紋もんのように広がっていった。

「あの学生、なにをするつもりだ……？」

「なんか噴水がおかしくない？」

　確かに、噴水からあふれる水がマルティナの動きに呼応して変化を始めた。

　水圧によって、水が吹き上げられる。

　表ひよう面めん張ちよう力りよくによって、水すい滴てきが形成される。

　重力によって、水滴は落下する。

　水滴と水面がぶつかった衝しよう撃げきによって、飛沫しぶきが跳ね上がる。

　これが当たり前の物理現象。

　だが、それが混沌カオスによって乱される。

　吹き上げられる水の高さがランダムになり、水滴の形状が球体とは限らなくなる。

　水滴の落下速度が遅くなり、水面から飛び上がった飛沫が霧と化す。

　それはまるで噴水が踊り出したかのよう。

　それを見た子供たちが歓かん声せいを上げた。

「すごい、魔ま法ほうだ！」

「見に行こう！」

　……いや、あれは魔法と呼べるようなものではない。

　ただ、混沌カオスによる物理法則の乱れを増ぞう幅ふくしているだけ。

　そこには混沌のアレンジがなく、マルティナ自身、乱れによって噴ふん水すいがどのように変化するかはわかっていない。

　魔法とは、メイジが無む秩ちつ序じよたる混沌にアレンジを加えて、目的とする超自然現象を引き起こすもの。もしも、メイジの魔法が音楽にたとえられるのならば、マルティナのしていることは、見た目は派手ではあるが、ただ闇やみ雲くもに楽器をかき鳴らしているのと同じだった。

「きれい、きれい！」

「もっとやってぇ！」

　最初はおっかなびっくりだった子供たちが、どんどん近くに集まってきた。

　観客が増えてマルティナも興きように乗ってきたのか、その手の振りが大きくなり、噴水の水の動きもさらに大きくなる。

　大人たちも子供たちを止めることなく、それどころか我を忘れてマルティナに魅み入いっている。

　みんなの顔を見て、俺おれは自分の考えが間違っているのに気づく。

「そうか、これも魔法か」

　俺の頭は固過ぎた。

　魔法が混沌を利用して目的を達成する手段ならば、これだって魔法じゃないか。

　子供たちの笑顔を作る、立派な魔法だ。

「ほら、ビンス！」

　いつの間にか、俺までマルティナの姿に見み惚ほれていたようだ。

　彼女に声を掛けられて我に返る。

「なにしてるのよ？」

「なに……って」

　まさか見とれていたとは言えず、俺は口ごもる。

「こんなに子供が集まってるじゃない。早くみんなに伝えなさいよ」

「あ、ああ、そうだった」

　俺も噴水の縁へりに登った。

「あーあー、みんな。ちょっと聞いてくれ──」

　そして、マルティナの横に立つと、精一杯のスマイルを浮かべて、可愛かわいい子供たちに呼びかける。

「じゃまー」

「どいてー」

「ひっこめー」

　さきほどの言葉は訂てい正せい。

　ちっとも可愛かわいくない。

「ほらー、この目つきの悪いお兄ちゃんの話、ちょっとだけ聞いてあげてねー」

　子供たちのブーイングにさらされている俺おれを見て、マルティナは笑いを堪こらえている。

「あんたも、もうちょっと愛あい想そ良くしなさいよ。なにその悪わる巧だくみしているような顔は？」

「これは笑ってるんだ！　スマイル！　マイベストスマイル！」

「えっ……だったら一生笑わないほうがいいかも……」

　マルティナは真顔で困こん惑わくしている。

　俺のスマイルはそんなにひどいものだったのか。知らなかったよ。

「えーと、みんな。読み書きを習いたくはないかな？」

　今度はできるだけ普段どおりの顔で呼びかけてみた。

「えー、よみかきー？」

「なにそれー」

「あれだよ。名前を書いたり、看板を読んだりするやつだ」

　少し年上の子供が説明している。

「それだけじゃない。読み書きを覚えれば、本を読んだり、手紙を書いたりすることもできるようになる。大昔のドラゴン退たい治じの英えい雄ゆうのことを知ったり、遠い場所にいる人に気持ちを伝えたりすることができるんだ」

　ふんふんと、子供たちは感心したように頷うなずいている。

「でも、お高いんでしょう？」

　そこにマルティナが絶妙のタイミングで口を挟んでくれた。

「ところが、なんと俺の教室だったら授業料はタダ！」

　俺は目を見開いて、やや大げさな素そ振ぶりで告げる。

「ええっ!?」

　子供たちが揃そろって驚きの声を上げた。

　ふふふっ、やっぱり子供なんてちょろいもんだ。

　横を見ると、マルティナもにんまりとほくそ笑んでいる。おいおい、そっちのほうがよほど悪巧みをしている顔に見えるぞ。

「どこに行けば教えてくれるの！」

　子供の一人が、俺の袖そでを引っ張る。

「ウチの寮りように教室を準備中だよ」

「それってどこっ!?」

「あわてない。あわてない。あそこの路地を真まっ直すぐ行って、突き当たりを右に行ったところに大きな建物があるだろ。そこが教室だ……って、みんなどうしたんだ？」

　さっきまで歓かん声せいをあげていた子供たちが、揃そろって青い顔をしている。

「ねえ、お兄ちゃん……そこから来たの？」

「そうだけど」

「そ、そこって幽ゆう霊れい屋敷だよ？」

「幽霊なんていないぞ。俺おれはずっと住んでるけど、これまで一度も会ったことない」

「でも、ボク、あそこの路地で鬼おに火びを見たことある……」

「ああ、鬼火は、たまに出るよ。けど、あれは混沌カオスが空気の組そ成せいを発光物質に変化させただけで、よくある無害な超自然現象だから大丈夫。混沌災害と言えるような事象がこれまで観測されたことは──」

「ビンス、ビンス！」

「なんだよ、マルティナ」

「もう誰もいないわよ」

「えっ……うわっ、ホントにいない!?」

　さっきまでそこにいた子供たちは、まるで蜘く蛛もの子を散らすかのようにいなくなっていた。どういうことだ？

「たくっ、馬鹿正直にオンボロ寮りようのことを言うからよ」

「いやいやっ！　だから、ちゃんと怖くないって説明しようとしていたのに──」

　と、俺が反論しようとしたとき、頭から大量の水が落ちてきた。

「ひゃああっ!?」

　マルティナも一緒に水を被かぶって、二人ともずぶ濡ぬれ。

「……マルティナ、これはどういうことだ？」

　水は噴ふん水すいから噴き出したものだった。

　いや、噴水が水を噴き出すのは当たり前なんだが、その量が半はん端ぱじゃない。

「急に混沌濃度が高くなって、水が暴れ出したのよ……あんたがやったんじゃないの!?」

「やるわけないだろ！」

　確かに、さっき俺は子供たちがいなくなったことで動どう揺ようしていたが、だからといってこの前の実技のようなことが起きるはずがない。無意識のうちに混沌濃度を高めてしまうなんてことはあり得ないからだ。

「本当にぃ～？」

　マルティナはびしょ濡れの服をしぼりながら首をかしげている。

　そんな彼女を見て、俺は目をそらした。

「なに目をそらしてるのよ。怪しいわね」

「いや、そんなことはないぞ」

「だったら、私の目を見て話しなさいよ」

　マルティナは、俺おれの両りよう頬ほおを手で挟んで、強引に自分のほうへと向けさせた。

　しかし、俺は真まっ直すぐマルティナの目を見ることができない。ただし、それは心にやましいところがあるからではなく、なんというか……いろいろ気になるところがあり過ぎるから。

　なにしろ、今日のマルティナは制服ではなく、薄うす手での白いブラウスという姿。

　びしょ濡ぬれになって、彼女の身体にぴったり貼り付き、優ゆう雅がなカーブを描く肩のラインも、艶なまめかしいへそまわりも、そして普段は衣服で隠されている、ささやかな胸の膨ふくらみも……いろいろとすけすけであった。

　つまり、心にやましいことはないが、やらしい心のせいで直視できなかったのだ。

「と、とにかく、これを着てくれ！」

　そんな格好だというのにまるで無む防ぼう備びなマルティナの肩に、俺は自分の上着をかけてやる。

「冷たっ！　なによ、これだってびしょ濡れじゃない……って、ひゃああっ!?」

　ようやく自分の姿に気づいたのか、マルティナは俺の上着をつかんで、あわてて前を隠した。

















「まったく……しばらくそれを着てろ」

「う……うん……」

　とりあえず、俺おれとマルティナは噴ふん水すいから離れて、あまり目立たない広場の隅すみにある石段に腰を掛けた。天気が良いいから、こうしているうちに服も乾くだろう。

「やっぱり、魔ま法ほうは気をつけないと駄だ目めね」

　しばらく無言だったマルティナが、ぽつりと呟つぶやいた。

「でも、子供たちが喜んでくれて良かったよ」

「うん、私も子供は好きよ」

　マルティナは少しだけ元気を取り戻したように笑みを浮かべた。

「意外だな。名門のお嬢じよう様さまは庶しよ民みんと馴なれ合あわないのかと思っていたけど」

「嫌な言いかたね」

「ごめん……」

　確かにトゲのある言葉だった。子供たちに去られたショックのせいかもしれない。

「あんたの言うとおり、私はメイジになることをなにより最優先にしている。けど、それはこの広場にいる子供たちや、もっとたくさんのもののためにやっていることよ。私だけじゃない。メイジたちは、誰よりも人間を──そして、この世界を愛している。だから、『混沌カオスの時代』を終わらせるのに、メイジじゃない人から見ればおかしいと思われるほどに、たくさんのものを捨てて、自分を捧ささげるの」

「それはわかってる」

「けど、そういうメイジのことを世界に背を向けて、混沌の研究だけをしているなんていう人もいる」

　普通の人たちにとって、恐ろしい混沌を操あやつり、秘密の知識を独占するメイジは、近寄りがたく異質な存在にしか見えない。

　メイジになれば、もはや当たり前の生活を送ることはできなく、アカデミーに定められた多くの規き律りつに縛られてしまう。

　結果、両者の溝を埋めることは難しくなる。

　当たり前の生活を捨ててメイジがなそうとしているのは、みんなの当たり前の生活を守ることだというのに……それは皮肉なことだった。

「だからこそ、メイジはもっとオープンになるべきなんだよ」

「そのためにも読み書き教室を開くってこと？」

　マルティナは眉まゆをあげて尋たずねる。

　その口調に嫌みはなく、俺とのやりとりを楽しんでいるようだった。

　これまでメイジという存在については、教師から一方的に教わるものであり、学生同士でディスカッションするようなことはなかった。自分が目指すものでありながら、見習いが語るなんておこがましい大きな存在のように思え、気が引けていたのだ。

　だから、俺おれとしても、こんなふうに語り合うのは初めてだった。

「そのことは、プロント先生だって賛成してくれているんだぜ。寮りようにあった石せき盤ばんを分けてもらえるようにしてくれたのは先生なんだ」

「あのプロント先生が？」

　マルティナは意外そうな顔をした。

「なにかおかしいか？」

「うーん、私が知る限り、プロント先生の一いち門もんって、かなりの保守派なんだけどな」

　保守派というのは、つまり「メイジらしいメイジであれ」という堅い考えのこと。

　マルティナの言うように、メイジは無駄なことはせず、混沌カオスへの知識を深めることを最優先せよというわけだ。

「けど、一門の全員がそういうわけじゃないだろ」

「プロント先生のところは歴史のある名門だけど、ここしばらくパッとしないのよね。だから、保守派から方針を変えたのかしら」

「パッとしないって、先生は優秀だろ」

　ロードと契約をすることなく、エーラムに残って魔ま法ほう大学の講師をしながら、研究職に就ついているとなればアカデミーの出世コース。エリートのメイジである。

「あの一門にとっては、プロント先生だけが希望の星ね。ここだけの話、あそこは一門を維持するだけでも大変らしいの。ほかのメイジたちは、エーラムに残るどころか、田舎いなかのロードと契約するのが精一杯。若いメイジの育成も上う手まくいってなくて先細り。口の悪い人は、近いうちに解散するかもって言ってたわ」

「そうなのか……」

「こういう噂うわさ話ばなしは嫌いだけど、実家にいると嫌でも耳に入ってくるから」

「なんだかプロント先生のところも大変なんだなぁ」

「先生が大きな成果でも出して一門を盛り立てないと、この噂もホントになるかも」

　学生たちが憧れるプロント先生にも、いろいろと悩みがあるものだ。

　俺が養子となった一門は、アカデミーの末席のさらに分家に位置する、誰も知らないような弱小一門。手て狭ぜまに細ほそ々ぼそとやっているから、そうした名門ゆえの悩みとは無縁だ。ついでに言えば、あまり会ったことのない一門の当主も、俺の才能にはまったく期待しておらず、養子にしているとはいえ放置が基本だ。

　おかげで俺はあんなオンボロ寮住まいだが、ほとんど干かん渉しようされることなく自由にやらせてもらっているのは有あり難がたい。

「けど、いつかは読み書きだけでなく、もっといろいろなことを教えたいんだよな」

「なぁに、今度は料理教室でも開くつもり？」

「いや、混沌カオスのこと……それだけじゃなく、魔ま法ほうだって教えていきたい。この時代に生きるのなら、もっと多くの人が普通に魔法を使えるようにしていかなきゃ」

「ばっ、馬鹿じゃないの!!」

　マルティナは目を見開いて、信じられないものを見たような顔をしていた。

「いまあんた魔法を教えるとか言った!?」

「言ったよ」

「それ、アカデミーにとって危険思想だってわかってる？」

「まあね」

　アカデミーは魔法の知識を厳げん重じゆうに秘ひ匿とく、独占することで、魔法大学を唯一のメイジ養成機関としている。当然、アカデミーに所属するメイジにも知識の漏ろう洩えいは固く禁じていた。

「あんた、さっき屋台の味は秘ひ伝でんだって話をしたわよね。魔法だって同じよ。メイジだけが秘伝の魔法を使えるからこそ、あの野や蛮ばんなロードたちでさえアカデミーには逆らえないの」

「そんなことはわかってるよ。けど、本当に混沌に対抗するつもりなら、もっと世界に魔法を広めるべきなんだよ」

「アカデミーを甘く見ないで。いまでも、メイジの育成には十分に力を入れているし、あんたごときが考えていることくらいは、百年も前に議論しつくされているのよ」

「いや、まだ不十分だ。たとえアカデミーでも、世界中の子供たちまでは目が届かないだろう。メイジの才能を持っているのに、なにも知らないままで過ごしている人たちは、いまのメイジの数とは比べものにならないはずだ」

「それはどうかしら。少しの漏れはあるだろうけど、アカデミーだってしっかり調査しているはずよ。あんただって、そうやってアカデミーに誘われたのでしょう？」

「……俺おれがアカデミーに認められたのは、ほとんど奇き跡せきみたいなものだよ」

　俺がエーラムに連れてこられた経緯は、本当に奇跡のようなものだった。

　もう十年も前のことなのに、そのことを思い出すと、俺はいまでも胸が苦しくなる。

　そんな俺の表情の変化に気づいたのか、マルティナは少し声を和やわらげて言った。

「とにかく、そんなアカデミーに逆らうようなことは、絶対に誰かに言っちゃ駄だ目めよ。危険思想の持ち主として退学させられてしまうわよ。そうしたら、どうなるかわかってる？」

「魔法に関する知識を封じられる……か」

「そう、記憶を消去されてしまうんだからね」

　噂うわさでしか聞いたことがないことだが、アカデミーは魔法の知識が広まらないよう、不適格者からはその記憶を消し去ってしまうことがあるという。

　その記憶消去の魔法は非常に難度が高く、特定の記憶だけを消すような便利な使い方はできない。ほかの記憶もまとめて、ごっそりと消し去ってしまい、その結果、対象者は自分自身のことさえ忘れてしまうそうな。

　アカデミーは、魔ま法ほうの知識の秘ひ匿とくのためにはそこまでするのだ。

「もちろん、こんなことは誰にも言ってないよ」

「あんたって馬鹿だし、無む茶ちやしそうだから心配よ」

「本当だって。誰にも言わないよ」

「ならいいけど……って、じゃあ、なんで私には言うのよ？」

「さあ、なんでだろうな？」

　それは俺おれにもわからなかった。

　名門生まれで、学生の誰よりもメイジらしく、メイジであろうとするマルティナ。

　しかし、俺はそんな彼女を自分が知っているメイジとは、どこかが違うと感じていた。

「なんでよ、なんでよ？」

　俺が首をかしげていると、マルティナはなぜかにやけた顔をしてしつこく何度も尋たずねてくる。

「うーん、メイジにしては馬鹿っぽいからかな？」

「なっ、なによそれ。そうじゃないでしょう。もっとほかに理由はないの!?」

「なんだよ、ほかの理由って」

「そりゃあ……私のことが……特別だとか……好きだとかにぁ……」

　小さな声でむにゅむにょ言うのでよくわからなかったが、なんとかそこだけは聞き取ることができた。

「ああ、試験のパートナーの話ね。だから、それはメノウと話し合ってくれって──」

「そ、そのことじゃにゃいにゃ！」

「じゃあ、なんなんだよ」

「もうっ、なんだっていいでしょ！」

　しつこく絡んできたり、むにょったりしていたと思ったら、今度は怒り出した。コロコロと態たい度どの変わるお嬢じよう様さまだ──とか、俺が呆あきれていると、足下から声がした。



「それは夫婦喧げん嘩かですか～？」



「なぁっ!?」

　マルティナが顔を真っ赤にさせたまま、ギチッと硬直した。

　声のしたほうを見ると、小さな女の子がしゃがんで、俺たち二人をぽかんと見上げていた。

「夫婦でもなければ、喧嘩でもないよ。ただ、このお姉ちゃんが一人で騒いでいるだけ」

「そうなの～」

　女の子は首をかしげて不ふ思し議ぎそうな顔をしている。

「で、なにか用かな？」

　俺おれは話題を変えようと、女の子に尋たずねる。

「さっきの読み書きを教えてくれるって……ホント？」

　女の子は立ち上がるとモジモジしながら言った。

「あ、ああ、そうだよ」

「私にも教えてくれるの？」

「へっ？」

「私、読み書きを習いたい」

　真剣な顔つきで、女の子は俺に訴えかける。

「そりゃあ、もちろんいいけど……教室がどこにあるのかは知っているのかな」

「男の子たちが幽ゆう霊れい屋敷って呼んでるところでしょう……ちょっと怖いけど、お兄ちゃんや、お姉ちゃんがいてくれるなら……」

「だったら、来週の昼。このくらいの時間に来てくれるかい。準備をして待ってるから」

「うん、わかった！」

「俺はビンス。きみは？」

「私、トゥーリ！」

「じゃあ、トゥーリ。約束だよ」

　俺とトゥーリは握あく手しゆをして約束を交わす。

　そして、去って行くトゥーリを見送ったあと、俺はマルティナのほうを振り返って叫んだ。

「やったぞ、マルティナ！」

「なぁに、一人で騒いでいるのよ」

　さっきの仕返しか、マルティナの態たい度どはやけに冷れい淡たんだ。

「なんだよ……」

「……冗談よ。良かったじゃない。可愛かわいい生徒ができて」

「そうだな、可愛い女の子だったな」

「ちょっと、なによ。まさかあんた、小さい女の子が大好きとかいう変態じゃないんでしょうね」

「そんなわけあるか！」

　オンボロ寮りようを怖がらずに来てくれるというのなら、どんな子だって可愛い生徒だ。

　俺はきっぱり否定したのに、マルティナはまだ疑うような目で見ている。

「私の知り合いにも、そういうのがいるのよね。小さい胸にしか興味ありません的な……」

「それは変わったやつだな」

　小さい女の子が好きなのと、小さい胸が好きなのとでは、だいぶ意味合いは違ってくると思うが、どちらにせよ妙な趣しゆ味みの持ち主であることに違いない。

「しかも、それがウチの一いち門もんと縁えんのあるロードの子息だなんて、悪い冗談だわ。誰があんなやつと契約なんて」

　マルティナは、自分のささやかな胸を腕で覆おおい隠しながら呟つぶやいた。

　そんな彼女を見て、俺おれはピンと来た。

「もしかして、おまえがロードと契約したくないっていうのは、そいつのせいなのか？」

「あっ……！」

　マルティナは驚いた顔で口を押さえる。

「なるほどなぁ、そういう趣味の人には、おまえは魅み力りよく的に見えるんだろうなぁ」

　それでマルティナは気に入られて、契約を迫られているのか。

　しかし、そのロードはかなりマニアックな趣味をしている。

「……そんなふうに褒ほめられて、私が喜ぶと思っているわけ、あんたは？」

　それはすなわち、マルティナ自身が貧ひん乳にゆうであるという意味。

「いやっ、そういうつもりは……」

　マルティナのドスのきいた声に、俺はぶるっと身震いした。彼女からこみ上げてくる殺意が、まるで目に見えるかのようで、全身から冷や汗があふれ出す。

「そ、そ、そいつは変態に違いないな。男だったら、みんな巨乳大好きなはずだし、貧乳にしか興味がないなんてあり得ないよなっ？　なっ!?」

　俺はマルティナの機き嫌げんを取るため、必死になって調子を合わせたのだが──

「ホント、あり得ない!!」

「ごぶっ！」

　努力むなしく、マルティナのボディーブローをもろに喰くらった。

　結局、どっちに転んでもマルティナの怒りを回避することはできなかった。なんという恐ろしい罠わな。

「けど、いったいそのロードって誰なんだ？」

　俺は腹を押さえながら、興味本位で尋たずねてみた。

「今度、エーラムで晩ばん餐さん会かいを主催する、クレッセン卿きようよ」

「えっ、クレッセン卿……って、あの」

「そうよ、世界を二分する勢力のうちのひとつ、大工房同盟フアクトリー・アライアンスの伯はく爵しやく家けの跡取り様よ」

「おいおい、そんなんで大丈夫なのかよ……大工房同盟」

　メイジと共に『混沌カオスの時代』を終わらせる戦いの先頭に立つ、ロードの名家の跡取りがそんな趣味だとは……確かに、マルティナの言うとおり悪い冗談だった。

「ビンス……」

　俺おれが大工房同盟フアクトリー・アライアンスの将来について心配していると、後ろから声をかけられた。

「おっ、メノウ」

　振り向くと、そこにはメノウが立っていた。

　外でメノウと会うなんて、もしかするとこれが初めてかもしれない。

　休日だというのに、メノウは大学の制服を着ている。それにしても、授業のある日は外に出ないで、休日になると出かけるとはおかしなやつだ。

「メノウはどこ行ってたの？」

「それは言えない」

　マルティナの問いかけに、メノウは素っ気なく返事をする。

「なによ、つれないわね」

　マルティナはメノウの態たい度どにすねたような顔をするが、それから少し眉まゆを動かして、俺のほうに顔を近づけた。

「ねえ、メノウの様子、ちょっと変じゃない？」

　マルティナが俺にこそっと囁ささやく。

「そうか？　いつものとおりだと思うけど」

　俺たちの視線に気づいたのか、メノウがこちらをじっと見つめる。

　マルティナに言われて、俺も少しだけメノウに違和感を覚えた。

　その表情はいつものように、ぼーっとなにも考えていないかのよう。だが、どこがとはうまく言えないが、メノウがなにか迷っているかのように見えた。

　時折、メノウはこんな顔をすることがある。

「どうかしたか、メノウ？」

「ビンス……ご……」

　俺が尋たずねると、メノウはか細い声でなにか言おうとした。

「ん、ごはんか？」

「違う。ご……ごめ……」

　メノウが、言葉に詰まるのは珍しいことだ。

　俺は気になって、もう一度尋ねる。

「どうした？」

「……やっぱり違う。ビンス、ごはん」

「ああ、わかった。俺たちは、そこの露店で食べちゃったけど、メノウはどうする？」

「ビンスの料理が食べたい」

「けど、そこのパンはおすすめだぞ。マルティナも気に入ったってさ」

「そうそう、あそこの薄焼きパン、美お味いしいわよ」

　メノウの様子が気になるのか、マルティナは明るめの口調で薦めた。

「ううん。私は、ビンスの料理が食べたい」

　メノウはじっと俺おれを見み据すえたまま、そう繰り返した。

　それはまるで懇こん願がんするよう。

「そこまで言うのなら、作ってやるけど……メノウ、本当になんでもないのか？」

「大丈夫。なんでもない。なにも……起きないから」

　メノウは制服の裾すそを指でぎゅっとつかみながら、そう小さく呟つぶやいた。

















　俺おれは──ボクは夢を見ていた。



　何度も繰り返し見た夢だから、すぐにわかる。

　なにより、これが夢だという証しよう拠こに、そこにはボクの大切な人たちがみんなそろっていた。

　いつものことなのに、ボクはその再会に喜んでしまう。

　故こ郷きようの村のみんな。

　そして、父さん、母さん。兄弟たち。

　けれど、喜びはすぐに黒い影に引き裂かれる。

　針のように硬い剛ごう毛もうを全身に纏まとった姿。

　最初に目についたのは、おぞましいまでに大きく、汚らわしいできものに覆おおわれた鼻。

　牙をむき出しにして、よだれをしたたらせる口は獣そのものだったが、そいつはもっと恐ろしいものを持っていた。

　人間のように二本の足で立ち、二本の腕で「武器」を使っていたのだ。

　それは根がこぶのように膨ふくらんだ木を引き抜き、土もひげ根もつけたまま、枝だけを取り払った棍こん棒ぼうだった。

　それでも、そいつが振るえば、家の土つち壁かべを打ち崩すほどの恐るべき力を持っていた。

　姿は人間に似ている。

　でも、それはまったく異質のもの。

　かといって、ボクの知っている獣でもなかった。

　だって、こんな獣がいるわけがない。

　家々をまわって、ひとり、ひとり、みんなを叩たたきつぶし、引き裂き、むごたらしい死を与えるようなものが、ボクらの世界にいるはずがない。

　そう……ボクらは無知だから知らなかっただけ。

　こいつはボクらの世界のものではない。

　この世に生を受けたのではなく、誰も知らない異界の存在が、収しゆう束そくした混沌カオスに投とう影えいされたもの──魔物であると。

　この世の理ことわりに従うことなく、異界の理に突き動かされるもの。

　そして、それの従う理とは、弱い者を殺さつ戮りくすること。

　ただそれだけだった。



　魔物は三日間をかけて、村のみんなを殺してまわった。

　逃げても無駄だった。

　魔物の足は速く、疲れを知らない。

　村の街道にはみんなの死体が山積みにされ、バリケード代わりにされた。

　隠れても無駄だった。

　やつの大きな鼻はみんなの息を嗅かぎ取った。

　森の中に隠れた人たちの叫び声が、昼も夜も聞こえ続けていた。

　戦っても無駄だった。

　村の男たちは、やつの身体に触れることさえできず叩たたきつぶされた。

　そして、魔物は獲え物ものを見せびらかすように、村の大木の枝にぶら下げた。

　男も女も、年寄りも子供も。

　父さんも母さんも、兄も。

　ひとりひとりの死の悲鳴を吟ぎん味みするかのように、確実に、徹てつ底てい的てきに、無む慈じ悲ひに、残ざん酷こくに、ためらわず、間を置かず、飽きもせず……ひとりずつ、ひとりずつ……



　ボクの大切な人たちを、殺していったんだ。



　母さんに言いつけられて、ボクは馬小屋の敷しきわらの中に隠れていた。手には干し草をすくうためのフォークがあるだけ。

　魔物は血と臓ぞう物もつに汚れた棍こん棒ぼうを引きずりながら、小屋にやってきた。

　神経質なはずの馬が、鳴き声ひとつ上げることなく大人しくしていた。

　まるで、人間にしか魔物は見えていないかのよう。それとも、この魔物の狙いは人間だけだと本能でわかっているのかも。

　そう、魔物は馬を──いや、村の家か畜ちくすべてを無視していた。

　こいつが欲しているのは血肉ではなく、ボクらの悲鳴なんだ。

　魔物が鼻を鳴らしながら近づいてくるのをわらの中で感じていた。

　そして、湿しめった土のような匂いのするやつの息が、首筋に感じられるほど迫ってきたとき……ボクは光を見た。

　いままで見たことのない明るい緑色の輝き。

　その光は、鋭い刃やいばとなって魔物の胸を貫つらぬいていた。

　飛び出した切っ先は、魔物の血で穢けがれることもなく、ただボクはその美しい緑の光を見つめ続けていたんだ。



　　　　◆◇◆



　ボクは──俺おれは悪夢から目を覚ました。

　じっとりと寝汗をかいて、激しい運動をしたかのように鼓こ動どうも高まっているが、身体は冷たく凍こごえているかのように感じられる。

　起き上がり、ベッドの脇に腰を掛けた。

　目は乾いている。

　もう涙など出し尽くしていた。

　そして、乾ききった心はひび割れて、決して癒いえない傷となっている。



　俺おれの故こ郷きようは混沌濃度が低い土地で、混沌災害に対する知識も備えもなかった。

　そんな土地に、よりによって魔物が顕けん現げんするとは、あまりに不幸な出来事だった。

　結果、村は全滅。

　あとで聞いたことだが、あのとき俺を助けてくれたのは武者修行中のロードだったらしい。街道に積み上げられた死体に気づいて、村にやってきたのだそうな。

　普通の人間ならばそんなものを目撃したら怯おびえて引き返すところだろうが、勇ゆう敢かんなロードには逆効果だったというわけだ。

　だが、命の恩人だというのに、俺のロードの記憶は曖あい昧まいだった。

　覚えているのは、いまの俺くらいの年頃の女性で、美しい金髪だったこと。

　そして、奇き跡せき的に命拾いした俺に「助かったのは、きみが強かったからだ」と、やけに強い口調で言って、俺の手をずいぶん長く握にぎりしめてくれたことだけ。

　その後、孤こ児じとなった俺は、ショックでぼんやりとしているうちに、恩人のロードの手でアカデミーの使者に引き渡された。なんと俺にはメイジの素そ養ようがあったのだ。

　それから、俺はエーラムに連れてこられ、小さなメイジ一いち門もんの養子として引き取られ、いまに至る。

　そこに俺の意志はなかったが、誰かに売られるか、滅びた村でのたれ死にするよりは、ずいぶんとマシ……いや、かなり幸運だったと言えるのだろう。

　おかげで村の外の世界を知ることもできた。

　村を滅ぼした混沌カオスのことも知った。

　これまで、村はずっと平和だったのだから大丈夫。混沌災害など起きないと、みんなが油断をしていた。目をそらしていた。

　だが、この『混沌の時代』において、そんなことはあり得ない。

　混沌の脅きよう威いはどこにでもある。

　秩ちつ序じよも法則もない──だからこそ、混沌なのだ。

　そのことをしっかり理解していれば、もしかしたら村は助かったかもしれない。

　少なくとも、魔物への備えをすることはできただろう。

　街道以外の逃げ道を増やして、立て籠こもれるような避難場所を用意する。それだけでも違っていたはず。

「アカデミーが秘ひ匿とくしている知識さえあれば、もっと有効な備えだって……」

　これまで何度も思おもい描えがいてきたこと。

　マルティナは「危険思想だ」と言うが、メイジの知識が誰のためにあるのかを考えれば、それをどのように使うかは明白ではないのか？

　なぜそれがアカデミーにはわからないのか。

　あまりに相手が巨大過ぎて、俺おれはその怒りをぶつける場所がないまま、じっとベッドに腰をかけていた。



「──!?」

　どれだけ時間が過ぎただろう。

　我に返ったのは、寮りようの外から聞こえてきた悲鳴のせい。

　それは、村での惨さん劇げきを思い起こさせ、一瞬、俺はまだ悪夢の中にいるのではないかと自分の耳を疑った。

　けれど、その声の主がメノウであると気づいたとき、すぐに俺は部屋の窓を開いた。

「メノウ！」

　寮の玄関の前に、いつもの寝ね間ま着き姿のメノウが背中を丸くしてうずくまっていた。

「どうした、メノウ!?」

　呼びかけても返事はない。

　メノウのかたわらにはランプが置かれているため、夜でもその姿が見える。

　小さな炎に照らされる見慣れた路地。

　ところが、そこにはメノウとは別に、異質なものが潜ひそんでいた。

　ランプの炎くらいでは照らし出すことのできない、闇やみの中の闇。

「あれは……！」

　俺は戦せん慄りつのあまり、全身が総毛立った。

　あれを見るのは初めてではない。

　むしろ、見慣れていると言っても良いい。

　だがそれは実験結界内でのこと。

　檻おりの中にいる野獣を見るのと同じ。

　けれど、その野獣──呪わしい混沌カオスは、閉じ込められることなく外にあったのだ。

　しかも、これまで見たこともないほどの高い濃度を保ちながら。

「くそっ！」

　反射的に俺は窓から身を躍らせた。

　幸か不幸か、着地点には古い木箱が積まれてあり、俺は派手な音を立ててそこに落ちる。おかげで落下の衝しよう撃げきは和やわらいだが、木箱の残ざん骸がいに身体が挟まって、なかなか身動きがとれない。

　一刻を争う中、俺おれは力尽くで残ざん骸がいから抜け出して、メノウのそばに駆け寄った。

「メノウ、しっかりしろ！」

　ランプに照らされるメノウの顔色は、いつもよりも青ざめていて、まるで死人のようだった。身体も冷たく、ガタガタと震えている。

「ビンス……ごめんなさい……ごめんなさい……」

　俺の呼びかけが聞こえていないのか、メノウは苦しそうに顔を歪ゆがませながら、なぜかひたすら詫わびる言葉をうわごとのように繰り返す。

「ちょっと待ってろよ、メノウ」

　腕の中のメノウをそっと地面に下ろして、俺はアレと対たい峙じした。

　まずは、魔ま法ほう学校で学んだ混沌濃度の見極め。

　混沌カオスは石壁と地面の接する角にあり、一見、泥どろ水みずをこぼしたような染みに見える。

　染みからはジワジワと黒い煙があふれ出しており、すでに混沌が収しゆう束そくして、混沌核カオスコアが形成されつつあった。

　もしも、メイジによって制御されないまま混沌核が形成されれば、それは混沌災害を引き起こす。実験容器内でさえ見たこともないような高い混沌濃度が引き起こす災害は、料理の味を変えるようなイタズラとは比較になるまい。

　もはや、一刻の猶ゆう予よもないことは学生の俺にも一いち目もく瞭りよう然ぜんだった。

　となれば、魔法の次の段階。

「この混沌を制御するしかないか……」

　高まった混沌濃度を超自然現象を引き起こせないほどに低減させて、形成されつつある混沌核を発散させれば良いいだけのこと。簡単な理屈だ。

　だが、それが俺にとっては大きな壁だった。

　混沌の制御は、実技授業ですら一度も成功をさせたことはない。

　それなのに、これほどの濃度の混沌を発散させられるのか？

　疑問が不安を呼ぶ。

　不安はやがて、恐怖へと変化する。

　恐怖。

　この恐怖はどこから来るのか。

　目の前の混沌からではなかった。

　俺の中の恐怖の原因は、背後にいるメノウ。

　また俺は大切な人を守れないのではないのか？

　そうならないようにと、これまでずっとエーラムで学んできたというのに。

　収束を始める混沌核よりも、そのことが恐ろしかった。

　俺おれは精神を集中させて、混沌カオスの発散を試こころみる。

　闇やみからわき出してくる黒い霧を、頭の中のイメージで細さい分ぶん化かして、ひとつひとつに方向づけ、意味づけをしていく。

　たとえどれだけ無む秩ちつ序じよであろうとも、英知によってそれを包み込む。

　荒れ狂う嵐も、それより大きな袋で包んでしまえば、風は袋の口からしか吹き出してはこない。

　だが、俺のイメージはどうしても現実の混沌に伝わらない。

　精神の集中が足りないのか。

　イメージの形が違うのか。

　目に見えないものだけに、どこがいけないのかがわからない。

　もどかしく、なにより自分の無能さが悔しい。

　そんな俺の焦あせりを映すかのように、混沌濃度はさらに高まっていく。

「こいつ、まだ大きくなるのか……」

　細かい砂すな埃ぼこりのような匂いが感じられた。

　これが話に聞く、混沌臭というものか。

　実験結界内の混沌からは感じられない、むき出しの混沌核カオスコアだからこその現象だ。

「どうする……どうする……」

　倒れているメノウを抱えて、あたりの家に避難するように警告……

　この地区、一軒、一軒に呼びかけてまわるのか？

　間に合うわけがない。

　ならば、ちゃんとしたメイジの助けを……

　当然、この陰かげ町まちにメイジはいない。

　だったら、表通りまで行って、メイジを探して……いや、こんな深夜には誰も出歩いてはいまい。

「そうだっ、マルティナを！」

　うっかりしていた。

　寮りようには、まだマルティナがいる。

　彼女の力を借りれば──

「まったく。思い出すのが遅いんじゃないの？」

「マルティナ！」

　マルティナが、いつものピンクのパジャマという寝起き姿で、俺の後ろに立っていた。

「外ですごい音がしたと思ったら、こんなことになってるなんてね」

　どうやら二階から落下したときに、木箱を派手にひっくり返したのが幸いしたようだ。

　俺は混沌をマルティナに指し示す。

「あれを制御できそうか!?」

　初めて会ったときの実技授業のように、マルティナならばあの混沌カオスも魔ま法ほうに昇しよう華かするか、せめて無害な濃度までに発散させることができるかもしれない。

　これが最初で最後のチャンス。

「うん、やってみるわ」

　口調は軽いが、マルティナの表情は真剣そのものだった。

　ランプの明かりしかない暗くら闇やみの中でも、その金色の瞳ひとみは輝きを発しているかのよう。まばたきひとつすることなく、混沌にイメージを集中させている。

　こうなったら、下手な手出しは彼女の精神集中を乱すだけだ。

　そんなマルティナの手が、かすかに震えていた。

「頼む……」

　俺おれにはただマルティナの手をそっと握にぎってやることしかできない。

　やがて、混沌核カオスコアの周囲にまとわりついていた黒い霧が、徐々に薄くなっていく。

「やったのか？」

　けれど、それは嵐の前の静けさでしかなかった。

　漂ただよっていた黒い霧は、すべて消えて、一見、秩ちつ序じよを保つかのような、球状の姿をしたものが現れた。

「違う……あれは混沌核……」

　混沌は発散したのではなく……混沌核の中に吸収されて、見えなくなっただけ。

　真の闇の中にあっては、いかなる恐ろしい者が隠れていようと、俺たちの目に見えないのと同じことだ。

　突如として、混沌核から、ざわざわと細い針のようなものが大量にあふれ出す。

　膨ぼう大だいな量の針は路地にうずたかく山となり、混沌核の姿が見えなくなっても、なおそのかさを増していった。

　あんな小さな混沌核から、どうしてこれだけの針があふれてくるのか？

　もはや、常識や物理法則という秩序は失われていた。

　異常であり超常。そうとしか言えない現象を目まの当あたりにして、俺たちは言葉を失う。

　こんもりと、見上げるほどの黒い針の山が瞬またたく間まに積み上げられたかと思うと、その頂上部がガサリと内側から崩れ、赤茶けたなにかが顔を出す。

「なっ……！」

　それを見たとき、俺は心臓を無造作に握りしめられたような気がした。

　針の山から現れた醜みにくいできものだらけの肉にく塊かいは、紛まぎれもなく大きな鼻だった。

　外気の匂いを確かめるように、クンクンと不気味にひくつかせたあと、針の山が動き出した。

　一本一本の針がすべてひとつの巨体に集合していき、それの剛ごう毛もうとなっていく。

「なんで、ここに……あいつが……」

　丸太のような二本の足が、見慣れた路地の石いし畳だたみを踏みしめた。

　異様に長い両腕は、伸ばすと路地の左右の壁に楽々と届いた。それはまるで俺おれたちの逃げ道を塞ふさぐかのよう。

　黄色い不ふ揃ぞろいな牙をむき出しにして、湿しめった土のような腐ふ臭しゆう漂ただようよだれをたらしながら、そいつは俺たちを剛毛の奥に隠れた目で見下ろしていた。

「これが混沌投影体カオスプロジエクシヨンなの……」

　呆ぼう然ぜんと呟つぶやくマルティナ。

　いや、こいつはそんな教科書の言葉で言い表せるような相手ではない。

　こいつは俺にとっての、絶望であり、恐怖であり、過去であり、憎ぞう悪おであり……仇きゆう敵てき。

　村を滅ぼした、魔物あいつだ！

「うおおおおおっ!!」

　俺は木箱の残ざん骸がいから先の鋭く尖とがった木もく片へんを拾い上げ、両手で構えると、そのままなにも考えずに突進する。

「ビンス、やめてぇ！」

　マルティナの悲鳴が聞こえたが、俺は一いつ顧こだにしなかった。

　思考は激げき情じように完全に乗っ取られていた。

　これまで十年以上、エーラムで学んできたこと──それらすべてをかなぐり捨て、俺はただ獣のような叫びを上げて、魔物に挑みかかった。

　血のたぎりは頭を芯しんから麻ま痺ひさせて、魔物への恐怖は一切なかった。

　望むのは、ただひとつ。魔物の血のみ。

　横になぎ払うように魔物の腕が迫ってきたが、俺はかわすこともせず、さらに加速して突進する。

　紙一重のところで、魔物の腕は俺の頭上を通り過ぎた。

　これは体術でもなんでもない。ただの幸運。

　だが、なんだっていい。

　俺は魔物の懐ふところに入ることができたんだ！

「だぁぁっ!!」

　突進の勢いそのままで、身体ごと木片の先せん端たんを魔物にぶち当てた。

　その衝しよう撃げきで木片が手からズルッと滑すべったが、反対側を自分の腹で押さえ、抱きかかえるようにして、もう一度押し込む。木片が手のひらを傷つけ、靴を履いていないため足の裏の皮がむけたが、そんなこと構いはしなかった。

　ほんの少しでも魔物の腹の奥にこいつを突き立てられるのなら、俺はなにを犠ぎ牲せいにしたって惜しくはない。

　どれだけの時間だったか。

　俺おれにとってはずいぶんと長い時間。

　十年の恨みをすべて込めた時間だったが、おそらくはほんの数瞬の出来事。

　皮のむけた足からにじんだ血によって、石いし畳だたみを踏ん張ることができなくなり、ずるりと滑すべった。

　俺は膝ひざから敷しき石いしの上に座り込む。

　すべての力を使い果たし、もはや立つことも、木もく片へんを握にぎることさえできない。

「はぁっ、はぁっ……」

　これまで忘れていた呼吸を思い出し、あえぎながら、俺はゆっくりと上を見上げた。

　すぐ目の前に魔物がいた。

　そのみぞおちのあたりには、俺の突き立てた木片が刺さっている。

「やった……やったぞ……」

　いったい、いつからだろうか。もう流し尽くしたと思っていたのに、俺の目からは、たくさんの涙があふれ出していた。

　ぼやける視界の中で、魔物はゆっくりと……ゆっくりと動いていた。

　俺の刺した木片を引き抜き、軽々と片手で構える。

　その先せん端たんには血すらついておらず、やつの身体から抜けた剛ごう毛もうが数本こびりついているだけだった。

「やったんだよ……俺は……」

　その光景を見ながらも、俺は現実として受け入れられなかった。

　全力で否定していた。

　俺の決死の一撃が為なしたことは、魔物の剛毛を数本抜いた程度でしかなかったなんて──そんなのあり得ないだろう？



　ビュッ!!



　振り下ろされた木片が、あえぎながら涙を流す、俺の横よこ面づらを激しく打った。

　パーンという軽い乾いた音がして、木片はきれいにバラバラに砕けた。

　その勢いで、俺は路地に投げ飛ばされるように、真横に倒れ込む。

　痛みよりも、耳鳴りがひどかった。

　頭がぼんやりしているが、意識は途絶えていなかった。

　木片が砕けたのが幸いして、ダメージはそれほどでもなかったのだろう。

　いや、それは不幸だったのかもしれない。

　魔物は俺おれの意識が残っていることに気づいたのか、雑ざつ草そうでも引き抜くかのように、俺の腕をつかんで高く持ち上げる。そして、もう一方の手で俺の足もつかみ、剛ごう毛もうの奥にある目でじっとこちらを観察した。

　魔物の顔がすぐそばに迫る。

　吐き気を催すような腐ふ臭しゆうと、よどんだドブ水のような瞳ひとみ。

　きっと、魔物は「こいつの手足をむしり取ったら、どんな悲鳴を上げるだろう」と、思っているに違いない。

　なすすべもなく吊つるされながら、俺は唇くちびるを噛かんだ。

　たとえ手足をもぎ取られても、声ひとつ上げてやるものか。

　村の人たちの上げた悲鳴が、俺の脳のう裏りに甦よみがえる。

　もう、二度とあの声を聞きたくない。

　それが自分の悲鳴であってもだ。



「いやああああっ、ビンス！」



　それなのに誰かの悲鳴が聞こえる。

　いったい誰なんだ。

　もう、俺は誰の悲鳴も聞きたくないのに……

　顔の向きを変えると、首に力が入らなくて、がくりと頭が落ちた。

　斜めになった視界に、女の子の姿が見える。

　あれは……そうだ、マルティナだ。

　なんでここにいるのだろう。

　なんでまだ逃げていないんだろう。

　混沌カオスに抵抗する者──メイジとしての義務を果たそうとしているのか。

　けれど、おまえはまだ見習いじゃないか。それでも、メイジを志こころざすのならば、この場で命を捨てねばならないのか。

　それがメイジの義務？　意地？　それとも、プライド？

　そんなものはどうだっていい。



　なぜ逃げてくれないんだ！



　そう思ったとき、急に頭がはっきりとしてきた。

　大切な人を守りたい。

　こんな当たり前の願いを、世界は拒きよ絶ぜつしている。

　秩ちつ序じよの失われた、この『混沌カオスの時代』において、ひとたび世界がその牙をむけば、俺おれたちは一様に無力なのか……

　いや、違う。

　無力なんてことはないはず。

　たとえどんなに小さくても、力はゼロではない。

　俺は唇くちびるを噛かみしめるのをやめ、口を開いた。

「マルティナ……メノウと逃げろ……」

　かすれる声を絞り出しながら、俺は残った腕で魔物の小指らしき部分をつかむ。

　ほんのわずかでも抵抗して、時間を稼いでやる。

　いまの俺にできることはすべてやる。

　腕がもがれても、足がもがれても、こうしてしがみついてやる。

　守ってやる！



「ゴァアアッ！」



　突風のような音が、俺の耳元で響いた途と端たん、俺は地面に放り出された。

　路地に敷しかれた石に身体を打ったが、それよりもなぜ自分が解放されたのかが不ふ思し議ぎだった。

　魔物は俺が握にぎっていた小指を押さえて、鼻息を荒くしていた。

　その指からは、ドロドロとした汚泥のような魔物の血があふれ出している。

　なにが起きたんだ？

　いままで魔物の指に触れていた自分の手を見てみると、かすかに緑色に光っているように見えた。まさか、無意識のうちに、なにか魔ま法ほうを使ったのだろうか？

「ビンス、立って！」

　なにが起きたか理解できない俺を、マルティナが抱き起こそうとする。

　不思議な緑色の光は、もう消えていた。

　俺はなんとか両足に力を入れて立ち上がろうとしたが、魔物はそんな猶ゆう予よを与えてはくれない。傷を負った指を押さえながら、今度は片足を大きく持ち上げて、俺たちを踏みつぶそうとする。



「──覆おおい尽くし、絡みとれ。締めつけ、糧かてとしろ。其そは生ある限り、音もなく侵略する。領域を広げ、その手を天に広げる」



　そのとき、魔物の背後からかすかに声が聞こえた。

　どこかで聞いたことがあるのに、まるで初めて聞くような声。

　強く確固たる意志を込めた、身体に突き刺さるような言葉。

　これは呪じゆ文もんの詠えい唱しよう。

　メイジがイメージを強化させるために行うものだ。

　その声に応えるかのように、足下の敷しき石いしがゴトゴトと振動を始めた。

　片足立ちになっていた魔物は、バランスを大きく崩して尻餅をつく。

　その途と端たん、大きな敷石の下から細い蛇へびのようなものが無数に這はい出して、一斉に魔物の足に絡みついていく。

「なんだあれは……」

　その細長いモノはすでに魔物の全身を覆おおい尽くしていたが、いまだそれは地面から無尽蔵にあふれだし、幾いく重えにも、幾重にも、執しつ拗ように絡みついていく。

　もう魔物は身動きさえできない。それどころか、魔物の姿さえわからなくなっていた。

　絡みついているモノは中にいる魔物を締め上げるように互いの絡みつきを強めていき、やがて、ゴシャッというなにか硬いものが砕ける音がした。

　少し遅れて、地面に黒い液体があふれ出す。

　それが魔物の血であると気づいたとき、俺おれはようやくその細長いモノの正体に気づいた。

　いつの間にか、黒い葉よう脈みやくを持った無数の葉が開いていた。

　魔物を呑のみ込こんだもの──俺が蛇と見間違えたのは、植物の蔓つるだったのだ。

　まるで魔物の血を吸って成長したかのような禍まが々まがしい色をした葉が、静かに風に揺れている。

「うっ……」

　蔓に覆われた内部がどうなっているのかを想像して、俺は吐き気を覚えた。

　あまりにあっけない魔物の最期は、まるで子供のときと同じだった。

　ただ、今度助けてくれたのは、緑色の輝きを持つ剣を振るうロードではなく……

「ビンス、私の声が聞こえますか？」

　マルティナに身体を支えられたまま、かすむ目で見上げた先には、見慣れた顔。

　俺にとっての恐怖そのものであり、過去と憎ぞう悪おの権ごん化げである魔物。

　そいつを、たった一度の魔ま法ほうでたやすく滅ぼしたのは、俺の通う魔法大学の講師──あのプロント先生だったのだ。



　　　　◆◇◆



　俺が目を覚ましたとき、もう身体の痛みはなかった。

　プロント先生の魔法によって、傷はひとつ残らず治ち療りようされていた。

　生命魔ま法ほうはこうした治ち癒ゆの技がよく知られているが、あの晩、プロント先生の使ったのは蔓つるに生命力を与えて急成長させ、ものを縛り付ける魔法。

　授業で実演される、お手本のような魔法とは違う。

　あれこそが本物の魔法であり、メイジの真の力。

　メイジを目指す身でありながら、俺おれはあのような魔物を一瞬で滅ぼしてしまった凄すさまじい力に恐れさえ感じていた。

『混沌カオスのことだけじゃなく、魔法だって教えていきたい』

　以前、広場でマルティナに語った自分の言葉を思い出す。

　あれほどの力を見せつけられてもなお、そのようなことが言えるのか。

「いや……あんな力……」

　アカデミーが魔法を独占するのは、己の権力を保持するためだけではないのかもしれない。あのような力が無む闇やみに広まれば、混沌災害よりも恐ろしい悲劇を生み出すだろう。

　もしかして、アカデミーはそのことを恐れているのではないだろうか。

　いま俺が本物の魔法を目まの当あたりにして、恐れを感じているのと同様のことを、アカデミーも感じているとしたら……

「ただ、教えて、広めていくだけじゃあ駄だ目めなのか」

　これまで自分が正しいと思っていたことが揺らぐ気分だった。



　俺がそんな答えの見つからない問題を自室のベッドでぼんやりと考えていると、戸がノックされた。

「ビンス、起きてる？」

　それはマルティナの声。

「ああ、起きてる」

　体調はすっかり良いのだが、プロント先生からは丸一日安静にしているようにと言い渡されていた。

　もっとも、それはマルティナから聞いた話だ。プロント先生は俺を治ち療りようしたあと、すぐメノウを治療するため魔法大学に連れて行ったのだという。

　魔法大学の緑の生命魔法学部は、エーラムでもトップレベルの医い療りよう組織だ。魔法機密の巣そう窟くつのような場所のため見舞いには行けないが、どこの誰よりも安心してメノウを任せられるはず。

「入っていい？」

「どうぞ」

　マルティナは大学の制服姿だった。

　窓の外は夕日で赤く染まっている。もう大学の授業が終わったのだろう。

「良かった。元気みたいね」

「まあな。明日は大学に行くつもりだよ。プロント先生にもお礼を言いに行かないと」

　本調子であることを示すため、俺おれは腕を上下に動かしてみせる。手のひらの傷も、すりむけた足の裏も、すべて癒いえて元通りだ。これも魔ま法ほうのおかげ。

「そう言えば、今日、プロント先生から、あの混沌投影体カオスプロジエクシヨンについて教えてもらったわ。あの毛むくじゃらのやつは、ティル・ナ・ノーグ界のバグベアって言うんだって」

　ティル・ナ・ノーグ界は、召喚魔法によって顕けん現げんさせられる魔物の由来となる異界のひとつだ。妖よう精せいが多く住まい、メイジの使い魔として使し役えきされることもある。

「バグベアか……ティル・ナ・ノーグ界では、よほど恐ろしい妖精なんだろうな」

　神話に伝えられる極大混沌カオスの権ごん化げたる、デーモンロード。

　偉大なロードの英えい雄ゆう譚たんにて討とう伐ばつされる、ドラゴン。

　それらの特大級の魔物には及ばなくとも、バグベアも並みの魔物ではないはずだ。

　ところが、マルティナは首を横に振った。

「ううん、バグベアってのは弱い人間を狙っていたぶるたちの悪い魔物だそうだけど、脅きよう威いとしては中の下くらいだそうよ」

「なんだ……って？」

　俺はマルティナの言葉に我が耳を疑った。

「だから、治ち癒ゆや補助が主で、直接の戦いには向いていない生命魔法専攻のプロント先生でも、楽々と倒してしまったでしょ？　腕に自信のあるメイジだったら、それほどの相手じゃないみたい」

「そんな馬鹿な……」

　だったら、そんな強い力を持つメイジが団結して──野や卑ひと軽けい蔑べつするロードと契約してまで対抗しようとする混沌とは、いったいどれだけ強大なものだって言うんだ。

「なんだよ……混沌って……なんなんだよ」

　そんな恐ろしいものが『混沌の時代』とさえ呼ばれるほど、この世界には蔓まん延えんしているというのか。

　俺が村で経験した絶望は、そんな巨大な脅威のほんのちっぽけな断片？

　そんな断片を子供の頃に垣かい間ま見みただけで、俺は世界を知ったつもりになり、あまつさえ変えてやろうと思い上がっていたというのか。

　身体が震えていた。

　世界の大きさと、それに比べて自分の小ささに恐怖さえしていた。

「ほら、情けない顔しないの」

　すると、ぽんと俺の頭に手が置かれた。

　顔を上げると、すぐそばにマルティナの顔がある。

「でも、これでわかったでしょう。メイジが──そして、それを統とう括かつするアカデミーがどんなものかが」

　いままでマルティナから何度も聞かされた言葉だったが、いままでとは違って、俺おれの心に強く、重く響いた。

「ああ……」

　メイジの名門に生まれ、生まれついてメイジとなるべくして育ったマルティナは、ほかの学生たちよりも、その意味の重さを幼いときから理解していたのだろう。そんな彼女に、いままでの俺はどのように映っていたのか……

　俺は恥ずかしくなり、顔を上げることができなかった。

「でも、あんたもなるのよ。そんなメイジに！」

　ところが、マルティナはうつむく俺の頬ほおに手を当てて、無理に持ち上げる。

　されるがままに顔を上げた俺の目に映ったマルティナの顔は、どこか不安そうな表情をしている。

「だから、もう無む茶ちやなことはやめて。あんなのはメイジの戦いかたじゃない」

　バグベアと遭遇したとき、俺は頭に血が上って、我を忘れていた。

　マルティナがいることも忘れて、ただあいつを倒すことしか考えられなかった。

　いや、考えようともしてなかった。

　もしも、少しでも思考する力があれば、敵かなうはずもない相手に木もく片へんひとつで挑みかかることはしなかっただろう。

　これまで無知から来る恐怖を打ち払い、混沌カオスを理解することで脅きよう威いに対抗しようとしてきたはずなのに、俺はまるで反対のことをしてしまった。

「悪かった」

　俺はマルティナに謝ったが、彼女の顔から不安の影は消えない。

「本当にわかってるの。あんたはメイジになるんでしょう。メイジにならなくちゃいけないのよっ！」

　つかんだ俺の肩を揺さぶって、せき立てられるように訴える。

　そんな彼女の態たい度どに、俺は違和感を覚えた。

「マルティナ……なにか隠してないか？」

　俺の言葉にマルティナは驚いたように手を離すと、顔をうつむかせて、ただ黙って立ち尽くす。

「マルティナ？」

　しばしの沈黙のあと、マルティナがかすれた声で言った。

「メノウが……メノウが捕まったわ……」

「えっ、なんで！　誰に!?」

「あの魔物が現れたのは……メノウが魔ま法ほう実験を失敗したせいらしいの」

　確かにあの晩、メノウは俺おれよりも先に外にいて、混沌核カオスコアと対たい峙じしていた。

　けれど、俺には納得できない。

「そんな馬鹿な！」

「いいえ、本当よ」

「いやっ、もし、メノウが魔法実験をしていたのなら、なんであいつは寝ね間ま着き姿だったんだよ。実験をするなら、保護魔法が付与された制服を着るのが当たり前だろっ!?」

「けれど、メノウ本人が罪を認めているのよ」

　マルティナが辛そうに語った言葉に、俺は息を飲んだ。

　メノウが認めている……本当なのか……？

　俺はあの晩のメノウの言葉を思い出した。

　どうして、メノウは「ごめんなさい」と謝っていたのか。

　あれは魔法実験を失敗してしまったことへの謝罪だったのか？

「どうして、そんなことを……メノウはこれからどうなるんだよ」

「いまは大学の懲ちよう罰ばつ房ぼうに入れられているわ」

　懲罰房とは、罪を犯した学生を幽ゆう閉へいする場所だ。罪を犯した学生に反省をうながすために使われる、いわば牢ろう屋やだった。

「……たぶんだけど、ひどいことにはならないと思う。あの子はアカデミーの秘ひ蔵ぞうっ子のはずだから」

「秘蔵っ子って、どういう意味だよ、それ」

「これはウチの一いち門もんのメイジから内ない緒しよで教えてもらったことだけど、メノウは混沌カオスに対する特別な体質の持ち主らしいの。だから、アカデミーもそんな貴重な人材を簡単には退学にしたりはしないはず。しばらく、懲罰房からは出られないとは思うけど……」

「しばらくって……？」

「罪の重さによるけど、最低でも半年は閉じ込められるでしょうね。懲罰房の扉は、一度閉められたら、時限式の保護魔法がかけられて、期限が来るまでは絶対に開かないというから……」

「そんなに長くかよ？」

「たとえ下級な魔物でも、あれがどれだけ危険なものだったかは、あんただってわかっているはずよ。あれは学生が試して良いような魔法じゃない」

　マルティナの言葉はすべて正論であり、俺が反論する余地はなかった。

　きっと、俺にこのことをどのような言葉で伝えるか、ずいぶんと考えてきたのだろう。

　俺はマルティナになにも言い返せず、ただただ自分がちっぽけであると、改めて噛かみしめていた。

　魔ま法ほう大学に通いながらも、メイジの本当の姿さえ見えておらず。

　一緒に暮らしていたメノウが、どうして危険な魔法実験をしたのかさえわからない。

　目を開いているつもりだったのに、俺おれにはなにも見えていなかった。



「ビンス、絶対に無む茶ちやなことはしないで……さっき約束してくれたでしょう？」



　そんな俺をマルティナは抱きしめてくれた。

　彼女の胸は暖かく。心地よく──

　なにより優しかった。

















　あの晩の出来事から七日が経たった。

　メノウは、まだ戻ってきていない。

　マルティナも、最近はあまりやってこなくなった。

　それもしかたがないだろう。

　なにしろ、もう実技試験は終わったのだ。



　結局、俺おれはマルティナをパートナーにした。

　メノウがいないとなれば、それは自然な成り行きだった。

　マルティナの思おも惑わくどおり、試験の成績はトップを取ることができた。

　優等生のマルティナならばいざしらず、混沌濃度を高めることしか能のない俺にとっては生まれて初めての快挙。

　だが、思ったより俺の心は動かされなかった。

　たとえ試験でトップを取ろうとも、巨大過ぎるアカデミーという存在が、俺たちを頭から押さえつけているような気がしてならなかったからだ。

　それでも、マルティナの望みが達成されたことには違いない。

　最近、マルティナはやけに忙しそうだ。

　正装をして、身分の高いメイジと歩いているところを見かけたこともある。

　けれど、あれが彼女の本来の姿なのかもしれない。

　マルティナは目的を果たして、本来、あるべき場所へ戻ったのだろう。

　いまとなっては、試験のパートナーのことでマルティナが大騒ぎをしていたことも懐なつかしく感じられた。



　俺はオンボロ寮りように作った読み書き教室のイスに腰を掛けている。

「やっぱり来なかったか……」

　机の上の石せき盤ばんを指でなぞりながら、俺は呟つぶやいた。

　今日は、広場でトゥーリに読み書きを教えると約束した日だった。

　けれど、もうその時間はとっくに過ぎている。

　ただ、俺はトゥーリを責めるつもりはなかった。

　この寮に魔物が現れたことは、町の噂うわさとして広まっている。実害のない鬼おに火びくらいならまだしも、バグベアが現れたとなればただ事ではない。

　トゥーリも、両親にここには近づくなと強く言いつけられたのだろう。当たり前だ。

　メノウがいなくなり。

　マルティナもいなくなった。

　オンボロ寮に近づくものは誰もいなくなり、俺の胸にはぽっかりと大きな穴が空いたようだった。

　窓から差し込む光が赤みを帯びてきた頃、俺おれは立ち上がる。

「よし、行くか」

　今日、誰も寮りように来なかったら「あること」をしようと決めていた。

　俺は、かねてから計画していたとおりに準備を始める。

「マルティナが知ったら、怒るだろうな」

　そう言いながらも、あの晩以来ずっと沈んでいた気持ちが久しぶりに高ぶってくるのを俺は感じていた。



　　　　◆◇◆



　魔ま法ほう大学の施し設せつは、エーラムの町に点在している。

　主なものは大講堂のそばに密集しているが、中にはあえて中心から外れた場所に建設されたものもある。

　そのひとつが、本来ならば大学にあるべきではない施設──懲ちよう罰ばつ房ぼうだ。

　とはいえ、見た目はまわりの建物に比べても、あまり違和感はない。

　むしろ、控えめながら凝こった装飾の施ほどこされたデザインであり、一見したところ身分の高い人物の家にも見える。まさかこの建物が懲罰房だとは誰も思わないだろう。

　そもそも、懲罰房はその存在さえ一般の人間に公開されていない。

　そのようなものが必要とされること自体が、魔法大学──ひいてはアカデミーにとっての恥であるからだ。

　かくいう俺でさえ、その存在は知っていても、どこにあるのかまでは知らなかった。まともな学生ならば近づこうともしないこの場所を探し出すのに、三日もかかってしまったくらいだ。

　懲罰房らしくない外がい観かんを意識しているせいか、高い塀へいもなく、建物に近づくだけならなんの問題もない。無む防ぼう備びなようにも思えるが、そこはアカデミーのことだ。おそらく目には見えない魔法的結界が施されているのだろう。

　日が暮れてまもなく。

　まだ完全には真っ暗になっていない黄昏たそがれ時どき。

　俺はあたりを警戒しながら、闇やみに紛まぎれて懲罰房の壁に近づいた。

　目当ての部屋は、おそらく二階にある。それは一階に比べて、二階の窓がやけに小さく、さらに頑丈な格子があることから推理できた。

　俺は、寮から持ってきたハシゴで懲罰房の壁を登る。

　二階の高さまで登ると、そこは少し壁が出っ張っており、一階の窓のひさしとなっている。ここまで登ってしまえば、もうハシゴはいらない。

　ひさしに足を掛けて、俺おれは壁に張り付いた。装飾があるおかげで、手を掛ける場所にも困らない。普通の牢ろう獄ごくならば、侵入者に備えてのっぺりとした壁にするところだろうが、大学が懲ちよう罰ばつ房ぼうであることを隠そうとしたことが、俺にとっての幸いだった。

　それでも、ひさしは足場と呼べるほど余裕のあるものではない。わずかな出っ張りやへこみに指を掛けて、慎しん重ちように水平移動をしていく。

　目指すは二階の窓。懲罰房の明かり取り。

「よっ……」

　ようやくたどり着いた最初の窓。俺は背伸びをして、中をのぞき込む。

　懲罰房の中は、俺の想像していた牢獄のようなものとは違い、質しつ素そではあるがベッドと机のある平凡な部屋に見えた。

「はずれか」

　部屋には誰もいない。

　俺は慎重に水平移動して、次の窓をのぞくが、こちらも空だった。

　もしかすると、懲罰房に入れられている学生は少ないのかもしれない。

　そもそも、魔ま法ほう学校の厳しい教育を受けて、大学に進学してきた学生たちだ。懲罰房のお世話になるような者は滅めつ多たにいないのだろう。

　そして、三つ目の窓。

　その部屋はこれまでとは違い、ベッドには毛布があった。

　そしてなにより違うのは──

「メノウ！」

　ようやく俺は再会することができた。

　懲罰房は真っ暗で、廊ろう下かからの明かりだけが、ぼんやりと中を照らしている。

　部屋の中が暗く、見張りの歩く廊下が明るいのは、懲罰房だからこそだろう。

　おかげでメノウの表情はよく見えなかったが、それでもそこにいるのが彼女であることは間違いないと確信していた。

「ビンス……？」

「メノウ、どうして──」

　ここまで来た目的は、ただひとつ。

「どうして、あのとき謝ろうとしたんだ？」

　このことを聞きたかったから。

「私が、危険な魔法実験をしてしまったから……」

「違う。魔物が現れた晩のことじゃない。広場で会ったときのことだ」

　マルティナと一緒に子供たちに読み書き教室の呼びかけをしたあと、メノウは俺と広場で会って、なにかを言いかけていた。

　俺おれは馬鹿で鈍どん感かんだったから、メノウが言いたかったことに気づけなかった。

　メノウは、あのとき謝ろうとしていた。

　あの晩、魔物が現れる前から、メノウは俺に謝ろうとしていたんだ。

「もしかして、あのとき、もうなにかが起きるとわかっていたんじゃないのか？　だから、おまえは俺に謝ろうとしていたんだろ」

「ごめんなさい、ビンス」

「そうじゃない。謝って欲しいんじゃない。本当のことを教えて欲しいだけだ。おまえは、こんなところに閉じ込められなくてもいいんじゃないのか？」

「駄だ目め、私はここにいる」

「なんでだよ？」

「私といると、ビンスが危ない」

「どうして!?」

「それは……私の心が溶けてしまったから……」

　部屋の奥にいたメノウがゆっくりとこちらに歩いてきた。

　廊ろう下かの明かりで影になっていた彼女の表情が、少しずつ見えるようになる。

　俺はそのメノウの顔を見て息を飲んだ。

「どうして、そんな顔をしてるんだよ……」

　それは、とても悲しそうな表情。一緒に暮らしてきて、メノウが一度も見せたことのない、自分の感情を露あらわにした顔だった。

「なんでもない」

　その口調はいつもと変わらないというのに、表情だけはいまにも泣き出しそう。そのアンバランスな彼女の姿が、俺を不安にさせる。

「誰かに口止めされているのか？」

　俺の問いかけに、メノウは無言のまま。

　普段から無口のメノウだが、こうして俺の問いかけになにも答えないままでいたことはない。口数は少なくても、いつも答えてくれていた。

　やはり、誰かに口止めされているのだろう。

　俺は、メノウが罪を犯していないことを証明してやりたいと思っていた。そのために、ここまで来たのだ。

　けれど、このまま真実を追つい究きゆうすることが正しいのかどうか迷ってしまう。

　メノウのとても辛そうな顔を見ていると、そうすることが本当に彼女のためになるのかわからなくなっていた。

　明かり取りの窓から見える彼女の姿は、実際の距離よりもずっと遠くに感じられ、俺はかける言葉さえ失っていた。

　そんな俺おれに、メノウが告げた。かすかに震える声で。

「ビンス、帰って……」

　俺には、それがメノウの本心からの言葉であるとわかった。

　いますぐにメノウをここから出してやりたい。

　ただそう思って……メノウの無実を証明したくて、ここまでやってきたのに。

　結局、自分が無力であることを、また思い知らされるだけだった。

「くそっ！」

　俺は拳こぶしを壁に叩たたきつける。

　しかし、壁はびくともせず、まるであの魔物のように、俺の前に巨大な障害として立ちはだかっていた……



　そのとき、タイミング悪く、下の路地から人の声がしてきた。

　俺は見つからないように、壁に身体を押しつけて、息を潜ひそめる。

「減刑は受理されたというのに、釈しやく放ほうできないとはどういうことだ！」

「懲ちよう罰ばつ房ぼうの扉は魔ま法ほうによってロックされていて、一定の時間が経過しないと開放されないようになっているのです。魔法による脱走を防ぐための措そ置ちです」

「そのくらい、おまえなら解かい除じよできるだろう」

「もちろん、可能です。ですが、無理にひとつの魔法を解除すると、ほかの魔法を維持する混沌カオスのバランスが崩れてしまい調整に手間がかかるのです。ですので、減刑による釈放が認められても、ロックが解除されるまで待つのが定例です」

「そんなのは、あちらの都合ではないか！」

「そのとおり、あちらの都合です。そして、ここはエーラムですから、すべてはアカデミーの都合に従うしかないのです」

「まったく、なにがアカデミーだ。納得できん！」

　どうやら二人の人物が言い争っている──というか、片方が感情的に怒っていて、もう片方がそれを理り路ろ整せい然ぜんとした言葉で冷静になだめているといった感じだ。

　それにしても、このエーラムでアカデミーに対してあのような悪あく態たいをつくとはいい度ど胸きようだ。

　そんな二人の声がちょうど真下あたりを通りかかったところで、俺は好こう奇き心しんから下を見てみる。

　すると、ちょうど向こうもこちらを見上げており──ぴたりと目と目が合った。

「しまった……」

　壁に張り付いた状態では、逃げも隠れもできない。

　そんな俺おれに、さっきまで怒っていた人物が下から呆あきれたように尋たずねてきた。

「きみはなにをしているんだ？」

「ここに用があって……」

　うまい言い訳が思いつかず、つい本当のことを答えてしまう。

　その人物は見たところ、普通のエーラム市民といった感じではない。

　襟えりと袖そでに金きん糸しの刺し繍しゆうが施ほどこされた派手なジャケットに、しわひとつ寄っていない細身のパンツ。なにより目立つのは、手を守るナックルガードのついたレイピア──ぎりぎりまで刀身を細く、軽くして、素早い一撃を繰り出すことに特化された剣を腰に差していること。

　このエーラムで帯たい刀とうをしているということは、それなりの身分か理由があるはず。

　そして、もう一人のほうは、こちらは一見してメイジの女性だった。しかも、見習いの俺とは違い、大学を卒業した正真正銘のメイジ。腰に魔ま法ほう杖を差していることから、それはうかがえた。

　華やかな格好をしている連れとは対照的に、こちらは黒一色にまとめられた服装。ただし、スカートに腰近くまで入ったスリットからのぞく、すらりと伸びた足を見てしまうと、とてもこれが地味な服装とはいえなかった。エーラムでは見かけない変わった異国のデザインなので、おそらくどこかのロードと契約をしたメイジなのだろう。

「用というのは、そこにいるメノウにかい？」

















　帯たい刀とうをしているほうの人物が、さらに声を掛けてくる。こんな妙な状況だというのに、まったく動じた様子はなく、まるで道ばたで世間話をしているかのような気安さだ。

「え、ええ、そうですけど」

　そんな独特のペースに乗せられ、俺おれはまた馬鹿正直に返事をしてしまった。

　だが、すぐに疑問が浮かぶ。

「なんで、ここにメノウがいるって知ってるんですか？」

「そんなことはどうでもいいだろう。しかし、壁越しの逢おう瀬せとはロマンチックだねぇ」

　やけに嬉うれしそうな声で、その人物は語り続ける。

　どこか芝しば居いがかった、わざとらしい態たい度ど。

「そうだ！　良かったら、私が手助けをしてあげようか？」

「えっ？」

「ああ、きみ。そこを動かないように」

　俺の返事を待たず、その人物は片手をあげて、こちらに伸ばした。

　指先までピンと伸ばし、じっと狙いを定めるかのように動きを止める。

　一瞬、緑色の光がひらめいたかと思うと、俺のすぐ脇で硬いものが削られたような「ガリッ！」という轟ごう音おんが鳴り響いた。

「なっ？」

　おそるおそる音のしたほうを見ると、なんと俺のすぐ脇の壁が縦一文字に大きく切り裂かれていた。

「うわっ!?」

　驚いた俺は、うっかり足を踏み外してしまう。

　落下の衝しよう撃げきを覚悟したが、俺はそのまま路地の敷しき石いしにゆっくりと着地できた。これは静動魔ま法ほうの一種。混沌カオスによって力学を操作することは、その汎はん用よう性から広く活用されている。

　おそらく、あの黒ずくめのメイジが助けてくれたのだろう。

　珍しくはない魔法だとはいえ、俺が落下しそうになるのを見て、とっさに使用するのはベテランのメイジでなければ無理な芸当だ。

　しかし、そのことがかすむほどの驚きは、懲ちよう罰ばつ房ぼうの壁が切り裂かれたことである。

　未熟な見習いメイジである俺でも、壁の切り口で混沌濃度が乱れて、魔法が不安定になっているのが見える。見た目は普通の建物でも、メイジの見習いを閉じ込めておく懲罰房だ。脱走を防ぐために、壁には厳げん重じゆうな保護魔法が施ほどこされていたはずだ。

　ところが、そんな保護魔法は、なにか強い別の力によって突き崩されていた。

　混沌を操作して、新たな魔法で上書きしたのではない。

　魔法を構築する混沌そのものを破壊するような、まったく未知の技だった。

「なんだよ、この魔法……」

　俺おれはいままで魔ま法ほう大学で習っていた常識が覆くつがえされるような気がした。

「魔法ではない。これはクレストの天恵ギフトだ」

　振り向くと、たったいま壁を切り裂いた張本人が立っていた。

　クレストという言葉もさることながら、魔法大学の懲ちよう罰ばつ房ぼうにこんなことをしでかしておきながら涼しい顔をしているのに驚きだった。

「クレストって……じゃあ、あなたはロードなんですか？」

「いかにも」

　近くで見ると、そのロードを名乗る人物は俺より少しだけ背は高いが、体つきはだいぶ細い。絹きぬのように細く明るい色をした金髪で、端たん正せいな顔立ち。全体に、気取った二枚目の貴き族ぞくといった容よう貌ぼうだった。

　それは、俺のロードに対するイメージとはずいぶんと違っていた。

　混沌カオスに対抗するものとして、メイジと並び立つロード。

　メイジが混沌を御ぎよする力である魔法を行こう使しするのに対して、ロードは世界に散らばった秩ちつ序じよの結けつ晶しようたるクレストから、天恵という形で力を引き出す。

　メイジとロード。

　同じ超常的な力を発揮するものでも、その根源はまったく異なるわけだ。

　この世の英知を統とう括かつするのは間違いなくアカデミーだが、実質的に人々を統とう治ちしているのはロードたちだ。隣りん国ごくとの領地争いを繰り広げることはあるが、自分の土地で発生した混沌災害に対処するのも、クレストの力を行使できるロードと、そのロードと契約するメイジの仕事だ。いくらアカデミーでも、エーラムから遠く離れた土地まで、その力は及ばない。

　ロードがこの世界に秩序を取り戻すためには絶対に無視できない必要な存在であることは、誰もが認めているが、学生の間では、理想高きアカデミーとは異なり、つまらない勢力争いに明け暮れる野や卑ひで粗そ暴ぼうなものと陰口を叩たたかれている。

　そうしたイメージが強いせいか、俺はもっとロードというのは無ぶ骨こつな強こわ面もての人物であると思っていたが、目の前ですました顔をしているロードはまったく違っていた。

　まるで身分の高いメイジのように洗せん練れんされた物腰で、優ゆう美びささえ兼ね備えている。

　だが、そんな姿だからこそ、いまこのロードがしでかしたことの無む茶ちや苦く茶ちやさが際きわ立だっていた。

「いきなり、なんてことをするんですか！」

　いくらロードでも、魔法大学の懲罰房を破壊したりしてただですむはずがない。

「おや、きみはあそこにいる子に会いたかったんじゃないのかい？」

　ロードは悪びれる様子もなく、ひょいと壁のほうを指さした。

「ビンス、怪け我がしていない？」

　ロードが切り裂いた壁の穴から、メノウがこちらを見下ろしていた。

「俺おれは大丈夫だ、メノウは？」

「平気」

　いつもの素っ気ない返事だったが、俺はそれを聞いてホッと一安心する。

「きみ、そこから降りられるかい？」

「無理」

　のんきに呼びかけているロードに、メノウは首を横に振って答える。

「じゃあ、クロ。迎えに行って」

　クロと呼ばれたのは、さきほどから無言でロードの脇に立っている黒ずくめのメイジだった。いくら契約をしているからといって、このロードの蛮ばん行こうにメイジとしてなにか一言はないのだろうか？

　すると、クロはようやく口を開いた。

「誰か来たようです」

「ええっ!?」

　反射的に驚いてしまったが、あれだけの派手な音を立てて壁をぶち壊したのだから、それは当然のことだろう。

「いったい何事だ!?」

　懲ちよう罰ばつ房ぼうの職員らしき男が二人ほど駆け寄ってきた。魔ま法ほう大学の職員の制服を着ているが、彼らはメイジではなかった。

　俺は無関係であることを主張するため、ロードから距離を取ろうとしたが──

「彼が懲罰房の中をのぞいていたので、賊ぞくかと思い、剣を一振りしたのだが……」

「ええええっ!?」

　いきなり、このロードはなにを言い出すんだ。

「ふむ、少しばかりやり過ぎてしまったようだな。すまない」

「少しばかり……って」

　言葉を失う職員たちに対して、ロードは腰に両手を当てて、堂々とした態たい度どを示す。それはとても謝罪しているようには見えないが──いや、そんなことはどうでもいい。

「ちょっと、なにを言ってるんですか！」

　俺はロードに猛もう烈れつに抗こう議ぎする。

「なんだい、なにか申し開きでもあるのかい？」

「なんで俺が賊なんですか。俺はなんにも──」

「クロ、彼は懲罰房の壁に張り付いていたよな？」

「はい、張り付いていました」

　ロードに尋たずねられて、クロは神しん妙みような顔つきでうなずく。

「それはアカデミーに所属するメイジとしての公式な発言だよな？」

「公式の発言です」

　俺おれは、このロードにはめられたことに気づいた。

　このままでは俺は懲ちよう罰ばつ房ぼうに侵入しようとした賊ぞくに仕立て上げられてしまう。

　しかも、それが半分は事実であるというのが、またやっかいだ。

　そこにつけ込んで、このクロというメイジは公式の証言だと言っているのだ。そこに嘘うそはないのだから、アカデミーに真偽を問われても問題はない。

　職員たちは顔を見合わせ、それから俺のほうをにらんだ。

「きみは懲罰房に侵入しようとしていたのかね？」

「いいえっ、違います！　俺はただ友達と話がしたくて、明かり取りの窓からのぞいていただけです」

「それは本当かね？」

「本当です。だいたい、懲罰房に忍び込むなんて、とても無理だってことくらいわかっています」

「だったら、懲罰房の中をのぞくことが、どんなに馬鹿なことであるかもわかってもらいたかったね」

　職員は少し表情を和やわらげ、かわりに呆あきれた顔をした。

「すいません……」

「まったく、上にどう報告すればいいのやら」

　どうやら職員たちは、俺の言ったことを信じてくれたらしい。苦い顔をして、どのようにこの状況に対処すべきか相談している。

　すると、ロードは、そんな困っている職員たちに馴なれ馴なれしく声を掛けた。

「おやおや、もしかして、これは私の早とちりだったのかな？」

　ここにいる人間でただ一人、このロードだけが気楽な笑みを浮かべている。

「そうなりますね」

「しかし、彼が壁に張り付いていたのも事実だし、私が勘違いしてもしかたがないね？」

「それはおっしゃるとおりですが……問題は、その勘違いから起きたこの事態の責任をいったい誰が取るのかですよ」

　職員はたっぷりの皮肉を交えて、ロードに問いかける。

　この飄ひよう々ひようとしたロードに、責任など無縁だとはわかりきっていたが──

「ふむ、ならば、ここは我が家名にかけて、私が公式に謝罪をさせてもらおう」

「へっ？」

　ロードの意外な言葉に、俺と職員たちは揃そろって間抜けな声を上げた。

「当然、壁の修しゆう繕ぜん費用などは、こちらで弁べん償しようさせていただく。報告にもその旨むねを明記して、責任の大半は私にあるとしてもらっても構わないよ。それならば、きみたちに面倒もないだろう？」

「それは、もちろん……」

　職員たちは半信半疑の表情を浮かべている。

　このくだらない事件に対して、ロードが率そつ先せんして非を認め、責任を取るというのだ。職員にとっては有あり難がたい話であるが、にわかには信じられないのも当然である。

「その代わり、迷惑をかけてしまった、彼──えーと、名前はビンスだったかな？」

「は、はい！」

　急に名指しされて、俺おれは大きな声で返事をする。

「彼が窓からのぞき見していたことは大目に見てあげてくれないかな」

「しかし、それは……」

「私としては、彼にも勘違いしてしまったことへの謝罪をしたいのだよ。私が責任を取るというのだから、そのくらいは構わないだろ？」

　一瞬、職員たちは迷った顔をしたが、すぐに小さくうなずいた。

　結局、彼らはなにか問題になったとき、責任をとれる自分以外の人間を探したいだけ。だったら、メイジ見習いの学生よりも、ロードを選ぶのは当然だろう。

　わけもわからず巻き込まれたかと思ったら、よくわからないままに助かっていた。

　結局、このロードは懲ちよう罰ばつ房ぼうの壁を壊して、いったいなにがしたかったのか？

　その答えは、意外な人物の登場によって明らかになった。

「いったいなにをもめているのですか？」

　やってきたのはプロント先生と、そしてもう一人は、なんとマルティナだった。

　プロント先生と一緒にいるマルティナは、魔ま法ほう大学の制服姿だったが、正装用のマントを身につけて、いつもよりも堅苦しい雰ふん囲い気きである。

「ビンス、なんでここに!?」

「いや、それは……」

　あれだけ無む茶ちやをするなと釘を刺されながら、メノウに会いに来たとは言いづらかった。

　しかし、マルティナにはすべてお見通しだったらしい。

「どうせ、メノウに会いに──って、なによあれっ!?」

　無残に崩れた懲罰房の壁と、そこに立っているメノウの姿を見て、マルティナが悲鳴にも似た、驚きの声を上げた。

「あれは、あんたの仕し業わざなの！　いったいなにをしたの！　無茶はしないって、あれほど約束したでしょう!?」

「ち、違う……俺じゃ……苦しい……！」

　激げつ高こうしたマルティナが、すごい力で俺の襟えりを締め上げる。

「そうだよ、あれは私の仕し業わざさ」

　この状況を引き起こした張本人が、いきなりマルティナを背後から抱きしめた。

「ぎゃっ！」

　まるでお嬢じよう様さまらしからぬ悲鳴を上げて、マルティナは大きく飛とび退のいた。

「えっ、まさか……？」

　そして、ロードの顔を見て目をぱちくりさせている。

　そんなマルティナの態たい度どにロードはクスッと笑うと、この騒ぎをぽかんと見ていた懲ちよう罰ばつ房ぼうの職員たちに告げる。

「ああ、そうだ。私の早とちりのせいで、不幸にも懲罰房の壁が壊されてしまったわけだが──」

「あれはあなたの仕業ですか！」

　マルティナの怒ど鳴なり声をそよ風のように受け流して、ロードは言葉を続ける。

「偶然にも、その中にいた彼女──メノウの減刑の手続きは、こちらにいるプロント女じよ史しによって完了しているはずだね」

　ロードの言葉を裏付けるように、プロント先生がこくりとうなずいた。

「え、ええ……まあ、書類上はそのようになっておりますが……」

「だったら、メノウはこのまま家に帰してあげてもいいね？」

「えっ、それはっ！」

　職員たちは困こん惑わくした顔をする。

「さきほど、減刑の手続きの済んだメノウを懲罰房から出せないのは、彼女の部屋に時限性の保護魔ま法ほうがかけられているからと言ったじゃないか。しかし、もう魔法は消えてしまったのだから、問題は解決したということだろう？」

「はあ、それはそうですが……なにぶん、懲罰房の生徒を途中で釈しやく放ほうするなんてことは前例がなく、どう判断したら良いいものか……」

「でしたら、このビンスにメノウの目め付つけ役やくをさせましょう。彼の身分は、魔法大学に所属するこの私が保証します」

　メノウを釈放することに難色を示している職員たちに、プロント先生が提案する。

「えっ、俺おれが!?」

「できるわよね？」

「は、はい、もちろん」

　メノウが懲罰房から出られるというのなら、俺はなんだって引き受けてやる。

「じゃあ、もういいね。そろそろ、職務に戻ったらどうだい。のちほど、ウチの使者をこちらに伺うかがわせるので、弁べん償しようや謝罪についてはそちらとやってくれ」

　ロードは用事は済んだから、さっさと帰れといった態度である。

　とはいえ、この場の責任をロードが取るというのであれば、職員たちも納得するしかないようで、そのまま立ち去っていった。あとはロードとアカデミーの微妙なパワーバランスによる駆け引きとなるのだろう。

　職員がいなくなったところで、俺おれは改めてロードと向き合った。

「もしかして、俺たちを助けてくれたんですか？」

　懲ちよう罰ばつ房ぼうの壁を壊したのは、メノウを救い出すため。

　俺を賊ぞくと勘違いしたというのは、懲罰房の職員──その上のアカデミーを誤ご魔ま化かすための演技だったのだろう。

　だとしても、このエーラムでこんな騒ぎを起こすのは、たとえロードであってもリスクの高い行動だ。おそらく、俺なんかでは想像もつかないような賠償金をアカデミーから要求されるはず。

「いったいどうして……？」

　すると、ロードは眉まゆを上げて、やや心外そうな顔をした。

「おいおい、勘違いしないでくれ。私は世界を救うのに忙しくて、きみたちのようなものを助ける暇ひまなんてないよ」

「えっ？」

「これは、そこにいる可愛かわいいマルティナ嬢じようからのお願いだったからさ」

　俺はマルティナのほうを振り向く。

　すると、彼女は口を尖とがらせて、不満そうな顔をしていた。

「だからって、こんな騒ぎを起こすなんて……」

「こうでもしないと、私の晩ばん餐さん会かいに間に合いそうもなかったからね」

「私の晩餐会……って。じゃあ、もしかしてこの人は!?」

　いま魔ま法ほう大学でも噂うわさになっている、晩餐会の主催者と言えば──

「そう、このかたは大工房同盟フアクトリー・アライアンスの伯はく爵しやく家けの──クレッセン卿きようよ」

　ロードとは言っても、ただのロードではない。世界を二分する勢力のひとつ、大工房同盟の有力貴き族ぞく。まだ家を継ついでいないが、いずれは一国の王となる人物だ。

　田舎いなかの村々を統とう治ちしているような地方領主のロードとは、まったく格が違う。

　あのマルティナが敬語なのも納得だ。

　しかし、俺が真っ先に思い出したのは、まったく別のイメージ。



「あっ、あの貧ひん乳にゆ──」



　乳の「う」の発音をする寸前、俺は顔面に強い風圧を感じた。

「うっ!?」

　まつげになにかが触れている。

　文字通り目にも止まらぬ神速の動きで、クレッセン卿きようの二本の指が、俺おれの眼球を貫つらぬく寸前にまで迫っていたのだ。

　俺は恐怖のあまり、その「う」のあとに続く言葉を呑のみ込こんだ。

「なにか言ったか？」

　懲ちよう罰ばつ房ぼうの壁を破壊しても飄ひよう々ひようとしていたクレッセン卿の目に、いまは恐ろしい殺気が宿っていた。

　それを見た俺は震え上がって即答する。

「いいえ、なにも！」

「よろしい」

　クレッセン卿は、俺の顔面に伸ばしていた手を元に戻した。それはまるで儀礼用の剣を鞘さやに戻すかのような、優ゆう雅がな動きだった。

　どうやら貧ひん乳にゆう好きというのは、クレッセン卿にとって禁句らしい。

　確かに自慢できるような趣しゆ味みではないと思うが、あそこまで怒るとは予想外だった。

「そうだ、クロ。彼女が降りるのを手伝ってやれ」

　さっきの怒りを嘘うそのように鎮しずめて、クレッセン卿はクロに命じる。

　クロに静動魔ま法ほうをかけられたメノウは、俺のときのように二階の部屋から路地にふんわりと着地した。

「メノウ！」

　俺はメノウに駆け寄って、彼女の両手を握にぎる。

　メノウはなにも言わずに、ただ俺のことを見つめ返すのみ。

　それでも良かった。

　厚い壁越しではなく、こうしてメノウと触れ合うことができた。

　聞きたいことはいろいろあったが、いまはそれだけで十分だった。

「私は約束は守った。次はきみが約束を守る番だよ」

　とても越えられないと思った、あの壁。

　それをあっけなく、俺では考えもつかない手段で突き崩してくれた恩人は、マルティナに対してそれだけを言い残し、この場を去って行った。



　　　　◆◇◆



「マルティナが、クレッセン卿にメノウのことを相談してくれたのか？」

　オンボロ寮りように帰りながら、俺はマルティナに尋たずねた。

「あの人だけじゃないわよ。ほかにもお父様や、一いち門もんのメイジとか、いろいろとね。私、顔は広いほうだから」

　最近、忙しそうにしていたのは、メノウのために奔ほん走そうしていたということなのだろう。

　試験が終わったから、俺おれたちなんて用済みなんだろうと誤解していたことが恥ずかしかった。

「さすがはマルティナだな」

「それに、私とは別にプロント先生もメノウの罰を軽くするようにって働きかけてくれていたのが大きかったかな」

「プロント先生もか。やっぱ、いい先生だよな」

「クレッセン卿きようとプロント先生のおかげで、メノウは釈しやく放ほうされることになったんだけど──それでも懲ちよう罰ばつ房ぼうの保護魔ま法ほうが解かい除じよされるまで、しばらくは出られないはずだったの。だからって、まさかあんな無む茶ちや苦く茶ちやをするなんて、やっぱりロードって野や蛮ばんだわ！」

「そうか？　俺はスカッとしたけどな。あんなこと普通はできないよ」

　最近、俺が感じていた、現実の重みに頭を押さえつけられるような息苦しさ。

　クレッセン卿は、それに大きな風穴を開けてくれたような気がした。

　そして、そんな穴から見上げた空は、呆あきれるほど広大だった。

　まさか、あんなとんでもないロードがいるなんて想像もしていなかった。

　やっぱり世界は広い。

　そんな世界に比べれば、自分がちっぽけであることはなにも変わっていない。けれど、それだけ自由にどこにでも、どこまでも行けるということでもある。

　世界の広さに怯おびえるより、そのことを楽しめばいいのかもしれない。

　ただ、そんなクレッセン卿の言葉で気になったことがあった。

「そういえば、今度はマルティナが約束を守る番って言ってたけど……まさか、契約を結ぶことを強制されたりしたんじゃないだろうな？」

「ああ、安心して。あの人は変態だけど、そんなケチなことは言わないから」

「そうなのか。じゃあ、約束って？」

「今度の晩ばん餐さん会かいに出席しろって言うのよ」

「ああ、例のクレッセン卿が主催するっていう……」

「だから、私はメノウと一緒だったら出席してあげるって言ってやったんだけどね」

「じゃあ……クレッセン卿がメノウを早く出してやろうとしたのは、晩餐会に間に合うようにするためだったのか」

「まっ、そんなわけで、メノウも一緒に出席してもらうからね？」

「わかった」

　メノウは無表情のままこくりとうなずく。

「なんかいいなぁ。俺も出てみたいよ」

　これまで晩ばん餐さん会かいなんて、あまりに場違いで関心もなかった。

　だが、クレッセン卿きようのような、魔ま法ほう大学の学生たちが語るイメージとは違う、本物のロードたちに会えるのならば出席してみたいものだ。

「あら、まだ聞いてなかったの？」

「え、なにが？」

「まだ学生たちには発表されていないのかしら……あのね、あんたも優等生枠として、晩餐会に招待されるはずよ」

「ええっ、ホントか!?」

「この前の実技試験の成績が良かったからでしょうね。プロント先生が推すい薦せんしてくれたらしいわ」

「よっしゃあ！」

「たくっ、なぁ～にが嬉うれしいのやら」

　マルティナは喜ぶ俺おれを横目で見ながらため息をついた。

「けど、晩餐会ってどんなふうにすればいいんだ。俺、そんなの出たことないんだけど」

「しょうがないわね。当日は私がエスコートしてあげる」

「ありがとう、お前だけが頼りだっ！」

　俺は思わずマルティナの手を握にぎって感謝する。

「けっ、けどっ、普通、こういうのは男のほうが女性をエスコートするもんなんだからね！」

　ふがいない俺に怒っているのか、マルティナは顔を真っ赤にして手を振り払った。

「悪い……そういう上品なのは苦手だから、おまえだったら得意なんじゃないかなって思ってさ」

　ところが、怒っていると思ったマルティナは、俺に背を向けてなにやらにやけた顔をしていた。

「んふっ、頼りにしてるだって……上品だって……んふふふふ～っ」

「お～い、マルティナ。どうかしたか？」

「えっ、な、な、なんでもないわ。いいわよ。頼りにされてあげましょう。だから、もっと私のことを褒ほめていいのよ。むしろ、どんどん褒めなさい」

　小さな胸を思い切り反らして、やたらと偉そうな態たい度ど。

　とはいえ、マルティナがいつもの調子に戻ってくれたと思えば、それは嬉しくもある。

　だから、俺もいつもの調子でそんなマルティナをスルーしてやった。

「そうだ、メノウ。なにか食べたいものはあるか？」

「ビンスの赤いスープが食べたい」

「よし、任せとけ！」

　メノウがいつ帰ってきても良いように材料は切らさないでおいてある。

「ちょっ、私を褒ほめるのはもう終わりなの？」

　胸を反らしていたマルティナが文句を言ってる。

「なんだよ、おまえは食べたくないのか？」

「食べるわよ。食べるに決まってるでしょう！」

　マルティナは俺おれとメノウの間にぎゅぎゅっと割り込んで、むくれた顔をした。

　ちょっと意地悪をし過ぎただろうか？

「……マルティナ、ありがとう」

　俺は改めて、もう一度、礼を言う。

「ふえっ、なによ突然？」

「メノウのために、あんなに苦手なクレッセン卿きように頼んでくれたんだよな」

「マルティナ、ありがとう」

　メノウもそんなマルティナに礼を言った。いつものように無表情であるが、きっと精一杯の感謝を込めての一言だと思う。

「こ、これは、実技試験でビンスを譲ゆずってもらった借りを返しただけなんだからね」

　メノウに礼を言われて、マルティナはわかりやすく照れている。

　すると、メノウはじっとマルティナのほうを見つめ、小首をかしげて尋たずねた。

「それだけ？」

「それだけ……って」

　マルティナは口をへの字にして、しばらく居心地の悪そうな顔をしていたが、やがて観念したように答えた。

「そんなわけないでしょ。友達だから、そうしたかったのよ」

「友達……」

「あのねぇ、こういうのは、なにも言わずにやるのがいいの。わざわざ口にしてしまったら、その人の価値が下がるでしょ！」

　それはマルティナらしい哲学だったが、メノウに無む理り矢や理り白状させられてしまったのを見て、俺は思わず苦笑いしてしまった。

「でも……言ってくれないと、私、よくわからないから。マルティナ、ありがとう」

「友達なんだから、そんなにお礼なんて言わなくていいの」

「違う。これは友達になってくれたからの『ありがとう』」

「もう、いまさらそんな……ねぇ、ビンス？」

「そうだよ、ずっと俺たちは友達だっただろう？」

　たとえ、この世界が「混沌カオスの時代」と呼ばれていて……

　この先、どれだけ大きな困難が待ち構えていたとしても……

　俺おれは、こうしてまた三人で並んで歩くことができた、この夜を忘れはしないだろう。



　　　　◆◇◆



「──以上の八名の学生が、クレッセン卿きようが主催する晩ばん餐さん会かいに招待されています。将来、契約するかもしれないロードと交流する良いい機会ですから、必ず出席するように」

　魔ま法ほう大学の授業を終える前に、プロント先生からの晩餐会に招待された学生の発表があった。マルティナが事前に教えてくれたとおり、俺もその招待客に含まれている。

「まさかの大だい抜ばつ擢てきだな、ビンス」

「この前の実技試験は凄すごかったからなぁ」

「おまえが、あんな実力を隠していたとはな」

　これまでの大学生活で、ほとんど褒ほめられたことがないので、まわりの学生たちからの賞賛がこそばゆかった。

　メイジのロードに対する感情は様々であるが、そうであっても成績優秀な学生として晩餐会に招待されることは、やはり名誉なことだ。特に俺にとっては、クレッセン卿という良くも悪くもインパクトのある人物との出会いがあったあとだけに、そんなロードたちが集まる場に同席できるのは楽しみだった。

「そうそう、晩餐会のドレスコードだけど……男子は大学の正式制服。女子のほうは制服か、ドレスを着用とのことですのでよろしくね」

　発表を終えて教室を出る間際、プロント先生はそう付け加える。

「良かった～、制服でいいのか」

　俺は正装なんてものには縁がない生活をしているので、これで一安心だった。

「ちょっと、ビンス。なにをホッとしてるのよ」

　プロント先生が退出して騒がしくなった教室で、マルティナが声をかけてきた。

　もちろん、彼女も招待されている。

「どうかしたのか、マルティナ？」

「あんたに聞くだけ無駄かもしれないけど……メノウはドレスとか持っているわけ？」

「メノウが、ドレスを？」

　ちょっと思い出してみるが、そもそもメノウの私服姿すらほとんど思いつかない。

「いや、持ってないだろうな。けど、制服でもいいんだろ──って！」

　マルティナが俺のおでこにチョップを喰くらわした。

「このお馬鹿っ！」

「痛いな、なんだよ!?」

「メノウに恥をかかせるつもり？　晩餐会に、レディが制服なんかで行けるわけないでしょ！」

「そういうものなのか？」

「あったり前でしょうが！」

　よくわからないが、ここはそういう席に慣れているマルティナの意見を聞いたほうがよさそうだ。

「けど、どうするんだよ。俺おれはよく知らないけど、ドレスって高いし、なにより仕立てるのにも時間がかかるんじゃないのか？」

「私のドレスを直せば、まだ間に合うわ。私がいつも使ってる仕立屋を紹介してあげるから、メノウを連れて行ってあげなさい」

「ええっ、俺、女の子のドレスなんかよくわからないんだけど。マルティナは来ないのか？」

　すると、マルティナは眉まゆをひそめて、しぶ～い顔をした。

「二人で行くのが大事なのよっ」

「けど、ドレスを見立てるなんて……」

「あんたのセンスなんか期待してないわ。そんなのは仕立屋に任せて、あんたはとにかくメノウを褒ほめてあげればいいの！」

「……だったら、俺はいなくてもいいんじゃ？」

　正直、ドレスとか仕立屋とか、俺には場違い過ぎて気が乗らない。

「あのねぇ、そういうことじゃないの。あの晩のことがあってから、メノウは元気がないみたいでしょ。だから、あんたと二人で行かせるのよ」

「どういうことだ？」

「この鈍どん感かんっ！　私に全部説明させる気なの？」

　マルティナがすごい目でにらんでくる。

　いったいなにをそんなにカリカリしてるのかは知らないが、俺が仕立屋につきあえば、メノウが元気になるというのなら話は別だった。

「わかった。その仕立屋に行けばいいんだな」

「そうよ。まったくなんで私がここまで段取りしてやらなきゃいけないのよ……」

　俺は了解したというのに、まだマルティナはブツブツ言っている。

　しかし、マルティナがメノウのことを思ってくれているのは間違いない。

「ありがとうな、マルティナ」

　俺が礼を言うと、ジトっとした目でマルティナはこっちを見つめた。

　なぜ、礼を言ったのに、そんな不満そうな顔をするのだろうか。

「……あんたの、そうやって素直にお礼とか言えちゃう性格って、女子側からすると、なんか卑ひ怯きようだなって思う」

「なんだそれ」

　まったく意味がわからない。

「たくっ……これはメノウに貸しよ。あの子に言ってもしょうがないから、あんたが覚えておきなさいね」

「わかった。よくわからないけど、この借りはいつか俺おれが代わりに返すよ」

「ふん、その言葉、忘れないでよね」



　　　　◆◇◆



　マルティナが教えてくれた仕立屋は、大通りに面した、洒落しやれた建物の中にあった。

　大きな天窓があり、そこからたっぷり日差しが入って、部屋の中はとても明るい雰ふん囲い気き。壁は白く塗られ、ひびひとつない。床も磨みがかれた板張りになっていて、汚れた靴で歩くのは気が引けるほどだ。

　調ちよう度ど品ひんもひとつひとつが凝こっていて、さらに手入れもよくされていた。

　我が家のオンボロ寮りようとは大違いである。

　俺は思いっきり挙きよ動どう不ふ審しんな態たい度どで用件を述べたのだが、意外なことにマルティナの紹介してくれた仕立屋は、とても感じの良いい親しみやすい女性だった。こういう流行の仕立屋を切り盛りしているのは、もっと高たか飛び車しやでツンツンした人だと想像していた。

「こんにちは、この店の主人をしております、ロレッタと申します。どうぞ、ごひいきに」

「は、はあ……どうも」

　俺がドレスのことはよくわからないと正直に告げても、彼女は嫌な顔ひとつすることもなく店の奥へと案内してくれた。

「こちらがマルティナ様からお預かりしているドレスです」

　ほとんど調度品のない広間に、色とりどりのドレスが十着ほど並べられている。

　たぶんここはドレスを見比べたり、試着するための部屋なのだろう。

「これ全部がマルティナのドレスなんですか？」

「その一部ですよ。メノウさんに似合いそうなものということで選ばれたそうです」

「これで一部……どんなところに着ていくんだろう？」

「マルティナ様は社交界にもデビューされておられますからね」

「社交界ですか……」

　そんな世界は、俺にとってはまったく未知の領域。魔ま法ほう大学の優等生をやりながら、そんなところにも顔を出さねばならないとは、つくづく名門のお嬢じよう様さまというのは大変だと同情させられる。

「えーと、メノウさんはマルティナ様と背せ丈たけも近いようですから、ちょっと仕立て直せば──」

　ロレッタは、さっきから無言のまま立っているメノウのサイズを目測するが、ぴたりとある一点で目を留めた。

「あらあら、これは素す敵てきなものをお持ちで」

　彼女はメノウの胸に注目していた。

「やっぱり、マルティナのドレスじゃあ入りませんかね？」

　実は、俺おれもそのことが心配だった。マルティナの前ではとても言えなかったが、二人のカップには絶望的なほどの差がある。

「いえいえ、マルティナ様のドレスはたっぷりとパッドを入れる余裕がありますから大丈夫ですよ」

　言われてみると、並べられたマルティナのものだというドレスは、どれも胸のサイズが大きめだ。

「は、はあ、そうなんですか」

　しかし、なんだか聞いてはいけない秘密を耳にしてしまったような……これは口が裂けても本人の前で言ってはならないぞ。

「でも、メノウさんはパッドいらずですから、どんなデザインでもお似合いになるかと。この中にお気に入りのものはございまして？」

　マルティナの最重要機密をさらりと漏らしておきながら、ロレッタはにこにこした顔でメノウに尋たずねる。

　いつも制服ばかりのメノウにドレスの好みがあるのかとも思ったが、並べられたものの中から一着を指さした。

「これが適当」

『好き』だとか、『似合いそう』とか言わずに、『適当』というのはメノウらしいが、それでもこうしたお洒落しやれに興味があるとは、やっぱり女の子なのだろう。俺はそんなメノウの普通の一面が見られて、ちょっと嬉うれしかった。

「こちらも、流行のもので結構かと思いますが……もう少し、胸元が開いているデザインはいかがでしょう。メノウさんでしたらパッドが不要ですから、マルティナ様に比べて着こなしも容易ですし、魅み力りよく的かと」

　さっきから爆弾発言がポンポン出てきて、ちょっと怖い。

「ホント、マルティナ様には苦労させられてますから。それに比べて、メノウさんは逸いつ材ざいです。ぜひぜひ、大胆なデザインのドレスをお試しいただきたく──」

　なんか目つきが妖あやしくなって、ハアハア言いだしたぞ。この人、大丈夫か？

　妙なところに火がついてしまったのではないだろうか。

　しかし、そんな興奮するロレッタとは対照的に、メノウのほうは冷静そのもの。

「このドレス以外は不適当」

　ハアハアしているロレッタの期待を、メノウはバッサリと裏切る。

　おかげで、さすがにロレッタも正気を取り戻した。

「……そうですか？　とても残念ですわ～」

　渋々ながら、メノウの選んだドレスを手に取る。

　淡い水色に染められたドレスで、襟えり元もとには白いレースが豪ごう華かに施ほどこされたデザイン。ロレッタが残念がるだけあって、胸元はまったく露出していない。

　けれど、メノウには胸元が大きく開いた派手なドレスより、こちらのほうが似合っている気がした。

「彼氏さんはどうなんですか。もっとセクシーなドレスのほうがお好きですよね？」

　ロレッタは未み練れんがましく俺おれに話を振ってくる。

「いや、俺は別に……そもそも、彼氏とかじゃないですから」

「あらっ、ドレスの見立てに同行されているから、てっきり恋人同士かと思ったんですが……ああ、実は旦だん那な様とか？　さすが、魔ま法ほう大学のかたは進んでいらっしゃる」

「違います！」

「あらあら、そうなんですか」

　本気なのか、からかっているだけなのかわからない笑みを浮かべながら、ロレッタはドレスをメノウの身体に合わせている。

「これでしたら、あまり手直しも必要なさそうですね。とりあえず、試着していただきましょうか」

「わかった」

「私が着付けをさせていただきますので、殿との方がたは外していただけます？」

　着替えをするというので、俺は部屋を出て行こうとしたのだが、なぜかメノウは俺の服の袖そでをつかんだ。

「ビンス、駄だ目め」

「ん、なにが駄目なんだ？」

「ビンスが手伝って」

「……それは、俺に着付けしろというのか？」

「そう。ビンスがやる」

「いやいや、意味がわからないんだけど。ロレッタさんにやってもらえよ」

「それは駄目」

「なんでだよ。妙なこと言って、ロレッタさんを困らせるな」

　ところが、ロレッタは困るどころか、にんまり笑っている。

「あらあら、メノウさんは照れてらっしゃるのかしら。だったら、彼氏さんにやってもらったほうがいいですよね……って、ああ、ごめんなさい。彼氏じゃないって設定でしたっけ？　むふふふ～」

「ちょっ、なにを妙なことを言いながら、部屋を出て行こうとしてるんですか!?」

「そのドレスの着付けは、後ろのボタンを留めてあげるくらいで簡単ですから大丈夫ですよ。あとで様子を見に来ますので、ごゆっくり～」

　手をひらひらさせながら、そう言い残して、ロレッタは出て行ってしまった。

　なにか、あの人は大きな勘違いをしている気がする。

「おい、メノウ、どういうつもり──って、なに脱いでるんだよぉっ！」

　振り返ると、さっそくメノウはいま着ている制服を脱ぎ始めていた。

　すでに上着は脱ぎ終え、ネクタイを外したところ。

　シャツのボタンに手を掛けている。

「ビンスに見て欲しい」

「な、な、なに言ってんだぁ～!!」

　これまでずっと一緒に暮らしてきて、まったくそんな素そ振ぶりを見せたことはないのに……もしかして、もしかすると、そういうことなのか？

　メノウに限って、そんなことはないと思っていたのだが……ロレッタに散々煽あおられたせいか、俺おれもメノウのことを意識してしまう。

　いつもはほとんど露出していないメノウの肌が、ボタンがひとつ外されるごとに、少しずつ露あらわになっていく。俺は目を離すこともできず、ただ息を飲んでそんなメノウの動作を見守るだけだった。

　ロレッタがアピールしたがっていたメノウの胸元が大きく開かれ、豊ほう満まんな胸の谷間が露出する。

「……えっ!?」

　しかし、俺は別のことに驚いていた。

　メノウの胸元。鎖さ骨こつの下あたりにあるモノ。

　一見、それは親指大の艶つやのない黒く丸い石をあしらったブローチのようでもある。

　ただ、その石はメノウの肌に直接貼り付いているよう──いや、そうじゃない。メノウの身体に穴をうがち、その内部にめり込んでいるのだ。

「そ、それは……」

　俺の口から思わず漏れた言葉には、自分でもわかるほど恐れの感情が含まれていた。

　なぜなら、メノウの胸にめり込んでいるものは、ただの石などではなく──



　紛まぎれもない、混沌核カオスコアだったのだ。



　しかも、その混沌濃度は強大。

　あの晩、バグベアが顕けん現げんしたとき以上の混沌濃度を維持したまま、メノウの胸に混沌核カオスコアは存在し続けていたのだ。

「ここにあるうちは大丈夫」

　俺おれの恐怖と疑問を察したかのようにメノウが言った。

　本来、混沌カオスが核を形成するほどまで収しゆう束そくされたならば、必ずなんらかの超自然現象が引き起こされる。それはメイジの魔ま法ほうであったり、異界の魔物が投とう影えいされるといったことだ。

　そして、超常現象を引き起こした混沌核は、すぐに消滅する。

　よって、混沌核がそのままの姿で維持されることはない。

　ところが、メノウの胸にある混沌核は、周囲の混沌濃度にかすかな影響を与えながらも、ほぼ安定しているようだった。

「これは私の故こ郷きようの術じゆつ」

「メノウの故郷？」

　俺が知っているのは、そこが大陸辺へん境きようの北ほつ方ぽうの地であるということだけだった。

「私たちの故郷には、メイジもロードもいなかった。だから、村の人たちは混沌に対抗するため、魔法でも天恵ギフトでもない方法を使っていた──こうして、混沌を身体の中に取り込んでいたの」

















　実は、混沌核カオスコアを体内に取り込むことは可能だ。ロードは混沌核をクレストに変換して力としているし、アーティストと呼ばれる者は混沌核をアートという入いれ墨ずみにして自分の肉体を変化させるのに利用するそうだ。

　しかし、それと、メノウのように混沌核のまま維持するのとでは話が違う。

　クレストやアートが、混沌核という炎によって焼かれた陶とう器きとするならば、メノウのしていることは炎そのものを抱きしめているようなもの。不安定であるはずの混沌核が、そのまま維持できるなんて、この目で見ても信じられなかった。

　そんな俺おれの驚きを察したのか、メノウは言葉を続けた。

「けれど、これは誰にでもできることじゃない。だから、私は故こ郷きようからエーラムに連れてこられたの」

　メノウが魔ま法ほう大学の一年生でありながら、混沌カオスの発散にかけて一人前のメイジ並みの腕を持つというのも、こんな特殊な能力を持っているとすればうなずける。

　しかし、混沌に対抗するという点で目的は同じなはずのアカデミーであっても、ロードはともかく、アーティストのように人体に混沌を取り込むことは危険で忌いむべき行為としているはず。ならば、メノウが魔法大学に在籍しているのはなぜなのか？

「どうして……？」

　口から漏れた「どうして」の言葉には、あまりにいろいろな意味が含まれていて、自分でも一番尋たずねたかったことがなんなのかわからなかった。

　そんな俺の問いかけをどのように解釈したのか、メノウはこのように答えた。

「私はビンスに謝りたい。けれど、私にはなにもないから。できるのは、これを見せることだけ。これは私。私の秘密。私の価値」

　そんなメノウから伝わってきたのは、精一杯の気持ち。

　無口で無表情なメノウが、それでも自分の心を伝えようとしている。

　どうして、そんなに謝りたいのか。

　どうして、混沌核を維持できるのか。

　いまのメノウの様子を見てると、そんなことは些さ細さいなことに思えてきた。

「……ドレス、着てみろよ」

　さっきメノウが選んだドレスを手に取り掲かかげてみせた。

　胸元を隠したデザインにしたのは、胸の混沌核が見えないようにするためなのだろう。

　メノウが見せたくないというのなら、それを早く隠してやりたい。

「ビンス、着せて」

「ボ、ボタンくらいは留めてやるけど、それ以外は自分でやれ！」

「こんな服、初めて……」

　ドレスを手に取ったメノウは、試し行こう錯さく誤ごしながらも、なんとか着ることができた。

　最後に背中と腰のボタンを留めてやる。

「……ちょっと大きい？」

「うーん、言われてみればって感じかな。ほとんどわからないよ」

　マルティナのほうがメノウよりも背が高いが、このドレスにはそこまで差があるようには見えなかった。このドレスは、たぶん去年くらい、マルティナの背せ丈たけがメノウくらいだったときに仕立てたものなのだろう。

「でも、胸が……少しきつい」

　ロレッタの言う、パッドとやらを入れていないというのにこれである。

「それ、絶対にマルティナの前で言うなよ」

「なんで？」

「なんでもだ」

　俺おれは真剣な顔で念を押した。

　その発言はマルティナの好意を、仇あだで返すことになる禁句だ。

　ちゃんと理解しているのかどうかわからないが、メノウは無言のまま、ドレスの着心地を確認するかのように、落ち着かない様子で身体をもぞもぞと動かした。

「ビンス、どう？」

「どう……って？」

「どう？」

　メノウが繰り返し尋たずねてくる。

　涼やかな水色のドレスは、メノウの白い肌と銀髪によく映えていた。堅苦しい魔ま法ほう大学の制服とは違って、ドレスを着たメノウはとても女の子らしく見える。

　いつも寮りようで一緒にいるというのに、いまのメノウを見ていると落ち着かない気分になるほどだ。

　この気持ちを、どのように言えばいいのか。

　正直に伝えるのはなんだか照れくさかったが、俺はマルティナの「とにかく褒ほめろ」という言葉を思い出す。

　お世せ辞じを言うのは抵抗がある。けれど、本心からの言葉ならばしかたがない。

　俺は腹を決めて、メノウに告げた。

「きれいだと、思う」

　こんなことを女の子に言うのは初めてだ。

　いま顔が赤くなっているのが、自分でもわかる。

　すると、いきなりメノウが俺の胸に頭を寄せてきた。

　ふわりと彼女の髪から立ち上る香り。胸に感じる、ほてったような額ひたいの体温。

「メノウ？」

　メノウは無言のまま、俺おれの胸から頭を離さない。

　見ると、メノウの耳がほんのりと桃色に染まっていた。

「もしかして、照れてるのか？」

　俺の少し意地悪な問いかけにもメノウは無言のまま。

　ただ、頭をこすりつけるように、さらにくっつけてきたのが、その答えとも言えた。

　きっと、赤くなった顔を見られたくないのだろう。

「わかった、わかった」

　俺はその頭に手を置いて、メノウのほうから離れるのを待ってやることにする。

　メノウの照れた顔は少し見てみたかったが、いまは我が慢まんしよう。

　こんなふうにメノウが感情を露あらわにしてくれただけでも、初めてのこと。

　それだけで大収穫だった。

「マルティナにお礼を言わないとな」

　すると、メノウは顔を伏せたまま、小さくうなずいた。



　クレッセン卿きようの晩ばん餐さん会かいのとき、三人が揃そろったら、このことをマルティナに教えてやろう。

　きっと彼女は喜ぶはず。

　そして、晩餐会は楽しい夜になることだろう。

















　クレッセン卿きよう主催の晩ばん餐さん会かいは、エーラムにある大工房同盟フアクトリー・アライアンスの大使館にて開催された。

　この大使館は、同盟の長おさたるクライシェ大たい公こう家によって建造された、宮殿と見間違うほどの巨大な建物だ。

　ただ、そのデザインはアカデミーの建造物とはやや異なり、壮そう麗れいさという点では、だいぶ劣る。

　直線と直角によって構成された、四角い箱を思わせる外がい観かん。建物を飾る彫ちよう刻こくは少なく、窓や柱の飾りも控えめ。

　しかし、だからといって、建造技術が低いわけではない。

　外壁に使用される、はるか遠方の地から運び込まれた特別に堅固な石せき材ざいは、いくら風ふう雨うにさらされても劣化する様子もない。高度な加工技術による緻ち密みつな石組みには、髪一本が入る隙すきもなく、床は鏡のように磨みがかれ、柱は表面が濡ぬれているかのようになめらか。

　エーラムの大講堂のような壮麗さとは違うが、同盟独自の美意識によって建造された、ひとつの究極とも言える建物だった。

　大工房同盟は、実用性や実利を重んじる国民性を持っており、強大で統制のとれた軍事力と、それを支える高度な技術力によって大陸の統一を狙っている。

　そのことを如によ実じつに語っているのは、五十年ほど前、初めてメイジを軍事力として活用した点だろう。

　当時の同盟の長だったユルゲン・クライシェ公こう爵しやくは、その強大な勢力を背景に、選えりすぐりのメイジたちと契約を結び、歴史上初めて魔ま法ほう師団を戦場に投入した。破は竹ちくの勢いで大陸を支配していくクライシェ公爵の要求にはアカデミーも従うしかなく、結果、多くのメイジが戦場で散っていったという。

　大工房同盟にとっては、混沌カオスを制御する英知の司たるメイジでさえ、戦争の道具でしかなかったのだ。

　混沌に対抗するため、より強大なロードと国家の誕生に協力することが正しいのか。

　それとも、混沌災害ではなく、同じ人間同士の戦いなどにメイジが赴おもむくのは愚ぐ行こうであるとするのか。

　それはアカデミーが百年かけても結論の出せない難しい問題である。

　ただ、もしも誰かが大陸全土を統とう治ちし、すべてのロードを従えるような皇帝が現れたとき──皇帝聖印グランクレストが顕けん現げんして、この世の混沌はすべて打ち払われるとされている。

　いま、クレッセン卿たちのようなロードの力の根源となっているクレストは、その皇帝聖印の砕けた欠片かけらでしかないのだ。

　欠片でありながら、あれほどの力を持つクレストだ。

　世界各地の無数のロードが所持する、無数のクレストが皇帝の名の下もとにひとつになれば、どのような奇き跡せきさえも引き起こせるだろう。

　皇帝聖印グランクレストを誕生させ、「混沌カオスの時代」を終しゆう焉えんさせること。

　それこそが、アカデミー、大工房同盟フアクトリー・アライアンス、幻想詩連合フアンタジア・ユニオン、すべての勢力の究極の目的。

　しかし、アカデミーはクレストを所持せず。

　大工房同盟、幻想詩連合のロードは、自分たちの勢力の中から皇帝が誕生することに固こ執しつしている。

　そのため、この「混沌の時代」にありながらも、いまだ同盟と連合による無む益えきとも思える戦争が続けられているのだった。



　　　　◆◇◆



　俺おれたち、魔ま法ほう大学から招待された学生は、先生に引いん率そつされて大使館を訪れた。

　引率はプロント先生かと思っていたが、別の先生だった。

　招待客たちが集まる開会時刻まで、しばらくホールで待つことになる。

　まわりではロードたちが雑談をしている。エーラムの有力者の姿は思ったより少ない。おそらく、エーラムにいるロード同士の交流と、将来のメイジに対して同盟の存在感をアピールすることが主な目的なのだろう。

　俺たちが到着した頃には、もうほとんどの招待客が集まっているようで、まわりの様子を見る暇ひまもなく、そのまま大食堂へと案内されることになった。

　晩ばん餐さん会かいというだけあって、豪ごう華か絢けん爛らんな食事が供された。

　同じクラスの学生たちで固まって座っているため、あまりまわりに気を遣わないで食事を楽しめるのは有あり難がたい。同盟ならではの珍しい料理は、実に興味深いもので、せっかくの晩餐会だというのに、俺はほとんど会話することなく食べることに夢中になっていた。

　食事が終われば、大使館のメインホールに移動して、飲み物を手にしながら自由に交流をする時間となる。壁際に椅い子すも用意されているが、座っている人はほとんどいない。

　誰もが興味のある相手を見つけては、立ち話に花を咲かせている。

「アカデミーの一員として恥じない振る舞いを心がけるように」

　ホールに入ると、引率の先生がそう告げた。

　あの豪華な食事はあくまで前座であり、ここからが晩餐会の本番とも言える。

　将来、契約するかもしれないロードたちと交流するのも良いいだろうし、すでにロードと契約をしている先せん輩ぱいメイジにエーラムの外の話を聞かせてもらうのも貴重な経験だ。

　引率の先生が離れると、待ってましたとばかりに若いロードたちが、こちらにやってきた。世慣れした、軽妙な態たい度どで、親しげに話しかけてくる。

　一方、この会場に同じ一いち門もんのメイジがいる学生は、先輩に挨あい拶さつをしに行った。

　だが、俺はロードや先輩メイジよりも、まず探したい相手がいる。

　ちょうど、その一人が向こうから声を掛けてきてくれた。

「ビンス、なにきょろきょろしてるのよ」

　やってきたのはマルティナだ。

　サーモンピンクの華やかなドレスを身に纏まとい、学生というよりは、どこかの貴き族ぞくのお姫様といったふうだ。

　髪型もいつもの二つに結ったものではなく、後ろにふんわりとまとめあげ、花をモチーフにしたシルバーの髪飾りで留めている。そんな髪飾りの花から漂ただよってくるような、さわやかな香りは、いつもはつけていない香水だろうか。

　今日のマルティナは普段の制服姿よりも、ずっと大人びて見えた。

　実際、胸もいつもより大きく、ウェストもくびれているようで──ここで俺おれは仕立屋のロレッタが語っていた秘密を思い出した。

「うん、さすがはプロの仕事だな」

「えっ、なに？」

「なっ、なんでもないぞ！　ちょうど、おまえを探してたんだ」

　あの秘密を口にするほど、俺は命知らずではない。

「えっ……そ、そうなんだ。ちょっと知り合いに挨あい拶さつしていたものだから、ごめんね」

「いや、謝らなくてもいいんだけど」

















「それでなんなの。なにか用でもあるの？」

　なぜかマルティナは、顔を赤らめてモジモジしている。

「あと、メノウも探してるんだけど」

「えっ……？」

「いや、メノウはどこかなって。別のクラスだから、食事のときも違うテーブルにいたんだと思うけど」

「ああ、メノウもね……私だけじゃなかったわけね」

「なんか言ったか？」

「い～え、別になんでもございません！」

　今度は不ふ機き嫌げんな顔をしてる。

　大人びたドレス姿でも、態たい度どがコロコロ変わるところはいつものマルティナで、なんだか少しホッとしてしまった。

「それで、メノウを見かけなかったか？」

「そうねぇ、見なかったわ。確か、水色のドレスを選んだんでしょう？」

　ホールに集まっている参加者は、ざっと百名くらい。ホールにいるのならば、そのドレスの色を頼りに見つけられると思うのだが。

「うーん、それらしいのはいないなぁ」

「あの子も、誰かに挨あい拶さつしているんじゃないの」

「そうかもな」

「あんたは挨拶とかいいわけ？」

「うーん、ウチの一いち門もんのメイジは、こんなところには来ていないみたいだから」

　俺おれの所属しているのは弱小一門なので、そもそもメイジの数が少ないのだ。

「だったら、気になるロードに挨拶するとか？　私は馬鹿らしいからしないけど」

「興味はあるけど……ロードって、みんな自分の土地に戻れば領主様なんだろ。俺みたいな庶しよ民みん出が、どんなふうに話しかければいいのかわからないよ」

「あら、そんなロードばかりじゃないわよ。あそこで学生たちと話しているのは、領地を持っていない騎き士し──つまり自由騎士ね。できるだけ優秀なメイジと契約して、功こう績せきをあげて、高い爵しやく位いを授かりたいと思っているから、ああやって将来有望な学生たちにご執心というわけ」

「見てわかるものなのか？」

「慣れれば、ロードの身につけている紋もん章しようでわかるわよ」

「ふーん……だから、あんなに気さくに話しているのか」

　自由騎士のロードと学生たちの様子は、歳としも近いせいか、まるで友人同士であるかのようにも見える。

「もちろん、もっと偉い男だん爵しやく家けのロードも来てるわよ。男爵ともなれば、都市と周囲の村を統とう治ちするようになるから、自由騎き士しみたいに契約したメイジと一緒に混沌災害の対処にまわるなんてことはしない。メイジと契約するのも、戦争の備えのためってことになる。もっと高い爵しやく位いのロードと契約すれば、その国の魔ま法ほう師団の一員にさせられるかも……そうなったら、メイジっていっても軍人と変わりないわ」

　マルティナは、やや軽けい蔑べつを込めて「軍人」という言葉を語った。

「クレッセン卿きようの伯はく爵しやく家けってのは、確か男爵より上の爵位なんだよな」

「馬鹿ね、ずっと上よ。あの人のお父様は、同盟でも有数の大国の王よ。百人のメイジを召し抱えて、独自の魔法師団の中核としてると言われてるわ。もちろん、軍に組み込まれているメイジの構成なんて最高軍事機密だから、あくまで噂うわさ話ばなしなんだけどね」

　百人ものメイジが集つどい、その百倍の兵士を率いて、魔法師団として戦争に参加する。

　魔法が人殺しの道具として使われるなんて、想像もしたくない光景だった。

「もっとも、クレッセン卿はまだ家を継ついでいないから、自由騎士みたいにメイジのお供を一人連れて、勝手気ままにしているのよ」

「確かに、あの人が戦場にいる姿は、あまり想像できないな」

　俺おれが納得していると、マルティナが顔を寄せて、ヒソヒソと耳打ちをしてきた。

「……だから、あそこで先生たちと話をしている、ルドルフォ男爵が偉さでいったらトップね。交こう易えきの要所にある都市を統治していて、財政はかなり裕ゆう福ふく。伯爵家のクレッセン卿だって、そうそう失礼はできないわ」

　マルティナが教えてくれたのは、派手ではないが、体型にぴったりと合った礼服姿の中年男性だった。家か長ちようであることを示している、大きな金の指輪。長い黒髪を風を受けたように後ろになでつけ、ピンと立った口ひげと尖とがった鷲わし鼻ばなが、どこか猛もう禽きん類るいのような精せい悍かんさを醸かもし出している。いかにも高位のロードといった感じの外見で、俺みたいな庶しよ民みんはあまり近づかないほうがよさそうだ。

「マルティナ嬢じよう、私の晩ばん餐さん会かいにようこそ」

　俺が遠巻きにルドルフォ男爵を見物していたら、不意に後ろから声を掛けられた。

「ご機き嫌げんよう、クレッセン卿」

　そこにいたのは、この晩餐会の主催者であるクレッセン卿だった。

　そう言えば、食事のときには都合により遅刻をしているといっていた。自分で主催している晩餐会に遅刻するとは、相変わらず型破りなロードだ。

「ど、どうも……この前は……」

「やあ、ビンス。きみも来てくれたんだね」

　クレッセン卿はやけに親しげに声をかけてくれる。

　ほとんどの参加者が礼服で、あとは魔法大学の制服といったホールで、クレッセン卿は革のチョッキと細身のズボンという、ずいぶんと身軽な出いで立たちだった。もっとも、それはよく似合っているし、俺おれはよくわからないが仕立ても一流なのだろう。この華やかな場であっても、その姿はまったく遜そん色しよくはないように見える。それどころか、二枚目なクレッセン卿きようが着るとどこか粋いきな印象を受けるのだから、不ふ思し議ぎなものである。

「ビンスは今期の試験で、私のパートナーをしてくれたんです。おかげさまで、赤の教養学部の一年でトップの成績でした」

「それはめでたい。是非、祝いの品でもお送りさせていただこう」

「お気き遣づかいなさらずに」

　クレッセン卿を相手にすらすらと会話できるマルティナに俺が感心していると、不意にこっちに話が振られた。

「どうだい、この晩ばん餐さん会かいは？」

「えっ、すごいと思いますけど」

　いきなりだったので子供みたいな感想しか出てこなく、返事をしてから俺は恥ずかしくなって赤面してしまった。

「さっき、ロードを値踏みしているようにも見えたが、きみには私たちはどう見えるのかな？」

　クレッセン卿は笑みを浮かべるが、それは俺の知っている相手と親しくなろうとするような表情とはまったく違っていた。こちらの反応をうながすような、確かめるような、向けられた者の魂たましいを値踏みするような笑み。

　俺はなにか返事をしなければと口を開くが、うまく声が出せなかった。

　完全にクレッセン卿の雰ふん囲い気きに呑のまれてしまっていたのだ。

　すると、そんな俺とクレッセン卿の間に、マルティナが強引に割って入ってきた。

「おほほほっ、クレッセン卿。ビンスは世間知らずなもので、なんでも珍しいと思ってしまう年頃ですの」

　年頃で言うならば、マルティナも同い年のはずだが──いまは、そんなツッコミを入れる余裕もなかった。

　むしろ、クレッセン卿の視線が俺からマルティナのほうに向いてくれたことで、ホッと一息ついて、内心では彼女に感謝していたくらいだ。

「なるほど……しかし、優秀な人材を狙うロードは多いよ。きみもよく見極め、将来を誤らないように」

「このビンスは、まだたった一度、たまたまトップを取っただけですから。本当に優秀かどうかもわかりませんわ」

「同級生にずいぶんと手厳しい」

「そうだよ、ちょっと言い過ぎじゃないのか？」

　確かに、この前の試験だって、俺おれは混沌濃度を高めるだけで、そのあとのアレンジはマルティナがすべてしてくれたのだが……

「いいから、黙ってなさい！」

　マルティナの肘ひじ打ちが、俺の腹にヒットした。

「おやおや、まるで夫婦喧げん嘩かだね」

「誰が夫婦ですか！」

　マルティナは真っ赤になって否定するが、クレッセン卿きようは楽しそうに目を細めている。さきほどまでの探るような目つきとは違い、その表情にはまるで女性的とさえ思える優しさがあった。

「そうそう、クレッセン卿。どうでしょうか、このドレスは。今年のエーラムの流行なんですよ？」

　話を変える、マルティナ。

「ふーむ、私はドレスの流行はあまりわからないのだが……」

　マルティナはやけに背筋を伸ばして、仕立屋ロレッタの奇き跡せきの技によって大きく強調された胸を、さらにアピールしている。もしかして、自分が貧ひん乳にゆうではないのだと見せつけようとしているのだろうか？

　しかし、この前、胸がぺったんこな制服姿を見られたのだから、いまさら無駄だろう。数日でそんなに成長するはずがない。

　和なごやかな空気になって、俺もなんとなくリラックスしてきた。

　そこでドレスを見て首をかしげているクレッセン卿に囁ささやきかける。

「やっぱり、ああいう無駄な努力はお嫌いですか？」

　すると、クレッセン卿は険けわしい表情をして、ずいっと顔を近づけてきた。おでこ同士がぶつかるほどの至近距離だ。

「なにを言ってる！　彼女のささやかな努力を馬鹿にするんじゃない。水増ししたっていいじゃないか。それのなにが悪い!?」

「えっ……は、はい、すみません。なにも悪くありません」

「これは非常にデリケートな問題なんだ。口を慎つつしみ給たまえ」

「すみません。本当にすみません」

　俺はクレッセン卿の剣けん幕まくに押されて平謝りする。

　さっきまであんなに和やかだったのに……もうなにがなにやら。

　貧乳好きというのは、女の子が貧乳を隠すところを含めて愛するものということだろうか。なんとも奥が深い。もはや、俺が不用意に触れて良いい世界ではないようだ。

「……ん、あれは？」

　ようやくクレッセン卿から解放されると、俺はホール中央に見知った人物が立っているのに気づいた。

　メノウとプロント先生である。

　すぐに気づけなかったのは、メノウが予想外の格好をしていたからだ。

　この前、仕立屋で選んだ水色のドレスではなく、今日のメノウは黒いドレス姿だった。しかも、胸元が大きく開いたデザインで、例の混沌核カオスコアは黒い薄うす手でのショールによって隠されているだけ。

　プロント先生は、ほかの女性たちのような華やかなドレス姿ではなく、暗い色調の厚ぼったいマントを羽は織おったアカデミーの正装だった。もちろん、どこに出席をしても礼を失しない正装だが、この晩ばん餐さん会かいの場では堅苦しく、やや場違いな印象を受ける。

　メノウを引いん率そつしていたのだろうかとプロント先生のほうを見たとき、ふと目が合った。

　そして、プロント先生は俺おれのことを見てニコリと微笑ほほえむと、突然、朗ろう々ろうとした声でホールにいる者たちに呼びかけたのだ。



「大工房同盟フアクトリー・アライアンスのロード諸しよ兄けい、この英知の結集地エーラムに遠いところをわざわざお集まりいただき光栄です」



　いきなり演説を始めたプロント先生に、ホールの人々は注目する。

　こうした晩餐会で、興きように乗った人間が演説を始めるのは珍しいことではないらしい。

　だが、それも主催やそれに近い人物だったらである。

　いくらアカデミーの研究職とはいえ、プロント先生のような招待客が歴れき々れきたる参加者の前で演説を始めるのは、たぶん異例のことだろう。

　とはいえ、相手がアカデミーの正装に身を包んだメイジであれば、その演説をやめさせることもできない。クレッセン卿きようやルドルフォ男だん爵しやくが静せい聴ちようしているため、とりあえずほかのロードやメイジもそれに倣い、プロント先生の言葉に耳を傾けていた。

「私は魔ま法ほう大学の緑の生命魔法学部に所属します、プロントと申します。このたびは、みなさまにご提案を差し上げたいことがございまして──この場での無礼、なにとぞお許しください」

　むしろ、ざわついているのは彼女のことをよく知る、俺たち学生だった。

　プロント先生は場の空気を読まずに、こんな目立つことをするようなタイプではないのだが、いったいどうしたのだろう？

「いまの同盟の形を築いたともされるクライシェ大たい公こうは、我々、メイジとの新たな関係を構築するという点で、素晴らしい先せん見けんの明めいの持ち主であられました。そんな柔じゆう軟なんな思想を持つ、同盟のみなさまに想像していただきたい。いずれ誕生するだろう、皇帝聖印グランクレストによって『混沌カオスの時代』が終しゆう焉えんを迎えたときの姿を──」

「ずいぶんと大きな話に持っていったな」

　少し離れた場所で、ルドルフォ男だん爵しやくが独り言にしては大きな声で呟つぶやいた。

　そんな男爵からのプレッシャーと、ほかのロードや、学生たちの注目を集めながらも、プロント先生は臆おくすることなく演説を続けた。

「私たちメイジの魔ま法ほうは混沌カオスの力を利用したものです。もしも、この世から混沌が打ち払われましたら、その魔法も失われるでしょう。ですが、いまや魔法は人類にとって必要不可欠な技術であります。メイジを魔法師団として積極的に組み込んでいる同盟のかたにとっても同じことかと思います」

　ここでプロント先生はひと息ついた。端はたから見ても、だいぶ緊きん張ちようしているのがうかがえた。大勢の前で話をすることには慣れているはずの先生が緊張するくらいだから、よほどこの演説は重要なものなのだろう。

　しばらく間を置いてから、プロント先生は意を決したように、ひときわ大きく、はっきりとした声で述べた。

「これまで私は『混沌の時代』が終しゆう焉えんしたのちも、メイジの魔法を維持する術すべの研究を続けてきました。そして、その成果がこれです！」

　そう言ったプロント先生は、メノウの後ろにまわって、彼女の胸元を隠していたショールを取りのけたのだった。

　その場にいる半数の人間がどよめいた。

　それはメノウの胸にあるモノが、混沌核カオスコアであると気づいた人たち。

　そして、さらにその半分の人間が信じがたいモノを見るように、メノウと混沌核に注視した。それは混沌核がこうして安定して維持されていることがあり得ないことだと知る人たちだ。

「プロント先生、なにをしているんですか！」

　あの混沌核はメノウが隠そうとしていたもの。たとえプロント先生であろうと、こんなふうにみんなの前にさらけ出すなんて納得ができなかった。

　ところが、俺おれがメノウのもとへ駆け寄ろうとしたとき、片方の肩を強い力でつかまれた。

「クレッセン卿きよう？」

「まだ早い……最後まで、彼女に語らせてやろうじゃないか」

　口調こそ穏やかであったが、俺の肩をつかみながらのその言葉は、絶対の命令のように聞こえた。俺が想像もつかないような世界を垣かい間ま見みてきたロードならではの貫かん禄ろくだった。

　俺はクレッセン卿の言葉に身がすくみ、メノウの姿を見守ることしかできなかった。

　メノウはプロント先生の脇で人形のように立っている。その顔はいつものように無表情だったが、俺にはそれがなにかをあきらめたような悲しい姿に見えてならなかった。

「お気づきになられたかたもいらっしゃるようですが、彼女の胸には混沌核が安定して維持されています。そうすることで、どのような土地であっても、この混沌核カオスコアの大きさに応じた混沌濃度を引き出すことが可能──すなわち、みなさんの領地のような濃度の低い土地であっても、エーラムで使われる強力な魔ま法ほうが容易に使用できるというわけです」

　この発言を聞いて、いままで沈黙していたルドルフォ男だん爵しやくや、ほかのロードたちも驚きの声を上げた。

　魔法の強さには、その力の根源たる混沌濃度が影響する。混沌濃度の高いエーラムにいると忘れがちであるが、混沌濃度の低い土地では魔法の力も弱くなるか、もしくは強力な魔法を使うのに手間がかかるのだ。

　だが、体内に混沌核を持つメノウがいれば、自分の召し抱えるメイジたちの強化が可能というわけである。これに食いつかないロードはいないだろう。

　数多くのメイジと契約をして、魔法師団を持っているようなロードならば、なおさらのことだ。どんな戦場であっても自軍の魔法師団の陣営に高い混沌濃度を再現できるとなれば、それは大きなアドバンテージとなる。

　プロント先生はそんなロードたちの反応に満足げにうなずき、さらに言葉を続けた。

「それだけでも画かつ期き的てきな技術でありますが、私が目指すのはその先──そう、『混沌カオスの時代』を終えたのちのことです」

「その先……」

　それは俺おれが想像もしていなかった、しかし誰もが目指している未来の話だった。

「新たな『秩ちつ序じよの時代』を迎えてからも、こうして体内に混沌核を維持することで、メイジは魔法を行こう使しし続けることが可能となるでしょう。なぜならば、人間の体内という容器で混沌核を安定させている限り、たとえ皇帝聖印グランクレストの力であろうと混沌が発散されることはないはずだからです」

　ここでプロント先生は言葉を句切り、まわりを見回した。

　それは授業中に学生からの質問を受け付けるときの動作とまるで同じで、思わずここが魔法大学の教室であるかと錯さつ覚かくするほどだった。

「その混沌核には皇帝聖印の力も及ばないという点については、いささか疑問がありますが、ここで魔法理論の講義をされても我々にはとうてい理解できないので問うのはやめておきましょう」

　ホールに一瞬訪れた静寂を破ったのは、ルドルフォ男爵である。

「私としては──いや、大工房同盟フアクトリー・アライアンスとしては、あなたがアカデミーの最新技術をこの場で披ひ露ろうしたのは、いかなる真意からなのか……それをおうかがいしたい」

「研究は最終段階まで来ていました。しかしながら、アカデミーは些さ細さいな問題から、この研究の援助をやめようとしています。そこで、同盟のかたがたに、この研究の援助、もしくはアカデミーへの推すい薦せんをしていただきたいと思っているのです」

「しかし、その研究には大きな穴がある。私も混沌核カオスコアを体内に維持する北ほつ方ぽう部族のことは聞き及んだことがある。だが、それには特異な才能と、そのためだけに育てられた特別な子供が必要であり、メイジ以上に希少な人材だという。たとえあなたの言うことが本当だとしても、駒こま数かずを揃そろえられなければ意味はない」

　メイジのことを駒数と呼ぶルドルフォ男だん爵しやくに、俺おれはぞくっとした。

　そんなふうにメイジのことを呼ぶものは、このエーラムにはいない。やはり、このロードにとって、メイジは戦争の道具でしかないのだろうか。

『混沌カオスの時代』を終えてもなお、メイジによる魔ま法ほう師団を維持すること。それは同盟にとって魅み力りよく的な提案であろうが、もしもそうなったときアカデミーの理想はいったいどこへ向かうのだろう。

　いま、プロント先生とルドルフォ男爵の間で交わされているのは、未来のメイジの姿を決める恐ろしい契約なのではないか？

「さすがは見識高きルドルフォ男爵です」

　プロント先生は、ホールの視線を集めながらもなにもせずただ立ち尽くしていたメノウの身体を自分のほうに引き寄せた。

「今こ宵よい、みなさまにお見せするのはこの研究成果だけではありません。ルドルフォ男爵のおっしゃる問題点を解決する、世界初の公開実験を行いたいと思います。それすなわち……混沌核の人体移植！」

　プロント先生の宣言にどよめきが起きた。晩ばん餐さん会かいの場で魔法の公開実験をするなど前ぜん代だい未み聞もんのことだ。

「なるほど、それが可能ならば、混沌核の容器となるものを増やすこともできる。それで、いったい誰がその実験の被ひ験けん者しやになるのです？」

「この未来のメイジ像を決定する栄誉ある実験──当然、最初の被験者は、私自身が引き受けます」

　再びホールにどよめきがわき起こる。

　ロードたちはむき出しの好奇の目をプロント先生とメノウに注いでいるが、学生たちは一様に戸と惑まどった表情をしていた。アカデミーの研究職を務めるプロント先生ほどの人物が、こんな得体の知れない人体実験の被験者になるなんて、あまりに乱らん暴ぼう過ぎる。

　俺の目には、まるでプロント先生が追い詰められ、焦あせっているかのように見えてならない。いつもの先生は、あんなことをする人ではない。

　俺は、以前、マルティナが語ってくれた「成果を出さないと、プロント先生の一いち門もんは解散するかもしれない」という噂うわさ話ばなしを思い出す。

　もしかして、プロント先生はメノウと自分自身を使って、その成果をロードたちに示そうとしているのか。

「やめてください、先生！」

　俺おれは叫んだ。

　クレッセン卿きようがなにか警告したようにも思えたが、そんなのは無視した。

　この場にいるロードとメイジたちの視線が、一介の学生に過ぎない俺に集中するが、なにもかまいはしない。いや、それどころか俺の怒りが増すだけだった。

　メノウは言っていた。

　あの混沌核カオスコアは自分。

　自分の秘密。自分の価値。

　俺に謝る代わりに、自分の誠意を伝えるために唯一できることとして、メノウはそれを見せてくれた。

　これ以上、そんなものを──メノウをさらし者にはしておけない。

　ところが、プロント先生は俺のほうを向いて、満足げに微笑ほほえんだ。

「ビンス。あなたには、このホールの混沌カオスが見えていますか？」

「えっ、これは……？」

　確かにプロント先生の言うとおり、いつの間にかホール内の混沌濃度が高まっていた。メイジの誰かが魔ま法ほうを使おうとしているのかとも思ったが、そんな気配は感じられない。

　嫌な予感がする。

















　その混沌濃度は俺おれが焦あせるにつれて高まりを増しているかのようだった。それはまるで実技の授業で、俺がいつも魔ま法ほうに失敗するときと同じ……

「教師として、あなたに特別授業をしてあげましょう。ビンス……あなたはそこにいるだけで混沌濃度を高める『歩く魔ま境きよう』とも呼ばれる人間なの」

「なにを言ってるんですか……先生」

　あまりに唐突過ぎて、俺はプロント先生の言葉がよく理解できなかった。

『魔境』とは混沌濃度が極めて高い危険地帯のこと。なぜそんなものと、俺が同じように語られねばならないのか……？

「あなたは感情を刺激されると、まわりの混沌濃度を高めてしまう。けれど、高めるだけで混沌カオスのアレンジはできない、メイジとしては半はん端ぱ者」

「俺が半端者……？」

「駄だ目め、やめて！」

　いままで身動きひとつしなかったメノウが、プロント先生に訴えかけた。

　あのメノウが声を荒らげるなんて、初めてのことだ。

　だが、プロント先生はかまわず言葉を続けた。

「ただし、混沌濃度を高める力だけなら一流のメイジも凌りよう駕がする──アカデミーはそんなアンバランスな力を持ったあなたを有効活用できないものかと研究していたの」

「俺が研究されていた……？」

　頭の奥がしびれて、まだ完全にはその意味をとらえられていない。

　いや、受け入れたくないだけなのか。

　血の気が失うせて首筋あたりがひやりとしてきた。足下が急にふらつき、床が揺れているのではと錯さつ覚かくする。

「そう……あなたはエーラムで飼われていた、研究材料でしかないの」

「やめてっ、それは内ない緒しよにしてくれる約束！」

「授業中はお静かに」

　プロント先生は授業のときと同じ優しい笑みを浮かべたまま、メノウの胸にある混沌核カオスコアをわしづかみした。

「…………くぁっ！」

　苦痛に顔を歪ゆがませるメノウを無視して、プロント先生は虚こ空くうを見つめていた。いや、正確にはそこに漂ただよう混沌濃度を観測していたのだ。

「ああ、ビンス。これほどまで混沌濃度を高めてくれるなんて、計算以上よ。とっておきの秘密を披ひ露ろうしてあげた甲か斐いがあった」

　プロント先生の言うとおり、ホール内の混沌濃度はこれまで俺が経験したことがないほどまでに高まっていた。これでは、いつ大規模な混沌災害が発生してもおかしくない。

「これを……俺おれが……」

　俺がエーラムに連れてこられたことの真実。

　それを知った俺の動どう揺ようが、ホールの混沌濃度をこれほどまでに高めてしまったというのか。メイジとしての才能ではなく、その『歩く魔ま境きよう』とやらの力で。

　俺はプロント先生のほうを見た。

　なにかを言って欲しかった。

　なんだっていい。謝罪でなくても、説明でも、慰なぐさめでも、なんでもいい。

　ところが、プロント先生はもはや俺のほうを見てすらいない。

「この濃密な混沌カオスの中ならば、発散させることなく、メノウの混沌核カオスコアをそのまま移植することができる！」

　そう言って、プロント先生は躊ちゆう躇ちよなく彼女の胸から混沌核をむしり取った。

　血は一滴も流れず、メノウの胸に空いていた穴も消えている。

　しかし、メノウは短い悲鳴を上げて、その場に崩れ落ちた。

　そんな彼女の悲鳴で、呆ぼう然ぜんとしていた俺は我に返った。

「メノウ!!」

　プロント先生が手にした混沌核を掲かかげて歓喜の声を上げた。

「メノウがこんなに大きく混沌核を成長させることができたのも、あなたのおかげ」

　宝石を愛めでるような顔つきで、プロント先生は混沌核を両手に包み込み、そっと自分の胸にあてがった。

「俺のおかげ……？」

「あなたには、たくさんの悪夢を見せてあげたでしょう？　そのせいで、あなたが高めてしまった混沌濃度を、メノウが吸収していたの……けど、それも限界みたい。あなたとの生活が、この子に余計なモノを与えて、心を弱くしてしまった。アカデミーはバグベアの顕けん現げんのような問題が再発することを恐れ始めた。だから、これは私が引き継つぐわ」

　混沌核は周囲の混沌を収しゆう束そくさせながら、プロント先生の身体へとめり込んでいく。

「肉体的苦痛は生命魔ま法ほうで緩かん和わできる。あとは精神の問題。未み開かいの部族などとは違う、メイジである私の意思力ならば、混沌核そのものの制御も可能なはず！」

　メノウと同様に、混沌核がプロント先生の胸に収まったかに見えた。

　けれど、それはほんのわずかな時間でしかなかった。

　すぐにプロント先生は目を大きく見開き、戸と惑まどいの表情を浮かべた。

「なんだこれは……なにが見えている……？」

　なにか見えない虫でも追い払うかのように手を盛さかんに動かしている。

「見えているのか。見せているのか？　これはなんだ。知らないぞ。こんなものを私は知るはずがない！」

　バタバタと手を動かし、髪を振り乱しながら、まるでなにかにせき立てられるかのように、プロント先生は叫び続ける。

「これはなんだ……何者でもない。たったひとつしかない。ほかになにもない。形も色もない。ひとつしかないのに、なぜ秩ちつ序じよがない。渦うずがグルグルグルグル巻いて……これが混沌カオスか。こんなものだったのか。メイジはこれを制御しようとしてきたのか。馬鹿な、馬鹿なのかっ！　こんなものを制御できると思っていたのか。こんなものが……こんなものが許されるはずがない。存在するはずがない。頼む。存在しないでくれ。これは闇やみ夜よの海だ……混沌の海……これに比べれば、秩序など……波間に浮いた水泡じゃないか。なにが『秩序の時代』だ。そんなもの、一瞬の幻だ。くだらぬまやかしだ。私たちは何者でもない。意味もない。ただの塵じん芥かいでしかない！」

　プロント先生は頭をかきむしりながら、風に翻ほん弄ろうされる木の葉のように、その場でキリキリと回り続ける。

　その意味不明な叫び声と異様な動きに、ホールの誰もが青ざめ言葉を失っていた。

「奪うな。壊すな。ちぎるな。取るな。外すな。崩すな。入るな。溶かすな。むしるな……やめろっ！　やめろ、やめろ、やめろ、やめろぉ、私を消すなぁぁ!!」

　血を吐くような絶叫を上げるプロント先生に、メノウが苦しそうに立ち上がって、その手を握にぎりしめた。

「先生……怖がっては駄だ目め。心を凍こおらせて。なにも感じないようにして」

　ところが、プロント先生は大きな悲鳴を上げて、そんなメノウの手を振り払った。

「ひいいいっ！　おまえはっ！　おまえは、こんなものを抱いてずっと生きてきたのか……恐ろしい、恐ろしい、恐ろしい……おまえは何だ、何者なんだ。近づくな……私に近づくんじゃない！」

「駄目！　心をさらしたら、それに壊される！」

　拒きよ絶ぜつされながらもメノウはプロント先生に訴えかけるが、もはやその声は耳に届いてすらいないようだった。

　白目をむいて、ただ一言。

「この……化け物……め……」

　虚こ空くうに向けてそう呟つぶやいたのち、プロント先生は糸が切れた操あやつり人形のように床に崩れ落ちた。

　誰もが言葉を失い、床に伏すプロント先生の姿を見つめ続けた。

「ぐぇ、ぐぇぇ……」

　ロードと生徒たちの見守る中、うつぶせのプロント先生からヒキガエルのようなあえぎ声が漏れ出した。そして、苦しげに、その口からなにかを吐き出した。

「ぐぁっ、ぐはぁああっ……！」

　それは嘔おう吐と物ではなく、黒い大量の針だった。

　そして、俺おれはその正体を知っている。

「あれは……バグベア！」

　あの晩、バグベアがティル・ナ・ノーグ界からこの世に投とう影えいされるとき、予よ兆ちようとして顕けん現げんしたもの。やがてあの黒い針すべてを体毛として、やつがこちらの世界に姿を現す。

　ところが、そんな俺の予想は覆くつがえされた。

　黒い針はこの前の十分の一にも満たない量で、もぞもぞと動き出した。

　針の隙すき間まから指のようなものが生えて、それを使って床を這はうように移動する。醜みにくいできものだらけの鼻がフッフッと荒い息をついているが、それが本来あるべきやつの顔は見当たらない。

「なんだよ、これは……」

　猫くらいの大きさの、体毛と指と鼻だけのモノ。

　まだ身体が完全に揃そろわないうちに生まれてしまった異い形ぎようの生命。

　奇怪で、不気味で、哀れささえ漂ただよわせながら、そいつはモゾモゾと必死に動いていた。

　まるでなにかから逃げるように。

　あのバグベアが、不完全な身体のままでもなりふり構わず逃げようとするもの──それはいったいなんだというのだ？

「フガァッ！」

　俺の目の前で、そいつが捕らえられた。

　口がないので、鼻からフガフガと悲鳴のような音を出している。

　しかし、そいつを捕らえたモノは、なんの躊ちゆう躇ちよもすることなく握にぎりつぶしてしまった。バグベアの出来損ないは、塵ちりのような小さな混沌カオスの揺らぎとなって、捕らえたモノに吸収されていく。

「プロント先生……じゃない」

　俺は直感した。

　あれを捕らえたのは一見プロント先生に見えた。

　だが、見た目はプロント先生と変わりないかもしれないが、姿形などは些さ細さいなことに思えるほどに根底から違う。

　視覚などに頼ることなく、目をつぶっていても肌で明確に感じられる。

　ここにいてはならないものが、ここにいることが。

「足りぬぞ……なにもかも足りぬ……」

　それはプロント先生の口で、声で、憤怒に満ちた言葉を喋しやべった。

　かきむしられ乱れていたプロント先生の髪が、まるで生き物のように蠢うごめき、より合わさり、羊のものに似た二本の角つのを形作った。その形の変化に合わせるように、髪の色は血のごとき真っ赤に染まる。

　俺おれを見つめる目は黒く濁にごり、金色に輝く瞳ひとみは三日月の形をしていた。

「下がれ、ビンス！」

　不意に俺の襟えり首くびがつかまれ、後ろに乱らん暴ぼうに放り投げられた。

　その勢いのあまり、俺は見事に後転を一回決めて、床にしゃがみ込んだ姿し勢せいに戻る。

　そして、目の前に見えたのは、俺を投げ捨てた人物──クレッセン卿きようだ。



「ここはロードの集つどう高貴な場所。控えろ、闇やみから生まれし邪じや竜りゆう！」



　クレッセン卿が手を高く掲かかげると、ホールの天井を覆おおうようにオレンジ色の紋様が広がった。点と線、そして曲線が複雑に絡み合いつつも、雑ざつ然ぜんとはしておらず、幾き何か学がく的てきでありながら美しささえ感じさせる。それは天体の軌道や、運動力学に関する概念図、雪の結けつ晶しようを見たときのような、人の意図が介入していない世界そのものの美しさだ。

　この美こそが、秩ちつ序じよと呼ばれるモノ。ロードのクレスト。

「……たいそうなものを呼び寄せたな。あれは、ティル・ナ・ノーグ界のドラゴン。三日月のクルーウァッハ。自分の世界の神を喰くらったとのたまう、闇の邪竜だ」

　竜──ドラゴン。

　その恐ろしい名は、ロードの英えい雄ゆう譚たんには欠かせない。混沌カオスとは縁遠い俺の村でも、子供たちはロードのドラゴンに立ち向かう勇姿には心躍らせたものだ。

　いや、ドラゴンの名は物語の中だけに止とどまらない。武ぶ勇ゆうを誇る国は、その紋もん章しようにドラゴンを掲げたがる。それはドラゴンを討ち滅ぼすことがいかに困難であるかの証しよう拠こであり、ドラゴンスレイヤーの名を冠するロードは、その末まつ裔えいでさえ戦場で敵兵を萎い縮しゆくさせる。

　伝説に語られる時代より、ずっと混沌濃度の低くなった現代で、考え得る極大混沌濃度が引き起こす、最大の混沌災害──それがドラゴンの顕けん現げんだった。

　羊の角つの。血まみれの頭。闇と三日月。

　確かにそれは幼いときの寝物語で聞かされたクルーウァッハの特とく徴ちようだ。

　だが、その姿は昔話で語られるような巨大な蛇へびとも、トカゲとも違っていた。

　気配こそは異なるが、それはプロント先生の姿をしたままだった。

「メノウの抱えていた混沌核カオスコアを中心に、局所的に高濃度の混沌が収しゆう束そくしたせいで、あんな大物が投とう影えいされてしまったんだわ。けれど、そもそも混沌の絶対量がドラゴンなんて大物を顕現させるには足りていないから、あんなふうに不完全な姿となってしまったのね」

　すぐ横にマルティナがいた。

　いや、ただ俺が無意識のうちに後ろに下がっていたせいか。

「なるほど……つまりどういうことだ？」

「すっごい高い食材を手に入れたんで、最高級料理を作ろうとしたら、食材が足りなくて中途半はん端ぱなディナーになってしまったって感じよ」

　前にいたクレッセン卿きようも、じりじりと後ろに下がりながら、俺おれたちの間に立つ。

「しかし、そのディナーも、我々を満腹にさせるのには十分なボリュームのようだぞ」

「クレッセン卿、あのクレストの天恵ギフトはいったい？」

「敵の戦意をくじく威圧の印。本来は、戦場で幾千の敵軍勢に向けるものだ……いくら、闇やみの邪じや竜りゆうであっても、それをたった一匹で受け止めれば、そうそう猛たけることはできまい」「あれもクレストの天恵なのか……」

　以前、クレッセン卿が使った、懲ちよう罰ばつ房ぼうの壁を保護魔ま法ほうごと切り裂いたものとは、ずいぶんと違う。

「実を言うと、この手の技はあまり得意ではないのだが……おっと、迂う闊かつに近づくなよ。きみも影響を受けるぞ」

　忠告を受けるまでもなく、俺は自分の心身から英気が奪われるような感じがしていた。これがクレッセン卿の天恵の力なのだろう。

　その中心にいるクルーウァッハも、両手をだらりと落として、ただぼんやりと立ち尽くしている。もっとも、さほど堪こたえている様子ではなく、ただまわりへの関心を失ったといっただけのようでもある。

「この隙すきに、プロント先生を助けられませんか？」

　クレッセン卿以外にも、これだけ多くのロードが集つどっているのだ。

　クルーウァッハが隙だらけのいまを狙えば、なんとかなるはず。

「悪いが、ビンス。ここからは政治の話になってしまうんだよ」

「えっ、どういうことですか？」

「アカデミーの研究者が、こともあろうに大工房同盟フアクトリー・アライアンスの大使館で魔法実験の事故を起こし、闇の邪竜を顕けん現げんさせてしまった。これがどういうことかは子供でもわかるだろう？」

「これをアカデミーとの取引のカードに使う気ですか!?」

　俺の問いかけに、クレッセン卿は片方の眉まゆを上げて、横目でルドルフォ男だん爵しやくのほうを見た。

「当然だ。そして、あのクルーウァッハの討とう伐ばつを誰が受け持つのかも重要だ。ここは同盟の大使館だから我々が対処してもいいし、アカデミーの面子めんつを立ててメイジに任せてやっても良いい。どちらにせよ、これは大きな貸しとなる。城ひとつに値するほどのね」

「そんなことを言ってる場合ですか！」

「なに、アカデミーは大講堂の混沌儀カオスグローブで、すでにこの異常事態を察しているさ。すぐエーラムの名だたるメイジたちが駆けつけてくるだろう」

　俺がこうしてクレッセン卿と話をしている間にも、魔法大学の先生たちは、学生を外に避難するよう誘導をしている。プロント先生──いや、クルーウァッハの動きを警戒しているロードもいたが、多くのロードはゆるゆると後退しているようだった。

　この場は、晩ばん餐さん会かいの主催者であるクレッセン卿きようの判断に任せようというのだろう。

　そして、肝かん心じんのクルーウァッハはこの緊迫した空気の中、避難する人間を無視して、つまらなそうに横を向いた。

「やめ……ろっ！」

　その動きを見て、俺おれは背筋が冷たくなった。

　なぜなら、やつはかたわらで立ち尽くしているメノウを見ていたからだ。

　苦痛と、クレッセン卿の天恵ギフトの影響によって身動きのできないメノウに、金色の三日月の瞳ひとみを向けていた。

　それはさながら獲え物ものを見つけた蛇へびのよう。

「クレッセン卿、メノウが！」

「かわいそうだが、あの子のことはあきらめたまえ。男だん爵しやくが見ている前で、私が下手に動くわけにはいかない」

「助けてくれないんですか!?」

「前にも言っただろう。私は世界を救うのに忙しくて、きみたちのようなものを助ける暇ひまはないんだよ」

　その言葉には酷こく薄はくさはなく、かといって安っぽい同情もなかった。

　ただ、クレッセン卿は自分の確固たる信条を告げただけだ。

　けれど……だからといって、それはとうてい納得できるものではない。

「ふざけるな……」

「なんだって？」

「ふざけるなってんだよ！　何度も、何度も、何度も、目の前で、こんなっ！」

　俺はクルーウァッハのほうに向かって駆け出した。

　足を踏み出すたびに、心から力が失われていく。天井に輝く、あのクレストの影響だ。

　なんとか奮い立たせようとしても、手のひらからこぼれる砂のように力が失われていく。クレッセン卿の言葉に従いたくなってしまう。

　数千の兵士の気き勢せいをくじくほどの天恵が、俺の足を止めようとしている。

　足を進めるどころか、一度うつむいてしまったら、顔を上げることすら辛かった。

　無力感。

　バグベアに出会ったとき。

　アカデミーの強大さを思い知ったとき。

　そのときに感じた、己のちっぽけさ。それが何倍にもなって、全身に覆おおい被かぶさってくるかのようだった。

「なにが天恵ギフトだ……だったら！」

　最後の力を込めて、俺おれが顔を上げたとき、即座にマルティナが叫んだ。

「やめなさい、ビンス！　そんな力を使っては駄だ目め！」

　俺はマルティナのほうを振り向く。

　そのとき、彼女は懇こん願がんするように俺を見つめていた。

　だが、俺はすぐに前に向き直る。

　マルティナが言っていた、力あるものの義務。

　誰かに強いられるのではなく、力ある者ならば自ら望んで背負うべき義務──俺を動かしているのは、そんなたいそうなことではない。

　ただ、もし自分に力があるというのなら、たとえそれがメイジの力でなくても、俺はそれを使ってやる。大切な人を守るためなら、使える力はなんだって使ってやる。



　自分のちっぽけさに怒りをぶつけろ！



　それがいまの俺の力になってくれるはず。

　動かなかった足が、激げき情じように突き動かされるように、一歩前に進んだ。

「……ほら、まだ動ける」

　覆おおい被かぶさっていた重みが、怒りによって消されていくようだった。

　よろめきながらも俺は再びメノウに向かって駆け出して、その身体を抱きしめた。

「私の天恵を、超濃度の混沌カオスによって打ち消したか……これが『歩く魔ま境きよう』の力……」

　クレッセン卿きようの呟つぶやきを聞いて、ルドルフォ男だん爵しやくがわめいた。

「あの小僧、混沌で秩ちつ序じよに抗あらがったのか！　この……化け物めっ！」

　メイジがメノウをそう呼び。

　ロードが俺をそう呼んだ。

　けれど──

「いいよ、化け物でも」

　なんだって、好きに呼べばいい。

　今日、ようやく俺は自分自身のことを知った。

　メイジの半はん端ぱ者で、『歩く魔境』で、もしかしたらこれまで俺のまわりに起きた混沌災害はすべて自分のせいなのかもしれない。

　オンボロ寮りようの混沌濃度が高いのも。バグベアが出現したのも。村が滅びたのも……

　けれど、無知のままでいるより、よほどマシだ。

　無知は恐怖しか生まない。

　英知は力を生み、恐怖を乗り越える力となる。

　俺おれは自分を知ることで、ちっぽけであっても先に進む力を得ることができた。

　こうしてメノウを抱きしめてやることができた。

　そのせいで化け物と呼ばれようとも、俺は自分の力をすべて使って、この世界に抗あらがってやる。

「ほお……なんと、かぐわしい」

　そのとき、俺の頬ほおを生暖かい吐と息いきがなでた。

「なっ……!?」

　気づくとプロント先生の顔がすぐそばに迫っていた。

　艶なまめかしい手つきで俺のあごをさすり、金色に輝く三日月の瞳ひとみでこちらを見つめている。

「実にうまそうだ」

　あごに触れていた指の爪が鋭く伸びて、俺の頬に突き刺さる。

　だが、俺はそのことよりも、もっと別の危険な気配を感じていた。

「メノウ、頭を下げろ！」

　とっさにメノウの身体ごと、しゃがみ込む。

　一瞬、頭上に強い熱気を感じた。髪の焦げる匂いがする。

　プロント先生──いや、クルーウァッハの赤い角つのから、熱線が放ほう射しやされたのだ。

　爪に気を取られて、角を取り巻く混沌カオスの濃度が変化したことに気づかなければ、俺の頭は熱線に貫つらぬかれていたことだろう。

　体勢を立て直しながら、俺はクルーウァッハから距離を取る。

「我が気を察したのか……？」

　クルーウァッハはそんな俺を追いかけてはこないで、その場に立ったまま、物憂げな表情で見つめている。あれはクレッセン卿きようの天恵ギフトの影響なのか、それともクルーウァッハの元々の性質なのか……

　一刻も早く逃げ出したかったが、メノウはまだ身体が自由に動かないようだ。

　そうしている間にも、クルーウァッハの角に混沌の揺らぎを感じた。

　攻撃の気配を察して、俺はもう一度、メノウを連れて大きくかわす。

　空気を燃やしながら突き進む熱線が俺の肩をかすめ、大使館を支える頑丈な石せき材ざいの柱に、ぽっかりと深い穴をうがつ。強い力で破壊されたのではなく、超高熱によって瞬時に蒸じよう発はつさせられたといった痕こん跡せきから、あれが途と方ほうもない熱量であるとわかる。

「ひ弱そうに見えて、勘かんだけはやけに良いのだな」

　クルーウァッハは首をかしげたまま、しげしげとこちらを見つめている。

　顕けん現げんした状態が不完全なせいか、いまだ混沌が安定していない。おかげで、やつが大きな動きをする前に、混沌が煙のように変化してくれる。

　その動きに注意すれば、クルーウァッハが攻撃するタイミングを予測できた。

「魔ま法ほうは使えないけど、混沌カオスを見極めるのは授業で散々たたき込まれてきたからな」

　それを教えてくれたのは、いま目の前にいるプロント先生だというのは皮肉なことだ。

「だが、こちらも少し調子が戻ってきたようだ。残りのけだるさは、お前たちを喰くらって晴らすことにしよう」

　いままでゆるりとしていたクルーウァッハが、突然、疾しつ風ぷうのような素早さで突撃してきた。単純に身体を使った動きだったため、俺おれは混沌の揺らぎで事前に察することはできなかった。

　とっさにメノウを手放し、クルーウァッハの両腕をつかむことができたのは、まったくの幸運だ。

「ふむ……どうもこの身体は脆ぜい弱じやくだな」

　力尽くで俺を押し倒そうとしながら、クルーウァッハは不満げに漏らす。

　だが、その脆弱という身体でも、俺を押しつけるには十分な腕力だ。

「くっ……！」

　ホールの様子を遠巻きに見ているロードたちの加勢は期待できない。そもそも、誰もクレッセン卿きようの天恵ギフトの影響下に入ることはできないだろう。

　メノウは俺の足下で動けないままでいる。

　心は焦あせっているのに、どうしてか俺はバグベアと戦った晩のことを思い出していた。

　あのとき俺は過去の怒りにまかせてぶつかり、結局、なにもできなかった。

　今度もなにもできないのか。

　自分のことを知ったつもりでも、俺がちっぽけであることには変わりなくて。

　そんな俺がなにかを変えることなんてできないのか。

　メイジになることのできない俺には、そんな力はないのか。

　クルーウァッハの鋭く伸びた爪が、いまにも俺の喉のど元もとに届きそうになったとき──俺は自分の手のひらから漏れ出す緑色の光に気づいた。

　あの晩、俺が苦し紛まぎれにバグベアの指をつかんだときに見た輝きと同じ。

　けれど、あのときよりもその輝きはずっと強くて、俺のもっと遠い記憶を呼び起こす。

「これは俺を助けてくれた……」

　故こ郷きようの村で最後の一人になったとき、俺を助けてくれたロードが放った輝き。

　バグベアの胸を貫つらぬいた、鋭い刃やいばの輝きだ。

　そんな手のひらの光は、まるで俺を導いてくれるような気がした。

「誰かを守る……」

　魂たましいが強さに。

「世界を変える……」

　願いが形になって。

「俺おれの力っ！」

　明るい緑の輝きを放つ、俺の魂たましいを宿す一本の剣。

　それは幼い日に見た、あの姿と同じで。

　けれど、いまのこれは紛まぎれもなく俺自身から生まれた剣。

「ぐぅっ!?」

　俺の手のひらから突如として現れた剣は、そのままつかんでいたクルーウァッハの腕を貫つらぬく。

　不意を衝かれたクルーウァッハは、後ろに大きく飛とび退のいて、俺との距離を取った。

「ふむ、妙な術じゆつだな？」

　そして、眉まゆをひそめながら、腕から流れる自身の赤い血を舐なめとっている。

「あの血……魔物のものとは違う。もしかして、プロント先生の身体はまだ完全に取り込まれていないのか？」

　そうひらめいたとき、俺はすでに剣を構えていた。

　腰の高さほどの長さがあるが、光が形をなしたかのように、重さはまったくなかった。

　刃こぼれひとつなく、緑の輝きを放つ刃やいばは、触れるだけでどんなものでも両断してしまいそう。

　ただ問題は、俺がこれまで剣など一度も持ったことがないことだ。

　それでもなぜか、この剣を構えることに違和感はなかった。まるで一緒に育ってきた兄弟のように、俺の手に馴な染じむ。

「我に剣を向けるとは……不ふ敬けいであるぞ」

　またクルーウァッハの角つのの揺らぎが起きた。

　やつの視線の動きを見て、俺は気づく。

　その狙いは、俺ではなく後ろで動けないでいるメノウだった。

　いまからメノウの身体を抱えて逃れるなんてとても無理だ。

「罰が必要だ。まずは、お前がかばうものから壊してやろう」

　クルーウァッハが冷酷に告げて、あの岩をも貫く熱線を放った。

　俺はメノウを助け起こすのではなく、そのままやつの前に立ちはだかった。

　放たれた熱線は高速で、その軌道はとても目で追うことはできない。

　だが、俺ははなからそれを目で見るつもりなどなかった。

　手にした剣が求めている。

　守りたいものを傷つけようとするものを阻はばもうとしている。

　これは敵を討つ剣ではない。

　大事なものを守るための剣。

　俺は剣にすべてをゆだねて、それが望むがままに動かした。

　風になびく草のようにふわりと剣が舞い、俺おれの胸元に構えられた。俺が構えたのではなく、剣のほうから構えられたのだ。

　その瞬しゆん間かん、緑の刃やいばが、空気を燃やす紅ぐ蓮れんの熱線をとらえた。

　激しい衝しよう撃げきによって剣が大きく弾はじかれたが、それは熱線も同様である。

　軌道をそらして、メノウではなく、ホールの天井を貫つらぬいた。

「あれをさばくか。楽しませるのう」

　クルーウァッハはプロント先生の血に濡ぬれた口元で、舌なめずりした。

「なれば、久方ぶりに我も戦ってみよう」

　笑みとも、威い嚇かくともつかない表情を浮かべ、クルーウァッハは狼おおかみのように大きく口を開いた。その喉のどの奥には、たったいま剣で弾いたのと同じ紅蓮の炎が胎動している。

「ドラゴンの息吹ブレス！」

　この名を聞いて、青ざめぬ者はいない。それは大国の王であってもだ。

　ドラゴンの脅きよう威いを示す代名詞であり、最大の攻撃。

　その炎の息い吹ぶきからは、誰も逃れることはできない。

　そもそもたった一息で村や森を焼け野原にしてしまうようなものに、どうやって人間が抗あらがえば良いいというのだ。それは火山の噴火や、大河の氾はん濫らんに生身で立ち向かうのと同じこと。まさしく混沌災害の名に相応ふさわしき、無差別の破壊者。

　たとえ剣で息吹の直撃を弾いたとしても、その攻撃は広範囲に及んで、このホール全体が燃やされ──いや、溶かされてしまうだろう。

　こんなところでドラゴンの息吹が放ほう射しやされれば、誰ひとり生き残ることはできまい。

「だああああっ!!」

　躊ちゆう躇ちよはなかった。

　やつが息吹の予よ兆ちようを見せた瞬間、すでに俺は駆け出していた。

　剣の切っ先をやつの胸元に定めたまま、闇やみ雲くもに真まっ直すぐ突っ走る。

　剣技もなにもない。ただの突撃だ。

　足は力強く床を蹴り、剣は羽より軽い。生涯最高のダッシュを決めて、やつに挑みかかったが──

「遅い」

　俺の眼前でクルーウァッハの口から、濃密な紅蓮の輝きを纏まとった炎の玉が吐き出された。

　その禍まが々まがしい劫ごう火かの陰に、目指すべきやつの姿が隠れていく。

「くっ！」

　だからといって、足を止めるつもりはない。

　どうせ逃げも隠れもできない状況だ。

　……けれど、覚悟は決めていたはずなのに、俺の心に一瞬の迷いが生まれた。

　このまま突っ込んで、どうにかなるというのか？

　ほんのわずか。

　一歩を踏み出す間もないほどの逡しゆん巡じゆんだったが、そんな俺おれを見たクルーウァッハは、炎にその姿を隠す前に、にたりと笑った。

　とても嬉うれしそうに。蔑さげすむように。

　クルーウァッハは勝利を確信したのだろう。

　息吹ブレスに燃やされる俺の姿ではなく、折れた俺の心を見て、そう確信したのだ。

　だが、俺がこのまま膝ひざをつくことを許さないやつもいた。



「ビンス！　そのまま行けぇぇぇぇっ!!」



　ドラゴンの息い吹ぶきがすぐそこに迫っているというのに、無む茶ちや苦く茶ちやなことを言ってくる。

　それはマルティナの声。

　無茶苦茶だ…………無茶苦茶、ありがたい言葉だった。

「うおおおおっ!!」

　俺は迷っていた一歩を、逆にいままでより大きく踏み出した。

　剣先が息吹の炎に呑のみ込こまれても、俺は構わず、もう一歩を踏み出す。

















　前髪が焦げ、鼻の頭が焼け、全身が炎にあぶられたが、さらにもう一歩！

　突然、真っ赤に染まっていた視界が晴れた。

　熱を帯びた身体に冷たい風が吹き抜ける。

　ただ、息吹ブレスの炎を突き抜けられたのではない。

　俺おれはいま熱を持たない青い炎に包まれていた。

　さっきまでの猛たけ々だけしい炎ではなく、静かに揺らめく穏やかな青い炎──それは、以前、マルティナが授業で見せてくれた鬼おに火びの魔ま法ほう。

　マルティナがドラゴンの息い吹ぶきを無害な鬼火に変質させてくれたのだ。

「くらえぇっ!!」

　青い炎の向こうに、輝きの中でもいっこうにその姿が照らされない黒い染みが浮かんでいた。

　どれだけメイジが英知の光で照らし出そうとしても、底知れない闇やみを孕はらみ続ける、メイジとロード、そして人類の共通の敵。

　討ち滅ぼさねばならぬモノ。

　抗あらがわねばならないモノ。

　──混沌カオス。

　俺の剣の切っ先は、その混沌の闇に深く突き刺さった。

　それはプロント先生の胸元にあった、メノウから移植された混沌核カオスコア。

　剣が混沌核に触れた瞬しゆん間かん、二つは同時に吹き飛んだ。

　光と闇の粒子がうなりを上げて、渦うずを巻き、俺の身体を突き抜けていく。

　なにも見えない。

　なにも見えないはずなのに、俺は知覚した。

　せめぎ合う二つのものが、絡み合い、渦を巻いている。

　これはプロント先生が垣かい間ま見みたものなのだろうか？

　闇に浮かぶ星々のような小さなきらめき。

　それが無数に集まり、美しい光の河を……光の渦を形成していた。

　そんな渦がさらに無数に集まり、またひとつの丸い固まりを作り出す。

　そして、光の渦の集団を、取り囲んでいるのは──

「はっ……!!」

　俺はそこで踏みとどまった。

　その先は、のぞき込んではならない深しん淵えんのような気がしたからだ。

　気づくと、視界が晴れていた。

　ここは晩ばん餐さん会かいの開かれていたホール。

　プロント先生が俺の足下に倒れていた。その胸の混沌核は消えている。

　拍子抜けするほど、なんの痕こん跡せきも残っていない。

　火と水。

　陰と陽。

　相反するもの同士がぶつかり合い、互いを消滅させたかのよう。



　混沌核カオスコアは正しく発散され、消滅したのだ。



　そして、いつの間にか、俺おれの手の剣も消えていた。

　あれはいったいなんだったのか……？

　じっと手を見て、俺は呟つぶやいた。

「別にどうでもいいや」

　そんなこと、ちっとも構いはしない。

　なぜなら、俺のまわりには、大切なものが十分過ぎるほど残されていたからだ。

　背後にはメノウが。

　そして、涙を浮かべながらも、笑顔で床にへたり込んでいるマルティナがいたからだ。



　　　　◆◇◆



　あのあと、アカデミーから駆けつけたメイジたちによって、プロント先生は医い療りよう施し設せつへと移送された。

　命は取り留めたそうだが、クルーウァッハを身に宿した影響は大きいだろう。

　あのような実験を強行したプロント先生に怒りを感じていないと言えば嘘うそになるが、それでも無事に回復することを願っている。

　メノウのほうはショックを受けただけで、肉体的には問題ないらしい。とりあえずは大使館にあるゲストルームで休ませてもらっていた。



「うーん、ちょっと大げさに騒ぎ過ぎたねぇ」

　ホールに戻ってきたロードや、混沌カオスを察知してアカデミーから駆けつけてきたメイジたちに、クレッセン卿きようは笑いながら語りかけていた。

「しかし、大講堂の混沌儀カオスグローブは、ここに大きな混沌災害を検知していたのですが」

「大きな混沌災害だって？　いやいや、学生に発散させられてしまう程度の混沌だよ。わざわざアカデミーが動くほどのことでもないでしょう？」

「確かにおっしゃるとおりですが……」

　大工房同盟フアクトリー・アライアンスの大使館にまで乗り込んできたというのに、到着したときには、すべて解決されていたとあってはアカデミーも面目ない。しかも、その混沌カオスに対処したのが、ロードではなく魔ま法ほう大学の学生だというのだ。

　メイジたちは、いったいどういうことなのか首をかしげるばかりである。

「ルドルフォ男だん爵しやく、幸い、大使館の被害は柱に穴が少々空いた程度。この場は、私のほうで収めさせていただいて結構ですかな？」

「まあ、いいでしょう。ここは晩ばん餐さん会かいの主催である卿けいにお任せいたします。ただし、その学生──ビンスと言いましたか？　彼のことは気がかりですがね」

　そう言い残して、ルドルフォ男爵は騒がしいホールをあとにする。

　メイジたちもわけがわからないといった顔だが、それでも大げさな対応をしてしまい晩餐会を騒がせたことを詫わびて引き揚げていった。

「ふぅ、ようやくうるさいのがいなくなってくれたな」

　いつの間にか、周囲は俺おれとマルティナ、クレッセン卿の三人だけになっていた。ホールにまだ残っているロードや学生は、さっきのことを聞きたがっているようだったが、クレッセン卿に遠えん慮りよをしているのか遠巻きに見ているだけで、近づいては来なかった。

「見事だったよ、ビンス。私の見込んだとおり、立派な剣を生み出したね」

「クレッセン卿は、あの光の剣のことを知っているんですか？」

「知っているもなにも。あれは私がきみに貸し与えていたクレスト──人の想おもいを武器とする天恵ギフトだ」

　クレッセン卿がパッと手のひらを開いてみせると、瞬しゆん間かん、緑に輝く紋が現れた。

　それは俺の剣に宿っていたのと同じ光。

　そして、幼い俺を助けてくれたロードの光だ。

「なんであなたがそれを？」

「なんでと言われても、これは昔から私のクレストだよ。ずっと前にも見せたことがあるはずだが、やっぱり忘れてしまったのかい？」

「忘れていません！　俺を助けてくれた光です!!」

「そうそう、あのときはまだきみはこんなに小さかったっけ」

　クレッセン卿は懐なつかしそうに微笑ほほえんで、腰のあたりを手で差した。

「でも、あのときのロードは、もっと小さくて──」

「おいおい、ロードだって歳としは取るんだよ」

「それに、女の子だったはず！」

「おやっ、いつ私が自分は男だと言った？」

　その衝しよう撃げきの発言には、俺だけでなく、マルティナも目を丸くした。

「「えっ、えええええっ!?」」

　俺とマルティナは、二人でクレッセン卿の顔を見て驚きの声を上げる。

　その服装はどう見ても男物だし、髪型も女性にしては短過ぎる。立ち振る舞いだって、気取ってはいるが男性そのものだった。

　しかし、よくよく見てみると……男にしては顔立ちがほっそりし過ぎてる気もする。

　というか、一度、女性だと思ってみれば、不ふ思し議ぎなもので、もうそうだとしか見えなくなってきた。

「女の身だと、いろいろ面倒があって公言はしていないがね。でも、秘密にしているわけでもないよ」

「言われてみれば、その金髪の色は……あのとき、俺おれを助けてくれた……」

「ええっ、なによ。じゃあ、クレッセン卿きようがあんたの初恋の人だっていうのぉ!?」

　マルティナが素すっ頓とん狂きような声を上げる。

「ばっ、馬鹿っ、いまそんなこと言うなっ！」

　村で一人だけ残された俺を助けてくれた、武者修行中だというロードの少女。その彼女と目の前のクレッセン卿が、いま初めて重なり合った。

「おやおや、少女時代の可愛かわいらしかった私は、幼いビンスに憧れとして鮮烈な印象を残してしまったのかな。しかも、それがきみの初恋だったとは光栄だね」

　クレッセン卿はニヤニヤ笑いながら、まんざらでもない顔をしていた。

「け、けど、じゃあ、なんで貧ひん乳にゆうのマルティナを狙ったりしていたんですか!?」

　俺は恥ずかしさのあまり、ささやかな反撃を試こころみる。

「ばっ、馬鹿っ！　誰が貧乳よ！」

　マルティナがぽかぽかと俺の背中を叩たたく。

　一方、それを聞いたクレッセン卿は、ぷいっと目をそらした。

「はて、なんのことかな？」

　飄ひよう々ひようとしたクレッセン卿にしては、珍しく誤ご魔ま化かしているのが見え見えだった。

「誤解なきように、私から説明いたしましょう」

「うわっ!?」

　いつの間に現れたのか、クレッセン卿の陰から黒ずくめの女性が現れた。この前、クレッセン卿のお供をしていたメイジのクロである。契約しているはずのロードを置いて、いままでどこに行っていたのだろう？

「クレッセン卿は胸に自信がないため、せめて一緒に行動するメイジは自分よりも慎つつましい胸であることを望んでいるのです」

　クロは背筋を伸ばして、やけに胸を突き出した姿し勢せいで語る。

　その立派さは誰もが認めるだろうものであり、クレッセン卿とマルティナは二人揃そろって、畏い怖ふすべきもののようにクロの胸の膨ふくらみを凝ぎよう視ししていた。

　たぶん、クロもそんな二人にわざと見せつけているのだろう。すました顔をして、案外と意地悪な一面があるようだ。

「……ってぇ、そんなくだらないことで、私と契約したいって言ってたんですかぁ!?」

　クロの胸に見とれていたマルティナは、首をぶるるっと振るって我に返ると、真っ赤になって怒ど鳴なった。

「く、くだらなくはないだろう、マルティナ嬢じよう。これは大事なことだぞ。ロードとメイジ。互いのバランスが重要だからね」

「けど、バランスを言うのなら、大きい人と小さい人が一緒のほうが幅広い需要に応えられて──」

「「黙れっ！」」

「はい、ごめんなさいっ！」

　うっかり口を挟んだ俺おれに、マルティナとクレッセン卿きようの怒鳴り声が見事にハモった。

「それにマルティナ嬢を見み初そめたのは、それだけじゃない。きみが、メイジオブリージュ──『メイジの義務』を自然体で表しているところが気に入ったんだ」

　メイジオブリージュとは「メイジたるもの、その力を正しく行こう使しする義務がある」という、メイジの理想を表す言葉。

　メイジは、その力を行使するのに利を求めない。

　世界のため、誰かのために正しく力を行使する。それは力ある者の義務だからだ。

　もしそうでなければ、アカデミーも諸国のロードのように己の権力を高めるために自身の力を行使し、領地を争うようになってしまうだろう。

「メイジオブリージュか……」

　以前、マルティナに、魔ま法ほうを広めたいとアカデミーにとっての危険思想を語ったことがある。あのとき、マルティナになぜ自分にそんなことを語るのかと問われて、『マルティナが馬鹿っぽいから』なんて答えたが、いまようやくその本当の理由に俺は気づいた。

　多くの矛む盾じゆんを抱えるアカデミーの中にあって、マルティナはメイジオブリージュ──すなわち、メイジの理想の体たい現げん者しやであったのだ。どんなときでもメイジの理想を疑わない。アカデミーという組織ではなく、メイジオブリージュを信じている。

　みんなに魔法を広めて世界を変えたいと思った俺と、力ある者の義務を信じているマルティナ。まったく対極の思想の持ち主なのに、なぜか互いに気が合う。

「ははははっ、そうか馬鹿なんだな」

　俺は思わず笑い出してしまった。

　いまわかった。俺たち二人は、世界に対して馬鹿正直なところが似ているんだ。

　だから、そんな彼女を信頼して、俺も馬鹿正直にあんなことを語ってしまったんだ。

「なに馬鹿笑いしているのよ。馬鹿じゃないの？」

「そうだよ、馬鹿なんだよ。あはははははっ！」

「だ、大丈夫なの、ビンス？　さっき頭でも打ったの？」

「いやいや、大丈夫だから。心配すんなって！」

　マルティナが本気で心配そうな顔をしているので、俺おれはなんとか笑いを堪こらえて、その肩をポンポンと叩たたいた。

「なんなのよ、こいつ……ところで、クレッセン卿きよう？」

「ん、なんだい？」

「ひとつお聞きしたいのですが、いつの間にビンスにクレストを授けていたんですか？」

「私がビンスにクレストを貸したのは、ずっと昔の話。ビンスと初めて出会ったときのことだ」

　そう語るクレッセン卿の表情からは、これまでとは違ってやけに真剣な──いや、なにかの悔かい恨こんに触れられたような苦々しささえ読みとれた。

「えっ、そんな昔に……どうしてですか？」

「彼を救えなかったからだよ。だから、私は彼を救う必要のないよう、力を貸たい与よすることにしたんだ」

　俺は黙っていられず、二人の会話に割って入った。

「でも、あなたは俺をバグベアから助けてくれたじゃないですか」

「いや、きみはまだ助かっていないんだよ」

「それは、どういう……？」

「あの村で救い出したあと、私はきみを『歩く魔ま境きよう』としてアカデミーに引き渡すことしかできなかった。ひどい目に遭うとわかっていたのにね。だから、私はきみが自分自身を救える力として、クレストの一部を授けたんだ」

「そうだったんですか……」

　俺がエーラムに連れてこられたのは、メイジの素そ養ようが認められたのではなく、『歩く魔境』という人間だったから。それはこれまで俺が信じて、目指していたものをすべて否定する苦すぎる真実だった。

「それ以来、ずっときみのことは気に掛けていた。まさか、きみがマルティナ嬢じようの友人となるとは思っていなかったけどね」

「そう言えば……懲ちよう罰ばつ房ぼうで会ったとき、俺のこと名前で呼んでましたっけね。変だなって思ってたんです」

「はははっ、なかなか鋭いな」

　クレッセン卿は笑いながら俺の肩に手を置き、顔を近づけて囁ささやいた。

「そして、いまきみを狙っているのは、バグベアなどとは比べものにならない相手──アカデミーだ。これまで、きみ以外にも『歩く魔境』はいたが、彼らは忌いむべき存在として密ひそかに処分されてきた」

「処分……」

　それはつまり、抹まつ殺さつされてきたということか。

「そんな『歩く魔ま境きよう』をエーラムに連れてきて、秘密裏に研究を進めていたなど……高位のメイジが関わっていた計画だとしても、これほど公おおやけになってしまえば問題となるよ」

　俺おれを養子にしているのは弱小一いち門もんだが、その背後にはもっと大物のメイジがいるのだろう。俺を養ってくれた一門は、いざというときのトカゲの尻尾か。

「でも、俺は『歩く魔境』だとか言われても──」

「ビンス、あんたがクレッセン卿きようの天恵ギフトを打ち破ったのを、まわりのロードやメイジがどんな目で見ていたと思う？」

　あのとき、マルティナは『そんな力を使っては駄だ目め』と叫んで、俺を止めようとした。それはこういう意味だったのか。

　メイジの魔ま法ほうでも、ロードの天恵でもない、忌いまわしい力を俺は自らの意志で使ってしまったのだ。もはやどんな言い逃れもできない。

　クレッセン卿はさらに声を潜ひそめて、俺の耳元で囁ささやいた。

「けれど、きみが望むのなら、このまま逃げることもできる。ロードとして、きみを公に庇ひ護ごすることはできないが、きな臭いのを感じて、クロにエーラムを脱出する段取りはさせておいた」

　クレッセン卿のメイジであるクロが晩ばん餐さん会かいにいなかったのは、そういうわけだったのか。恐ろしいほどの手回しの良さだ。

「さて……きみはどうする？」

　クレッセン卿は何気ない口調で尋たずねてきた。

　軽い問いかけのようだけど、俺にはわかっていた。

　次の一言で、俺の運命が決定する。

　そんな重大なときでありながら、なにも迷いはしなかった。

　いつもやっている、当たり前の日課のように選択することができた。

「逃げるつもりはありません。最後まで戦います。その相手がメイジでも、アカデミーであっても」

　クレッセン卿は俺の耳元から顔を離すと、眉まゆを上げて、俺を見つめた。

「ああ、そうか。きみはそういうふうに成長したんだね……やはり、きみはメイジよりもロードに向いている」

「いやいや、俺がロードだなんて、悪い冗談ですよ」

「そうかい、私は初めて会ったときからずっと思っていたのだが──ともあれ、きみがそう言うのなら、もう私にできることはない。私には、守りたいものがあるような強い人間を救っている暇ひまはないんだ。なにしろ、世界を救うのに忙しいからね」

　クレッセン卿きようの顔にいつもの笑みが戻った。

「一度は守りたいものをなくしてしまった俺おれが、また守りたいものを手にすることができました。ありがとうございます」

「それはきみの力さ。村を襲ったバグベアがきみを最後まで残していたのは、きみが一番強いと感じていたからだ。きみは助けられたのではなく──助かったんだ。そのことを忘れず、戦い続けてくれ」

　マルティナやメノウ。

　それに、俺の将来の夢。

　たとえ誰かの歪ゆがんだ意図から俺がエーラムに連れてこられたのだとしても、ここで手に入れてきた大切なものは、それとはなんの関係もない。

　すべて俺自身が守りたいと思った、本物なんだ。

















　オンボロ寮りようの台所。

　ここにビンスはおらず、いるのはマルティナとメノウの二人きり。



「あ～、慣れると、この台所と一緒の狭い食堂ってのが落ち着くのよね～」

「そう」

　テーブルを挟んで、マルティナとメノウは二人でお茶会を開いていた。

　マルティナが実家から持ってきた高級茶葉と、お気に入りの甘いお菓子。

「聞いたわよ、プロント先生のところの一いち門もん、解散させられたんだってね」

「そう」

「あんたねぇ、そんなに愛あい想そがないと、どこも引き取ってくれないわよ」

　メノウを養子にしていたのは、プロント先生の一門だった。その一門が解散したいま、メノウはアカデミーの養子制度に従い、どこか別のメイジに引き取られることになるはず。

「わかった。気をつける」

「……なんだったら」

「なに？」

「……あんたが良かったらの話だけどにゃあ」

「マルティナ、むにょってる」

　メノウに指し摘てきされても、マルティナのむにょりは直らず、苦心して言葉を絞り出した。

「……そにょお、私の……妹にならにゃい？」

「言葉の意味がわからない」

「だから、ウチの一門の養子にならないかってことよ！」

「マルティナの……？」

「そう。家族になろうよ、メノウ」

「私が家族……マルティナと？」

「嫌……かな？」

　マルティナの問いかけに、メノウは首を横に振る。

「ありがとう、マルティナ」

「あれっ、ちょっと？」

「なに？」

「いま、笑ったでしょう!?」

「そう？」

「笑った、笑った。もう一回、笑ってみせて！」

「いや」

「なんで、なんでよ～。お姉さんの言うこと聞きなさいよ～」

「歳としは同じはず。見た目で判断するなら、私のほうが姉に相応ふさわしい」

　そう言って、メノウはマルティナの胸元を見つめる。

「ちょっ、そういう生意気なこと言うわけ!?」

「事実を言っただけ」

「妹のくせに！」

「妹はマルティナが相応しい」



　ひとしきり、姉と妹論争をしたあと、マルティナが不意に尋たずねた。

「あんた、本当にビンスが好きなの？」

「好き。なんでそんなことを聞くの？」

「普通、本当に好きだったら、そんなふうにはっきり口にはできないものよ」

「でも、本当に好き」

「ビンスのどこが？」

「初めて会ったとき、笑いかけてくれたところが好き」

「それから？」

「二度目に会ったとき、おはようと挨あい拶さつしてくれたところが好き」

「それだけ？」

「次の日も、その次の日の朝も、おはようと言ってくれたところが好き。

　なにか食べたいものはないかと聞いてくれたところが好き。

　困っていることはないかと心配してくれたところが好き。

　私の好きな料理を作ってくれるところが好き。

　日が暮れて暗くなると、少し悲しそうな顔をしていたところが好き。

　天気がいいと、笑顔になるところが好き。

　雨の音を、静かに聞いているところが好き。

　朝、あくびをしながら廊ろう下かを歩くところが好き。

　夜、眠そうにあくびをするところも好き。

　掃除をしているところが好き。

　路地の花に水をあげているところが好き。

　猫をなでようとして逃げられていたところが好き。

　マルティナと楽しそうに喧けん嘩かをしていたところが好き。

　混沌核カオスコアを見ても嫌わないでくれたところが好き。

　ドレスを褒ほめてくれたところが好き。

　一生懸命なところが好き。

　私が見つめると……見つめ返してくれるところが好き」

「……それだけ？」

「もっと、もっとたくさんある……」

「……ずるいわよ、メノウ」

「なに？」

「泣かないって約束だったでしょ……？」

「でも、マルティナだって……泣いている……」



　ここにビンスはいない。



　オンボロ寮りようにも、魔ま法ほう大学にもいない。

　アカデミーは『歩く魔ま境きよう』のビンスを危険と判断して追放を決定した。

　魔法に関する知識は奪われ、アカデミーの監視下に置かれることとなった。

　命まで奪われなかったのは、大使館でのプロント先生の不始末を取引材料としたクレッセン卿きようの助じよ命めい嘆たん願がんのおかげだった。

　けれど、ビンスの魔法知識は消去された。

　つまり、エーラムに来てからのビンスの記憶は、すべて消去されてしまったのだ。

　この寮での思い出も。

　メノウのことも。

　マルティナのことも。

　なにもかも……



「会いたいよ……ビンスと会いたいよ……」



　けれど、ここにビンスはおらず。

　いるのはマルティナとメノウの二人きり。



おしまい








　あとがき



　金髪ツインテールのお嬢じよう様さま。

　銀髪ロリ巨乳の無口少女。

　どちらも選べないので、ダブルヒロインにしてみました。

　そんな優柔不断な、内うち山やま靖やす二じ郎ろうです。

　初めましてのかたは、どうぞお見知りおきを。

「久しぶりにその名前を聞いたなぁ」というかたは、ただいまです。

　意外かもしれませんけど、まだ生きていたんですよ。なんとか……しぶとく。



　さて、ダブルヒロインというのは、なかなか配分が難しいものです。

　単純にヒロインの登場している文章量だけではなく、物語の関わりかたや、秘められた謎や過去、主人公の好感度などなど──バランスよく配分してやらないと、すぐに空気ヒロインとかになってしまいます。

　美しい正三角形を保ちながらも、時折、そのバランスが崩れることで、物語と人間関係が変化、進展していく。

　それが理想のダブルヒロイン。三角関係の物語ではないかと思っています。

　もしも、本作を読んでいただいて、「いや、これはマルティナ無双だろう」とか「マルティナかませ犬すぎる」とか「メノウ空気過ぎ」とか「メノウいいとこ取り過ぎ」といった感想を持たれたのでしたら、きっとそれはみなさまの属性修正だと思ってください。

　好きな属性のキャラに引っ張られて、正三角形であるはずのバランスがみなさまの主観内で崩れてしまうことはままあることなのです。

　いわゆる、ひいき目というやつですね。

　公平な視点で見れば、ちゃんと美しい正三角形を保っているはずなのです。

　いや、ホントに、ホントに。

　自分のバランス感覚の欠如を、みなさまに責せき任にん転てん嫁かしているわけではありませんよ！



　本作を執筆するにあたって、水みず野の良りよう先生をはじめ、たくさんのかたにご助言をいただきました。この場をお借りして、御礼申し上げます。

　そして、この本を手に取ってくださったみなさまにも、最大限の感謝を！

　この物語が少しでも心に残ったのでしたら、これからも暖かい応援をいただけると嬉うれしいです。それだけが心の支えなのです。

内山靖二郎

















　読み書き教室に必要な石せき盤ばんを運ぶのに、ずいぶんと時間がかかってしまった。

　趣しゆ味みで開いている教室なのであまり金を掛けられず、不要になった教材があると聞いたら、すぐに駆けつけねばならない。おかげで、昼休みの時間を過ぎてしまっている。

　俺おれはあわてて調理服に着替えながら、レストランのスタッフ通路を走る。

「なにやってるんだ。もう、午後の客が入ってきてるんだぞ！」

「すみません！」

　厨ちゆう房ぼうに飛び込んだ途と端たん、料理長から怒ど鳴なられた。

「今日は魔ま法ほう大学の卒業式で、かき入れ時なんだからな！」

「わかってますってば！」

　エーラムのレストランでも、この店舗は割と老舗しにせで、規模もそれなり。さすがにアカデミーのお偉いさんや貴き族ぞくが来ることはないが、普通のメイジや騎き士しならば、たまに客としてやってくることがある、中流と上流の狭はざ間まをゆらゆらしているようなグレードの店だ。

　そして、魔法大学の卒業式となれば、各地からメイジやロードが集まってきて、エーラムは町中がお祭りムード。まだ外は明るいというのに、この店もいつもの三割増しで賑にぎわっているようだった。

「さっそく、例の赤汁のオーダーだ」

「だ～か～ら～、赤汁じゃなくて『ビーツのスープ・北ほつ方ぽうの風に乗せて』ですってば！」

「ああ、それそれ。所しよ望もうしているのは、二人組のメイジ様だそうだから心して作れよ」

「お任せを！」

　俺はこのレストランに勤める前からお守り代わりにしているレシピ本を見た。もう内容は暗記しているが、これを見ると、なんだか料理が上手に作れるような気がする。

　このレストランで文字が読めるのは、支配人と俺だけだ。

　以前、俺は魔法大学に通っていたらしいので、その知識が身に染みついているのだろう。このレシピ本も、学生時代に試験で優秀な成績を取ったからと、どこかの偉いロードからプレゼントをしてもらったものらしい。

　もっとも、それが誰なのか、俺は覚えていない。

　どうやら俺はなにか大変なヘマをしたらしく、大学を退学になり、その期間の記憶をごっそりと消されてしまったのだ。魔法の知識が無む闇やみに広まらないための措そ置ちだそうな。

　けれど、魔法の知識が消えても、読み書きについてまで消えなかったのは幸いだった。おかげで、レストランではこの貴重なレシピ本とセットで、それなりに重ちよう宝ほうがられている。芸は身を助けるというやつだ。

　自慢料理の『ビーツのスープ・北方の風に乗せて』のオーダーに、俺が機き嫌げん良く調理をしていると、ウェイトレスが困った顔でこちらにやってきた。

「どうかしたの？」

「それが、赤汁を注文したメイジ様が、スープは調理したコックに運ばせろって言うのよ」

「赤汁じゃなくて『ビーツのスープ・北ほつ方ぽうの風に乗せて』だからね。けど、いくらメイジだからって、あまりわがまま言われてもなぁ」

　料理を運ぶくらい別になんでもないが、本来、それはウェイトレスの仕事である。コックである俺おれが、彼女の仕事を奪うのはよろしくない。

「けど、そのメイジ様、あなたに貸しがあるとかなんとか言ってるのよ」

「メイジが俺に貸し？　なんだろう……」

「大学の正装をしているから、たぶん卒業生だろうけど。だいたい、今日の主役が、なんでこんなところで食事をしているんだろ。今晩は、祝しゆく典てんや晩ばん餐さん会かいがいくらでも開かれているのに」

　確かにそのとおりだ。新人のメイジだったら、契約するロードとの顔見せに忙しいはず。こんなところで油を売っているということは、契約する相手が見つからない落ちこぼれのメイジだったりして。

「で、どんなメイジなの？」

「それがね、二人とも美人なの。なんか、ドレスの借りがどうのとか言ってたけど……」

「なんだそりゃ……わかった、そのメイジたちには、俺が料理を運んでおくよ」

「よろしくお願いね。むふふっ、あんな美人のメイジ様たちに、いったいどんな借りがあるのやら。修しゆ羅ら場ばとかありそうな予感？」

「あるか、そんなの」



　　　　◆◇◆



　自慢の『ビーツのスープ・北方の風に乗せて』を手に、俺はホールに出た。

　すでにテーブルの半分は埋まっていたが、ウェイトレスの言っていた二人組のメイジはすぐに見つけることができた。

　なにしろよく目立つからだ。

　一人は少しだけ赤みがかった金髪で、もう一人はエーラムでは珍しい銀髪。

　金髪のほうは、いかにも名門のお嬢じよう様さまといった感じ。

　銀髪のほうは、眠いのか、疲れているのか、ぽーっと無表情だ。

　魔ま法ほう大学の正式制服という正装をしているから、たぶん卒業式の帰りにそのまま寄ったのだろう。ロードとの契約とかはどうしているのやら？

　まあ、そんなメイジの進路なんて、俺には関係ないのだけど。

「お待たせしました。ご注文の『ビーツのスープ・北方の風に乗せて』です」

　俺は二人の前にスープを置いた。

　すると、二人は持ってきたスープではなく、俺おれの顔をじっと見つめている。

　金髪のメイジは、まるでにらみつけているような目だが、それなのに口元はどこか嬉うれしそうに緩んでいるという、なんとも感情が読めない表情。

　一方、銀髪のメイジは、眠そうだった目を見開いて、まばたきすらせずに俺の目を──いや、目の奥の奥までのぞき込むかのように、じぃ～っと見つめている。

　ウェイトレスの言ったとおり、二人とも美人だったが、いったい俺になんの用なのか？

　このとき、俺はなにか心から湧き上がるものを感じた。

　それがなんなのかはわからない。心の中でそれに手を伸ばしても、どうしても触れることができない。それは魔ま法ほうで消された、俺の記憶の空白を思い出そうとしているときと同じ感覚だ。

　もしかすると、この二人は魔法大学時代の知り合いとか──？

　いつもなら消された記憶をまさぐるなんて無駄なことはしない。

　魔法の力は絶大で、どうせ無駄だとわかっているからだ。

　けれど、なぜか俺はこの心のざわつきと、湧き上がるなにかの意味を知りたかった。

　胸が痛み、焦あせりさえ感じていた。

　どうしてなんだ？

　俺が金縛りにあったかのように、その場に立ち尽くしていると、二人のテーブルに置かれていた燭しよく台だいに火が灯ともった。

　いまは昼なので、燭台は消されている。

　灯ったのは、熱を持たない青い炎──鬼おに火びだった。

　この店では、なぜか時々こんな鬼火が発生する。

「お客様、ご安心ください。この鬼火には害はありませんので──」

　とっさに、俺は毎度しているフォローを入れるが、よく考えたら専門家のメイジにそんな説明は不要だった。

「まったく、相変わらずね」

　金髪のメイジが呆あきれたようにため息をついて立ち上がると、腰に差していた真新しい魔法杖をひと振りした。

　すると、テーブルの燭台にだけ灯っていた鬼火が火花となって散らばり、店のあちこちに小さな青い炎となって揺らめき出す。それはとても幻想的で、店の客たちも驚いてはいるが、同時にその美しさに感動しているようだった。

「お客様、いったいなにを？」

　すると、そのメイジはにんまりと悪戯いたずらっぽく、そして嬉しそうに笑った。

「なにを……？　そうねぇ、いま私たちは契約するロードを探しているところなの」

　そして、俺の肩に手を置いて、少し艶なまめかしい表情でそっと顔を近づけてくる。

　突然のことで、反射的に俺おれは身を引いたが、無駄だった。

　いつの間にか反対側には銀髪のメイジが立っていて、あやうくぶつかるほどにその顔を急接近させていたのだ。

「あ、あの……それで、俺になにか用があるとか？」

　美人のメイジに挟まれ、俺は混乱してしまい、苦し紛まぎれに尋たずねる。

　すると、二人は待っていましたとばかりに、声を揃そろえて同時に言った。



「「あなたに美少女を助ける権利をあげましょう」」



　こうして、俺は二人の新米メイジと出会うことになった。

　けれど、それが出会いではなく──再会だったと。

　俺はいずれ知ることになる。
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　　第２回ＭＦ文庫Ｊライトノベル新人賞を『神様のおきにいり』で受賞。同作でデビュー。

　　『クトゥルフ神話ＴＲＰＧ』のライターもしています。

　　代表作は『るるいえあんてぃーく』シリーズ（エンターブレイン）。趣味はＴＲＰＧ。ほかにも美味しいものを食べて、お酒を飲むことが大好き。



　イラスト

　硯（すずり）

　　横浜在住。フリルと銃を愛するイラストレーター。ゾンビも愛してます。ＴＲＰＧをプレイすると自分自身の思わぬ一面を見ることが出来てドキドキです。
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